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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑤

			横塚司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１０２話　世界樹の森の戦い６

			第１０３話　世界樹の森の戦い７

			第１０４話　世界樹の森の戦い８

			第１０５話　世界樹の森の戦い９

			第１０６話　仲間の命と英雄への道を天秤にかける

			第１０７話　レジェンド・アラクネ

			第１０８話　ランク９

			第１０９話　聖女の誕生

			第１１０話　和平派

			第１１１話　育芸館への帰還

			第１１２話　育芸館の様子

			第１１３話　役に立たない駒

			第１１４話　浮遊要塞

			第１１５話　鬼の軍団

			第１１６話　グレーター・ニンジャ

			第１１７話　オーガ・ファランクス１

			第１１８話　専従契約

			第１１９話　オーガ・ファランクス２

			第１２０話　オーガ・ファランクス３

			第１２１話　オーガ・ファランクス４

			第１２２話　学校からの撤収

			第１２３話　新たな可能性

			第１２４話　３日目の終わり

			番外編　磯垣啓子は右と左を天秤にかけて必ず迷子になる

		

	
		
			第１０２話　世界樹の森の戦い６

			　

			　ぼくたちの学校が山ひとつまるごと異世界に飛ばされて、３日目。

			　オークたちの拠点となっていた森の奥の洞(どう)窟(くつ)を強襲したぼくたちは、洞(どう)窟(くつ)の奥に存在した不気味な肉塊、グロブスターによって、学校の山から遠く離れた草原に転移してしまう。

			　草原の町を襲っていたモンスターの部隊を壊滅させたあと、ぼくたちのもとに、１羽の鷹(たか)が舞い降りる。使い魔の鷹(たか)は、リーンさんという光の民の指導者の声で、ぼくたちを世界樹のもとへいざなった。

			　同日、午後。

			　ぼく、アリス、たまき、ミアの４人は、リーンさんとの会談ののち、新たにエルフの姫君ルシアをパーティに加え、世界樹近傍の村を襲った蜘(く)蛛(も)人間モンスター、アラクネの集団と交戦する。

			　村を占(せん)拠(きよ)したアラクネの小部隊を壊滅させたぼくたち５人は、侵攻して来たアラクネ軍の本隊を強襲するべく、追跡を開始した。　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、フライで森のなかを飛行する。

			　インヴィジブル・スカウトが先行し、ぼくらがそれを追跡するかたちだ。

			　本隊からはぐれた敵とは遭(そう)遇(ぐう)しなかった。これは運がよかっただけなのだろうか。それともアラクネたちの統率が行きとどいている証拠なのだろうか。

			　ルシアに訊ねると、「アラクネは森を得意とするモンスターですから」という答えが返ってきた。

			「森が得意だと、はぐれないの？」

			「わたくしたちエルフもそうですが、森のなかで生きることに特化した種族は、そういうものです。天を仰(あお)がずとも木々と植生を見れば方角がわかりますし、木の葉がこすれる音や鳥のさえずりに隠れがちな遠くの物音も聞き分けます」

			「アラクネもそういうモンスターってことか……」

			　それってつまり、油断しているとこちらが奇襲を喰らう可能性もあるということだ。インヴィジブル・スカウトに偵(てい)察(さつ)させていなければ、ヤバいところだったかもしれない。

			　アラクネたちの進軍方向は明らかだった。森の小道の周辺には、たくさんの足跡がついている。

			　ルシアによれば、彼らが向かっているのは軍用転移門ではなく、一般にも開放されている方の転移門であるらしい。

			「逃げる民間人を追っているのでしょう」

			　彼女の言葉を裏づけるように、時折、死体を発見した。光の民の兵士や、子供や、老人の死体だ。

			　弱い者、足が遅い者から餌食となっているのだろう。

			「正直、オークみたいにパンピーをレイプしてくれた方が、やりやすい」

			　ミアが鬼畜なことをいいだす。

			「ミアのおっしゃる通りです。好き勝手に動くオークのようなモンスターは、いかに数が多くとも、御しやすい相手といえます」

			　ルシアさんが平然と応じる。

			　いやまあ、たしかにその通りなんだけどさ……。

			「わたくしの国の軍も、村のひとつふたつを犠(ぎ)牲(せい)にすることで敵を分断させ、一定の戦果を挙げたと聞きます」

			　わーさすが権力者、視点が違うわー。

			　ファッキンくそくらえ。

			　いや、それくらいしなきゃ生き延びられなかった、ってことなんだろうけど。

			　実際には、それでもモンスターの侵攻は止められなかった。ルシアの国は滅びた。

			　つまり、この世界の人間にとっては、モンスターとの戦いというのがそれくらい厳しいものなのだ。

			　ぼくたちくらい手軽にレベルやスキルが手に入るなら、この世界の住人も苦労はしないだろう。ある意味でチートをしているぼくたちが、彼らの必死の戦いかたにケチをつけるべきじゃない。

			　20分ほど飛ぶと、戦いの音が聞こえてくるようになる。

			　戦いが続いているということは、まだ光の民による抵抗の努力が潰えたわけではないのだろう。軍用転移門から応援にかけつけた部隊が、アラクネの軍隊を懸命に押しとどめているに違いない。

			　ぼくを馬鹿にしたあいつは、まだ生きているだろうか。

			　生きていて欲しいと思う。少なくとも彼は、故郷のため、真剣に戦おうとしていた。

			　だからこそ、ぼくのようなふがいなく見える援軍に腹を立てたのだろう。

			　正直、実際の戦いで見返してやりたい気持ちは、かなりある。だからといって、仲間を不必要な危険に追い込む気はないけれど……。

			　戦場から少し離れたところに着地して、ぼくはインヴィジブル・スカウトにリモート・ビューイングをかけた。彼女を本隊の偵(てい)察(さつ)に送り出す。

			　彼女の眼に映る光景が、まるで自分の目で見た景色のように映し出される。

			　インヴィジブル・スカウトは木々の枝葉の間を器用に飛び抜け、用心のためいちど、敵軍の側面まで移動した。

			　その後、改めてアラクネたちの頭上を飛び越え、敵軍の中心部に肉薄する。

			　モンスターの部隊は、全部で４００体ぐらいだろうか。アラクネ以外に、さきほどヘシュ・レシュ・ナシュの町で戦った灰色の狼の姿も見える。

			　ルシアに狼の外見と青白く輝いて突進してくるという戦い方を説明したところ、「ライトニング・ウルフですね」という返答がきた。

			「ライトニング・ウルフは、全身に雷をまとうことが可能な狼型のモンスターです。ときに紫電のごとく動くといいます」

			　なるほど、やっぱり風属性の狼なのか。

			　あのときは、たまたまウィンド・エレメンタルがいたから攻撃を防げた。でもあれが５体も６体も出てきたら、かなり厄(やつ)介(かい)だろう。

			　なにより足が速いから、逃げることが難しい。

			　空を飛べばなんとかなる気がするけれど、そうすると今度は遠隔攻撃のいい的だ。アラクネの弓矢の餌食になってしまう。

			　アラクネを中心とした軍勢を前に、光の民はいささか苦戦を強いられている様子だった。

			　光の民は、基本的に樹の上などの高所に陣取り、矢を射かけている。

			　アラクネたちも物陰から応射する。時折、敏捷に樹の上に登って樹上から樹上へ粘り気のある糸でジャンプ、強襲を仕掛けたりしている。

			　光の民が地上に落ちると、ライトニング・ウルフが肉薄する。狼にのしかかられると、もうダメだ。

			　喉をえぐられ、断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげる兵士たち。阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)絵図が展開される。

			　光の民も、ただやられているだけではない。魔術師とおぼしきローブの者たちが魔法を使うと、太い樹が動き出す。

			　樹の根が足のように動き、枝が手のように蠢(うごめ)く。動く樹が、アラクネたちを次々と打ち倒していく。

			「トレント……」

			　思わず、ぼくは呟(つぶや)いていた。

			　ぼくのいうトレントとは、ロード・オヴ・ザ・リングの映画で見た、動く樹のモンスターのことだ。映画のなかでは善良な性格だったが、こちらの世界のトレントは、ただ凶暴に暴れるだけの使い魔であるのだろうか。

			　ただ暴れまわるだけといっても、身体のおおきさは絶大である。アラクネたちはそうとうな苦戦を強いられていた。

			　そんなトレントが、全部で10体近く。こいつらががんばっているうちは、だいじょうぶかもしれない。

			　インヴィジブル・スカウトは、さらに敵陣奥深くに入る。

			　ローブをかぶったメイジ・アラクネが、全部で８体、後方に固まっていた。あれを倒すだけでも、だいぶ楽になる気がする。

			　メイジ集団のさらに先に、指揮官らしき、ひとまわりおおきなアラクネがいた。

			　そのアラクネのそばに、赤黒い肌を持つ、ひときわ目を惹(ひ)くアラクネが立っている。

			　赤黒い肌のアラクネは、その肌の色と同様の赤黒い穂先を持つ、不気味な槍(やり)を握っていた。よく見れば、その穂先はときに紅(ぐ)蓮(れん)に、ときに漆黒に、鈍く脈動しているようにも思える。柄の部分は透き通るような銀色で、その対比がまた一種、異様に思えた。

			　インヴィジブル・スカウトが、指揮官アラクネたちに接近する。

			　不吉な予感がした。

			　まずい、やめろ！　いますぐ逃げろ！

			　ぼくの五感が、そう叫んでいた。だがその声は、インヴィジブル・スカウトに届かない。

			　透明な使い魔は、己の特性を最大限に利用し、より情報を集めようと指揮官との距離を詰める。

			　赤黒い肌を持つアラクネが、なにげなく頭上を仰(あお)いだ。透明なはずのインヴィジブル・スカウトと視線が交わる。

			　アラクネの奥にいるぼくが睨(にら)まれているような、ひどくぞっとする感覚を覚えた。

			　赤黒い肌のアラクネは、自然な動作で槍(やり)を構え、軽い動作でひょいと投げる。赤黒い穂先を持つ槍(やり)が、一直線に飛んできた。

			　ぼくは胴体を槍(やり)に射貫かれた。

			　いや、違う。インヴィジブル・スカウトの胴体に槍(やり)が突き刺さっただけだ。

			　リンクが切れる。視界が戻った。

			　ぼくは荒い息をつき、胸を押さえて地面に膝をつく。痛みはない。ただ、驚いて、そして怖かっただけだ。

			　なにごとかと、アリスが駆け寄り、ぼくの肩を抱く。

			「ど、どうしたんですか、カズさん」

			「ぼくはだいじょうぶ。……インヴィジブル・スカウトが殺されたんだ」

			「え、まさか。だってあいつ、すぐ近くにいても、わたしですら気づけないわ」

			　たまきが驚く。

			　そうか、きみが気づかないとしたら、あの赤黒い肌のアラクネはきみより腕ききなのか。あるいはなんらかの特殊能力があるのか。

			　どちらにしても、あれの実力は、ほかのモンスターの比ではない。

			　あいつこそ、ルシアがいっていた……。

			「いったい、どんなモンスターに殺されたの」

			「レジェンドだ」

			　ぼくは、きっぱりと断言する。

			「あのメキシュ・グラウに匹敵する威(い)圧(あつ)感(かん)は、間違いない。インヴィジブル・スカウトは、レジェンド・アラクネに殺されたんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　敵軍にレジェンド・アラクネがいたとしても、やることに変わりはない。

			　敵の上級モンスターを潰す。その後、包囲網を突破して光の民の軍隊に逃げ込む。もし可能なら、友軍の撤退を支援する。

			　もっとも重要なのは、第一段階だ。

			　幸いにして、インヴィジブル・スカウトは敵の本陣に突入する前にいちど、側面にまわりこんでいた。アラクネたちも奇襲は警戒するだろうが、こちらがどこから攻めてくるかまではわからないだろう。

			「部隊をふたつに分割しようと思う」

			　敵が偵(てい)察(さつ)に気づいた以上、その対応は迅(じん)速(そく)と見るべきだ。

			　ならば、初手で潰せるだけの敵を潰す。

			「分けるといっても、初手だけだ。まずミアとルシアで、後衛のメイジ・アラクネに範囲攻撃をぶつけてもらう。ルシアは魔力解放を最大で。とにかく最速でメイジを潰して欲しい。同時にぼくの使い魔２体とアリス、たまきが指揮官……チャンピオンとレジェンドに攻撃する。たまきがレジェンドを足止めしているうちに、アリスとぼくの使い魔でチャンピオンを潰す。その後、迅(じん)速(そく)に撤退する」

			「レジェンドを倒さないの？」

			「相手は、メキシュ・グラウに匹敵するモンスター、神兵級だ。戦っているうちに、雑(ざ)魚(こ)に囲まれると思う。かけていい時間はせいぜい10秒か20秒。そんな短時間じゃ、とうていレジェンドを潰せないだろう？」

			　たまきは、腕組みしてうーんと唸った。唸っても、どうしようもないものはどうしようもないと思う。

			「メイジとチャンピオンさえ潰せれば、敵軍の統率は間違いなく乱れる。問題はレジェンドが、怒ってぼくたちを追ってくるかどうか。とりあえず追ってくるという前提で作戦を立てるとして」

			「レジェンドから逃げきれるでしょうか」

			　ルシアがいった。うん、それがいちばんの不安要素ではあるんだよなあ。

			「高度の柔軟性を維持しつつ臨機応変に対応で、ひとつ」

			「ん。カズっち、この状況でそれ、シャレになってない」

			　ミアに怒られてしまった。いまのはぼくが悪いか。

			　あ、ミア以外の全員がきょとんとしている。

			「聞こえのいい言葉を並べただけであることはわかるのですが、みなさんの国のことわざ、という理解でよろしいでしょうか」

			　ルシアに至っては、そりゃそうだよな。

			　今後はネタを口にするとき、気をつけないと。簡単に「まあそんな感じ」と説明する。

			「いざとなったら、ミア、きみがグラビティでレジェンドを押さえこむんだ。ちから任せに解呪されそうだが、多少の時間は稼げるだろう」

			「最初からそういえばいい」

			　ミアは無駄に偉そうに、ぺったんこの胸を張る。

			　コンチクショウ。まあいいけど。

			「あとは敵の雑(ざ)魚(こ)を混乱させる方法だけど……」

			　いくつか戦術オプションを伝える。

			　ミアとルシアの魔法頼りだ。ルシアが加わってくれたのは、本当におおきい。攻撃魔法を使える仲間がひとり増え、しかもその仲間が魔力解放などという特殊能力を持っているおかげで、「まず範囲攻撃をぶちこんでメイジを潰す」という選択肢が増えたからだ。

			「カズっち。わかってると思うけど、この作戦、かなり危険」

			「怖じ気づいたか、ミア」

			　ミアは首を振る。

			「カズっちが無理をしているなら、やめた方がいい。わたしは、仲間に犠(ぎ)牲(せい)を出してまで英雄になんてなりたくない」

			「そうじゃない。こうするのがいちばん、合理的だからやるんだ」

			　実際のところ、ぼくたち以外の誰も、あのトレントでさえも、チャンピオンやレジェンドには敵わないだろう。

			　メイジたちが本気になってかかってくれば、全軍に対する脅(きよう)威(い)だろう。

			　アラクネの軍は、まだ本気を出していない。だからこそ、いまぼくたちが出撃する。アラクネたちが様子見をしているいまのうちに、そのあたりを潰しておく。

			　さもなくば、光の民には勝ち目がなくなるに違いない。

			　最悪の場合を想定しよう。

			　この戦いに負けて、いっそう押し込まれてしまったら、リーンさんはぼくたちに構っているどころじゃなくなるかもしれない。ぼくたちは山に帰れなくなるかもしれない。

			　ぼくたちはいま、リーンさんに試されているのである。相応の戦果が必要なのだ。

			「うーん、でも、ミアが反対するなら、外縁部でちまちまアラクネの数を削る作戦に変更してもいい」

			「それは、ダメ。レベルアップはするだろうけど、敵に対応する余裕を与える。たぶん、すぐにレジェンドが出てくる。雑(ざ)魚(こ)とレジェンドを同時に相手にするのは、キツい」

			「じゃあ、どうしろっていうんだ」

			「さっきのカズっちの作戦か、でなきゃこのまま逃げて、ここの戦いには関わらないか。情報アドは重要」

			　情報アドいうな。いや、実際、重要なんだけどさ。

			　それにしても、敵に情報を与えないために、あえて撤退か……。

			　それはそれで正しいように思える。

			　明日は大規模な戦いがある、とリーンさんは示唆していた。いまは敵に対して情報を秘(ひ)匿(とく)することに徹するというのも、アリっちゃあアリだ。

			　結果的に、リーンさんが学校のある山の探索を一時的にストップするかもしれないが、どのみち決戦が明日なら……。

			　でも、それは。

			「ない、よな」

			「ん。だよね」

			　ぼくとミアは視線を交わし、互いにうなずきあう。

			「時間リソースも考えると、レベルアップのタイミングは逃しちゃダメ。昨日もそうだった。カズっちが思いきって前に進むことで、わたしたちみんなが生き残れた。きっと今日も、そう」

			　そう、だからこそぼくたちは、思いきって前に進むべきだ。

			　ぼくはアリス、たまき、ルシアを順に見る。皆、うなずいてくれる。

			「ミア、そういうわけだ。いいな」

			「カズっちが覚悟を決めてくれるなら、問題ない」

			　そういってミアは、ぼくの胸板をちいさな拳(こぶし)で軽く叩く。

			「いこう、カズっち。英雄になりたくてなるんじゃない。なってしまうのが英雄、だよ？」

			　そこで、そういう余計な台詞をいわなければ、もうちょっと締まるんだけどなあ。

			　つくづく残念なヤツだと思う。

		

	
		
			第１０３話　世界樹の森の戦い７

			　

			　いまぼくはレベル26だから、なにも召(しよう)喚(かん)していないときの最大ＭＰは２６０。

			　ランク８の使い魔、火エレと風エレを召(しよう)喚(かん)しているから、最大値が１２８削れて、最大ＭＰ１３２。

			　さらに、ついさっきまでインヴィジブル・スカウトが召(しよう)喚(かん)されていた。

			　ほかにもちまちま魔法を使っていたから、実際のＭＰは60強まで削れている。

			　ランク８の使い魔をもう１体召(しよう)喚(かん)することは、断念せざるを得ないだろう。

			　ぼくのＭＰは付(ふ)与(よ)魔法にも使わなきゃいけない。いちおう、道中で風エレにもキーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アームをかけてある。

			　さらに火エレと風エレの両方にクリア・マインドとスマート・オペレイションをかける。

			　どうやらメイジ・アラクネの魔法は小技系が多いようなので、クリア・マインドはその対策だ。

			　各種グレーター・エレメンタルは攻撃魔法も使えるので、スマート・オペレイションで火力増加を狙う。エレメンタルの魔法は、攻撃魔法ばかりのようだが、遠距離火力が増えるのはおおきい。

			　ぼくはディフレクション・スペルをミアに使う。ミアは全体化されたフライをかけなおす。

			　さらにもういちど、ディフレクション・スペル。ミアが、今度はグレーター・インヴィジビリティをかける。

			　これは激しく動いても姿が消えたままという、インヴィジビリティの強化版だ。

			　しかし持続時間は、ランクにつきたったの６秒から９秒。現在のミアで、最短42秒、最長でも63秒しか保たない。

			　だが、それだけあれば充分だ。

			　ようは、敵中を突破して、メイジとチャンピオンのところまで辿り着ければいい。

			　シー・インヴィジビリティがかかっているぼく以外は仲間の姿すら見えなくなるから、互いに手を繋いでおくよう指示する。

			　サイレント・フィールドはいらないだろう。戦場はひどくうるさい。

			　最後に、ディフレクション・スペルからのヘイスト。

			　全員の身体が輝く。でもこの輝きが見えているのは、ぼくひとりだ。

			「出発！」

			　ぼくは宣言する。

			　ミアとルシアが手を繋ぎ、先頭に立って飛び出す。

			　ぼくはアリス、たまきと手を繋ぎ、その後を追う。

			　ファイア・エレメンタルとウィンド・エレメンタルは、なんとなくぼくの方向がわかるのか、黙ってついてくる。

			　高さ20メートルほどを飛び、戦場を横切る。アラクネたちの上空を風のように過ぎ去る。

			　メイジとチャンピオン、レジェンドの姿は、すぐに発見できた。

			　ミアとルシアが、近くの頑(がん)丈(じよう)そうな木の枝の上に着地する。

			　ルシアが精神を集中し、魔力解放を起動した。魔力解放には、少し時間がかかるという。

			　数秒が経過する。

			　ルシアの周囲で、強い風が吹いたような気がした。それを感じ取ったのか、ミアは慌てて自分も魔法の使用態勢に入る。

			　予定よりちょっと早い。

			　でも仕方がない、メイジ殲(せん)滅(めつ)は最重要課題だ。

			　ぼくたちは、ミアとルシアの上を飛び越え、メイジの頭も越えてチャンピオンに肉薄する。

			「いけ、たまき、アリス」

			　囁き、手を離す。アリスとたまきは、さらに加速し、一直線にチャンピオンへ突っ込む。

			　ぼくはくるりと振りかえり、火エレと風エレに静止を命じる。

			　２体のエレメンタルを盾にするかたちで、これの後方に隠れる。

			「ファイア・ストーム」

			　先にルシアの魔法が放たれる。メイジたちの至近距離で、巨大な爆発が起こった。

			　爆炎が吹き荒れる。

			　直後にミアもライトニング・アローを放ったはずだが、あまりにも炎の爆発がおおきかったせいで、まったくわからない。

			　それどころか、すさまじい爆風がぼくのもとに押し寄せてくる。

			　ファイア・エレメンタルが、その身を挺(てい)してぼくをかばってくれた。

			　周囲の木々が、爆発の衝撃で根こそぎ吹き飛ぶ。爆風は、至近距離にいた雑(ざ)魚(こ)アラクネも巻き込んだ。何体かのアラクネの手足がちぎれ飛ぶさまが見える。

			　そうして転がったアラクネの身体が、ほかのアラクネに衝(しよう)突(とつ)する。

			　アラクネの頭が、床に落ちたトマトのように潰れる。連鎖的に被害がひろがっていった。地面がめくれあがり、土煙が舞い上がる。

			　すごい、これが魔力解放つき魔法の威力か。

			　10倍のＭＰを消費するとはいえ、この威力なら……。

			　あ、ぼくがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて、ぼくたちは顔を見合わせる。

			　口をそろえて「レベルアップした」と告げる。

			「全員レベルアップですか……」

			　アリスが苦笑いする。聞けば、ルシアの魔法の衝撃で自分とたまきまで吹き飛ばされ、チャンピオンに先制攻撃を仕掛けられなかったのだという。

			「申し訳ありません……」

			「ん。あれはしゃあない」

			　ミアがいう通り、ルシアを責めるのは酷だ。誰もあんな威力は想像できない。

			　それに、あんなすさまじい爆発の中心にいたのだ、敵のメイジはほぼ全滅だろう。そうじゃなきゃ、こんなに莫大な経験値は入らない。

			　と、ルシアが身体をよろけさせた。ぼくは、慌てて彼女を支える。

			　この子、案外おっぱい大きいかも？

			　いや、それはいいんだ。

			　ルシアは顔色を真っ青にさせていた。大粒の汗をかいている。

			「どうしたんだ、ルシア」

			「どうやら……魔力解放が……」

			　ミアが、ぴゅーっとＰＣのもとまで走っていき、椅子に飛び乗る。

			　猛烈なスピードでキーを叩きはじめた。画面を見てうなずき、こちらに振り向く。

			「カズっち、魔力解放はＭＰが減るだけじゃない。副作用があるって」

			「そういうことは先に教えておいて欲しいよなあ！」

			「わたしたちが、調べなかった。それだけ」

			　うん、まあ、その通りだ。ぼくたちが間抜けだった。

			「ルシアはだいぶ疲れているみたいだけど、ペナルティはそれだけか？」

			「そのひと次第、そのとき次第っぽい。強い痛みが走るとかも、あるとか。あんまり何度も最大で使うと、痛みで死ぬ恐れもあるって」

			「最大……消費10倍でなきゃ、だいじょうぶなのか」

			「ＭＰ消費の倍率を下げれば、ペナルティも減少」

			　なるほど、それはいいことを聞いた。いまのところ、こいつを最大でぶっぱなすのはいくらなんでもオーバーキルだし、一考の余地はある。

			　しばらく荒い息をついていたルシアだったが、やがて「もう、問題ありません」とぼくから離れる。

			「わたくしはレベルがふたつ上がりました」

			　改めて、ルシアが報告する。

			　いっきにレベル14になったという。半端ないな、ほんと……。

			　そのおかげで彼女はひどい苦痛を覚え、ＭＰもかなり削れてしまった。

			　さっきまで最大ＭＰは１２０だったはずだが、それをこの一撃で60も消費している。いっきにリソースが半減だ。

			　その甲斐はあった。充分に。

			　アラクネの魔術師たちは、ただの一撃で壊滅状態のはずだ。

			　正直、ルシアのこの魔法で雑(ざ)魚(こ)を掃(そう)討(とう)するのがいちばん効率のいいレベルアップ方法じゃないかと思えてくる。敵が範囲攻撃を想定せず、かなり密集していたのもおおきいけど。

			　しかもこれで、ルシアのスキルポイントが７になった。火魔法のレベルをさらに上げられる。

			　この戦闘ではもう無理だが、次はもっと派手な爆発を起こせるだろう。

			　と思ったけど、いまざっと調べた限りじゃ、火魔法のランク７は直接的な範囲攻撃魔法がないのか……。

			　残念だ。いまの爆発でも充分って気はするけど。

			「ほかには……アリスが槍(そう)術(じゆつ)をランク７にできるな」

			「はい。これでやっと、カズさんの使い魔より強くなれます」

			　あ、それ気にしてたんだ。

			　そりゃそうか、彼女はぼくの役に立ちたくて、一所懸命なんだもんな。

			　ぼくはアリスの頭を撫(な)でてやる。アリスはくすぐったそうに、眼を細めて笑う。

			　ああ、いいなあ。ずっと撫(な)でていたいなあ。

			「カズっち、いちゃいちゃするなら全員と」

			「まあ落ちつけ」

			　ずい、と頭を差し出してくるミアを押しとどめる。

			「いちゃいちゃして気分転換するのはいいけど、打ち合わせが終わってからにしよう」

			「ん。……チャンピオンを倒せないっぽい？」

			「そのへん、どうだ」

			　たまきとアリスは顔を見合わせた。

			「わたし、レジェンドの方に飛ばされちゃって……まだ接触してないけど、たぶん気づかれたわ」

			　たまきがいう。

			「ごめんね、カズさん。失敗しちゃって」

			「いや、不測の事態は仕方がない。こうして状況をまとめる機会ができただけでも、よしとしよう。そうだな、じゃあもう、たまきはそのままレジェンドと交戦してくれ。倒さなくていい、押さえこむことだけを考えるんだ」

			　いっぽうアリスは、位置的にチャンピオンの方が近そうだった。

			　彼女は爆風でバランスを崩しているようだが、なんとか体勢を立て直せる、という。

			「ぼくの火エレと風エレも、アリスの援護に出す。３対１で、素早くチャンピオンを倒すんだ。幸いにして、まだぼくたちの姿は消えている。多少の奇襲効果は見込めるだろう」

			「はい、カズさん」

			　問題はその間、周囲のアラクネがどう動くか、だが……。

			「ミア、ルシア。きみたちはまず、生き残りのメイジがいたらそれを叩かなきゃいけない。いや……それじゃヌルいな。ルシア、生死の確認なんていらないから、もとの場所に戻ったら、同じ場所に５倍でファイア・ストームだ。……悪いが、痛みは耐えてくれ」

			「それは構いませんが……よろしいのですか。ランク６の魔法を５倍で使えば、わたくしの残りＭＰは30になります」

			「構わない。最悪、メイジだけ倒して逃走してもいい。でもメイジを残すのだけは、絶対にダメだ。あいつらは、１体でも生き残れば、アリスやたまきの脅(きよう)威(い)になる」

			　そこまでいったあと、いちど、言葉を切り、「ぼくの行動指針について、どう思う」と訊ねてみた。

			「方針が一貫していて、たいへんによろしいと考えます」

			　うん、ぼくもこれが最善だと判断している。火魔法には小技もあることはあるけど、それ以上に直接的な範囲火力がいまは重要だ。

			　あとはミアが小技でフォローしてくれればいい。

			「ミア、アラクネがチャンピオンの援護をしようとしたら、ポイズン・スモッグやテンペストで時間を稼げ。倒さなくていい。邪魔をすることに専念だ」

			「ん。……チャンピオンだけでいいの？　たまきちんとレジェンドの戦いに介(かい)入(にゆう)する敵は？」

			「たぶんだけど」

			　と前置きして、ぼくは苦笑してみせる。

			「たまきとレジェンドの戦いなんて、ちょっと人外すぎる領域になるだろ。そんなの割りこめるやつがいるとは思えない。普通のアラクネが割り込んだところで、レジェンドの邪魔になりかねないだろうし」

			「あー。ん、そうかも。や、アラクネはそもそも人外だけど」

			　そういうツッコミはいらないから！

			　とはいえ、まあ。そういう感じで、ぼくたちの作戦はおおむね決定した。

			「チャンピオンを倒したら、迅(じん)速(そく)に戦場を離脱する。グラビティで牽(けん)制(せい)して……ほかも臨機応変に頼む。ああ、そのころまでにはもういちど、誰かがレベルアップしているかもしれないけど」

			「すでにいちど、全員があがってる。レベルアップはしばらくないかも？」

			　どうだろう。いまの爆発でどれだけの敵を倒したか、さっぱりわからないから、次のレベルアップのタイミングがさっぱり読めないんだよなあ。

			「いちおう、ルシアちんのドレッド・フレアで敵を追い散らすのもアリ」

			　火魔法のランク６、ドレッド・フレアは、炎の幻(げん)影(えい)を見せて相手の恐怖を煽(あお)る魔法だ。炎を見た者すべてを怯(おび)えさせ、場合によっては逃走すらさせてしまう。

			　これは敵味方問わずだから、使い方が難しい。

			　とはいえ、ぼくたちにはクリア・マインドがかかっている。今回、敵軍の中心部で使う分には、問題はないだろう。

			「そんな感じで、速攻をかける。戦いの途中でも、ぼくが指示したら撤退開始。いいね」

			　全員がうなずく。

			　ぼくたちは所定のランクアップ処理を行い、もとの場所へ戻る。

			　

			和(かず)久(ひさ)：レベル27　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法８　スキルポイント３

			アリス：レベル22　槍(そう)術(じゆつ)６→７／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント８→１

			たまき：レベル22　剣術８／肉体１　スキルポイント７

			ミア：レベル22　地魔法４／風魔法７　スキルポイント６

			ルシア：レベル14　火魔法６→７　スキルポイント７→０

		

	
		
			第１０４話　世界樹の森の戦い８

			　

			　もとの場所に戻ってすぐ。

			　まだ熱気が押し寄せるなか、ぼくは視線をチャンピオン・アラクネに移した。

			　アリスが空中で身をひねり、チャンピオン・アラクネに急降下する。いったいなにが起こったのかときょろきょろしている敵軍の指揮官に、刺(し)突(とつ)を繰り出した。

			　だがチャンピオンは、なにか異常を感知したのか、とっさに身をひねった。アリスの槍(やり)は、チャンピオン・アラクネのわき腹をかするだけに終わる。

			　敵リーダーの皮(ひ)膚(ふ)が破け、青い血が四散する。

			　ほぼ同時に、たまきがレジェンドと交戦を開始していた。

			　赤黒い肌のアラクネは、空中のたまきが不完全な体勢から繰り出した一撃を、まるで彼女が見えているかのように避けてみせる。

			　この神兵級モンスターが、口をおおきくあける。

			　まずい、蜘(く)蛛(も)の糸が来る！

			　たまきもさすがにそれはわかっているのか、剣を振るった勢いで身体を回転させて軌道を変更する。空中、広範囲に吐き出された蜘(く)蛛(も)の糸を回避……。

			　できなかった。レジェンドの蜘(く)蛛(も)の糸は、ほかのアラクネよりはるかにおおきく広がった。たまきの逃げ道を完全にふさいでいる。

			　しかも、それらの糸は、やわらかく粘々しているわけではなかった。槍(やり)のように鋭い鋼糸が、少女の左肩と右のわき腹、それに右の太股を貫(つらぬ)く。

			　たまきの押し殺した悲鳴があがる。

			「たまき！」

			「だいじょうぶ、こんなのっ」

			　たまきは身をひねり、鋼糸を無理に引き抜くと、そのまま空中でスピンしてレジェンドの背後に移動する。

			　レジェンドは、やはりたまきの動きが見えているのだろう、地面に降りた彼女に向き直り、赤黒い穂先を持った銀柄の槍(やり)を構える。

			「アリス、そっちにエレを送る！　たまきの回復を……」

			「はい、たまきちゃん！」

			　ぼくはファイア・エレメンタルとウィンド・エレメンタルに合図を送り、チャンピオン・アラクネのもとへ向かわせる。

			　チャンピオン・アラクネは、アリスとほぼ互角の攻防をしていたものの、２体のエレメンタルが殴りかかったことにより注意をそらされた。

			　アリスはその隙に数歩、敵指揮官から距離を取る。

			「レンジド・ヒール」

			　アリスの治(ち)療(りよう)魔法によって、たまきの傷が癒(い)えていく。

			「これでいけるわっ」

			　たまきは勇んでレジェンドに打ちかかる。そのタイミングで、周囲のアラクネたちが、いっせいにぼくたちへと視線を移す。

			　グレーター・インヴィジビリティがきれたか……。

			　次の瞬間、背後でまた、おおきな爆発が起こる。さっきよりはだいぶ規模が小さいが、爆風でぼくが吹き飛ばされる程度には激しい爆発だ。

			　ああ、これはルシアか……。

			　彼女の身体はだいじょうぶか、とスピンしながら確認してみれば、ふらつくルシアをミアが慌てて支えていた。

			　ミアはルシアを抱えたまま周囲のアラクネに風魔法ランク６のテンペストを使う。魔法の暴風が、蜘(く)蛛(も)人間たちを吹き飛ばす。

			　ミアはルシアを抱えたまま、空中で静止したぼくの方へ飛んできた。

			「ん。メイジは全部、片づいたはず」

			「そうか、お疲れ。あとはチャンピオンとレジェンドだけど……」

			　アリスとたまきの方を向く。

			　アリスは、エレメンタル２体とともに、チャンピオンを確実に追い詰めつつあった。

			　だがたまきは、レジェンド相手に防戦いっぽうである。

			　幸いにして、周囲のアラクネは、あまりに高次元の戦いに介(かい)入(にゆう)の隙を見つけられないでいるが……。

			　そのアラクネたちが、いっせいに上空のぼくたちを見る。ちっ、気づかれたか！

			　そりゃあ気づくよな。これだけ爆撃してれば。

			　蜘(く)蛛(も)人間たちが弓に矢をつがえる。

			「ミア！」

			「テンペスト」

			　突風が巻きあがり、数十本の矢は、ぼくたちに到達する前にあらぬ方向へ飛んでいく。

			　とはいえ……これはまずいな。もう全員で離脱してしまうか。

			　だとしても周囲のかく乱は重要だ。作戦通りに、仕込みを行うべきだろう。

			「ミア、ルシア」

			「ん。ポイズン・スモッグ」

			「はい。ドレッド・フレア」

			　ミアとルシアが連続で魔法を放つ。

			　毒の雲がアラクネたちを包み込んだ。

			　さらに、ゆらめく青白い炎があちこちに出現する。

			　ぼくですら、その炎を見たとたん、背筋が凍るほどの恐怖を覚える不気味な炎だ。アラクネたちには、効果てきめんだった。武器を取り落とし、恐慌状態となって三々五々、逃げ出す。

			「うまく効いてくれたか」

			　火魔法ランク６のドレッド・フレアは、幻(げん)影(えい)の炎を出現させ、それを見てしまった者に対して著(いちじる)しい恐怖心を抱かせるという魔法なのだ。こういった戦場では、たいへんおおきなちからを発揮する。

			　現在のルシアのＭＰでは、使えてあと４回。とはいえ、ここで出し惜しみはなしだ。

			「気絶するまで使ってくれ」

			「はい」

			　ぼくの指示通り、ルシアは連続してドレッド・フレアを使う。

			　過(か)酷(こく)な命令に、文句ひとついわない。銀髪のエルフは、５個目の炎を出したあと、ちから尽きて全身を脱力させる。

			「重い。カズっち」

			「わかった、ぼくに貸して」

			　ぼくは、ミアからルシアの身柄を引き渡され、弛(し)緩(かん)したその身体を支える。

			　やわらかい少女の身体の感触。それと、汗の臭い。

			「興奮する？」

			「それどころじゃない」

			　意地を張って嘘をつきつつ、さて、と周囲を確認し……。

			　ファンファーレと、レベルアップを告げる声。どうやら、ミアの毒雲が複数のモンスターを倒したようだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、ぼくたちは互いの無事を確かめた。

			　たまきは、レジェンドの鋼糸や不気味な槍(やり)の攻撃を何度も受けそこない、全身から血を流していた。アリスがそのつど治(ち)療(りよう)魔法をかけているものの、じり貧の様相である。

			　アリスはあまり傷を負っていない。２体のエレメンタルとともにチャンピオンを圧倒している。

			　ただ、たまきのフォローとして時折、レンジド・ヒールを入れているせいか、チャンピオンに対して決定打を出せていないようだ。

			　ルシアはぐったりしている。

			　ミアとぼくは、特に支障がない。ただしぼくのＭＰは、かなり枯(こ)渇(かつ)してきている。

			「とりあえず」

			　とミアがいう。

			「がんばったルシアちんへのご褒(ほう)美(び)に、カズっちの膝枕を進呈しよう」

			　なぜおまえが仕切る。

			　そもそも、きみやアリスやたまきならともかく、ルシアはそんなことで喜ばないだろう。

			　と思ったら……。

			「それが褒(ほう)美(び)というのでしたら、喜んで受け取るとしましょう」

			　ルシアは、恥ずかしそうな笑みを浮かべていた。

			　いやまあ、喜んでくれるならいいんですけどね。

			　正座して、ぐったりしたルシアの頭を膝に乗せる。透き通るような銀の髪の毛は、びっしょりと汗に濡れて貼りついていた。
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			　身体つきも、アリスやたまきよりいっそう、女らしい。特に腰のあたりが丸みを帯びている気がする。

			　ひとことでいって、ちょっと性的にアレです。

			　そう、アレ。ぼくは必死で、余計なことを考えないようにする。

			「そういえば、ルシアって何歳なんだ」

			「数えで17になります」

			　数え年とは、生まれたときを１歳、その翌年の正月から２歳、と数える方法だ。

			　ぼくも数え年だと17になる。つまり、彼女とぼくの年齢は同じだ。

			　そのことを伝えると、ルシアは、はにかんだ笑みを浮かべた。

			「わたくしは、同年代の者と会話する機会が少なかったのです。嬉しく思います」

			「リーンさんは？」

			「光の民の寿命は、わたくしたちよりだいぶ長いのですよ」

			　ああ、そういうひとたちなんだ。

			　つまりロリバ……。

			「ロリババア！」

			　ミアが叫ぶ。ああ、こいつ本当にもう！

			　いや、ぼくも同じこと考えたけどさ、口に出すなよ……。

			「でも精神的には、あまり変わらないんじゃないか」

			「リーンは、幼いころから預言の使い手として特別な訓練を受けてきましたので、普通の同年齢の者とはだいぶ……それをいえば、わたくしもですが」

			「なるほど、まわりに特殊なひとしかいなかったと」

			　ぼくたちは全員、普通の学校に通っていたんだから、特殊じゃないよなあ。

			　いや、そもそも現代人にとっての特殊じゃないと、このファンタジー世界の人々にとっての特殊じゃないは、だいぶ違うかもしれないけど。

			「ん。とりあえず、ルシア。いまさらだけど、友達」

			　ミアがそういって、右手の人差し指を差し出してくる。

			「人差し指と人差し指で触れ合えば、光って宙に浮く。ユウジョウ！」

			　待て、それは宇宙人とのプロトコルだ。

			　あと最後のはネオサイタマのプロトコルだ。

			　ルシアはきょとんとした顔で、しかしつきあいよく、ミアと人差し指をくっつける。もちろん光なんて発生しないし、宙に浮きもしない。

			　友情は……発生した、のかなあ。

			「やはり自転車がないとダメか……」

			「翻(ほん)訳(やく)がうまくいってないようですが、それはみなさんの世界にある道具ですね」

			「うん。リーンさんがぼくたちの山を見つけてくれたら、ルシアもいっしょに戻ってくれるか？　だいぶオークに壊されたかもしれないけど、まだ使える自転車が残っていると思う」

			「はい。楽しみです」

			　よし、とぼくはうなずく。

			　この戦いが終わったからって、彼女を手離したりしない。もちろん、戦力的な意味で。

			　やー、だって、ねえ。

			　この超火力は、もうやみつきですよ。いまさらリーンさんが返せっていったって、返してやるもんかですよ。

			　じゅるり。あ、よだれが。

			　なんてことを考えていたら、ルシアがくすりと笑った。

			「ご心配なさらずとも、わたくしは、みなさんとともに最後まで戦わせていただくつもりです」

			「あー、考えていることが顔に出ていたか」

			「この程度は、最初から予想がついておりました。いえ、むしろ、わたくしがみなさんにとって必要不可欠な戦力となることが必要だったのです」

			　それは……リーンさんがぼくたちにつける、猫の首に鈴、的な意味でかな？

			　あるいは、ルシア。きみ自身の目的に関わることだろうか。

			　はたして銀髪紅眼の少女は、またもぼくの考えを盗み読みしたかのようにうなずいた。

			「わたくしは、モンスターと戦うために生み出された存在です。故郷が失われ、守るべきものがなくなっても、想いだけは残ります」

			　それは、ぼくにはやはり、長(なが)月(つき)桜(さくら)のような無(む)謀(ぼう)な想いにしか思えなかった。

			　自殺と紙一重の行動に近いのではないのかと……。

			　まあ、いいだろう。

			　充分に休憩し、打ち合わせを終えたあと、ぼくたちは白い部屋を抜ける。

			　

			和(かず)久(ひさ)：レベル28　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法８　スキルポイント５

			　

			　とにかく、まずチャンピオンを倒すこと。

			　それが不可能なら、迅(じん)速(そく)に逃走する態勢を整えること。

			　ぼくがやらなきゃいけないのは、その見極めだ。

		

	
		
			第１０５話　世界樹の森の戦い９

			　

			　もとの場所に戻ってすぐ。

			　アリスはたまきにレンジド・ヒールをかけたあと、チャンピオン・アラクネに突きかかる。蜘(く)蛛(も)の前脚を、しつこく狙う。

			　敵の動きを止め、注意を自分に惹(ひ)きつけるためだろう。ぼくの使い魔が攻撃する隙をつくってくれているのだ。

			　アリスを盾役にした２体のエレメンタルは、なるべく敵の背後を取るように心掛けている。挟み撃ちにすることで、実力差を縮める作戦だ。

			　チャンピオンは、アリスに集中することもできず、次第に傷を増やしていく。さらに……。

			「エレクトリック・スタン」

			　ミアの放った電撃魔法が、チャンピオンの身体の動きをわずかに止めた。

			　それに合わせて、アリスが裂(れつ)帛(ぱく)の気合いのもと、チャンピオンの胸に刺(し)突(とつ)を入れる。

			　チャンピオンの胸もとから、青い血が噴水のように噴き出た。

			　アリスとエレメンタルたちが、さらに前のめりに攻撃する。硬直が解けたチャンピオンは必死の形相で身をひねるも、肩に、脇腹に、次々と傷を負っていく。

			　これで勝てるか、と思ったが……。

			　チャンピオンは、硬直が解けた直後、跳躍した。

			　しまった、アラクネはジャンプもあるんだった！

			　敵軍のリーダーは、アリスとエレメンタルたちのはるか頭上を越え、たまきと戦うレジェンドのもとへ。神兵級であり、自分より強いレジェンドに守ってもらうつもりなのだろう。

			　そもそも、こうしてレジェンドとチャンピオンが引き離されるということ自体、敵にとっては想定外に違いない。そこらへんは、ぼくたちの作戦勝ちだったのだが……。

			　このまま着地されると、まずい。ぼくはとっさに叫ぶ。

			「ミア、潰せ！」

			「ん。グラビティ」

			　アドリブだった。でもミアは、ぼくの考えを瞬時に理解してくれた。

			　風魔法ランク７、グラビティによって、空中のチャンピオンのまわりで重力異常が起こる。

			　チャンピオンは、なにをされたのか、まったくわからなかっただろう。この大柄なアラクネの身体は、己の体重によって押しつぶされ、失速して地面に転がる。

			　骨の折れる音がぼくの耳に届いた。脚が何本か、折れたようだ。立ちあがれないでいる。

			　それでもチャンピオンは、迫るアリスたちに対して蜘(く)蛛(も)の糸を吹きかける。

			「きゃっ、わっ」

			　アリスは、顔から蜘(く)蛛(も)の糸を浴びる。全身がねばねばした糸に覆(おお)われる。

			「やれ、火エレ！」

			　直後、アリスの身体が燃え上がった。後方のファイア・エレメンタルが、魔法を使ってアリスごと蜘(く)蛛(も)の糸を焼き払ったのだ。

			　蜘(く)蛛(も)の糸が火に弱いというのは、先の戦いですでに判明している。ゆえにファイア・エレメンタルには、事前にこの方針を説明してあった。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の炎のなかから、アリスが飛び出る。身動きできないチャンピオンの喉に、アリスの槍(やり)が深々と突き刺さる。

			　チャンピオンは、断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげて倒れた。

			　その身がふっとかき消える。４個の青い宝石が地面に転がった。

			　トークン40個分か……。そうとうな強敵だったってことだけど、こちらがそれ以上に強くなったからか、あまり実感がないなあ。

			　とはいえ、宝石を拾う暇もない。ぼくたちは、すぐ次の行動に移る必要がある。

			「撤退だ！」

			　ぼくは叫ぶ。

			　そう、チャンピオンを倒したことで、アラクネたちはリーダーを失った。

			　レジェンドはリーダーではない。あえてこいつまで倒す必要はないし、敵のただなかでそんな悠長に戦闘をしている暇はない。

			　混乱しているいまこそが、撤退のチャンスだ。

			「エレクトリック・スタン」

			　ミアが、レジェンドに魔法を放つ。神兵級モンスターの動きが、一瞬だけ止まった。

			　たまきはタイミングを合わせて、レジェンドの攻撃範囲から離脱する。

			　アリスとたまきがフライで空に舞い上がった。２体のエレメンタルがそれに続く。

			「よし、全員揃ったな！」

			　脱出方向は、敵軍から見て前方。光の民とアラクネたちが戦闘している、その上空を突破する。味方の流れ矢は、いまのぼくたちのレベルだと、あまり怖くない。むしろ戦場が混乱していることこそ望ましい。

			　上空20メートルほど、森の木々のすぐ上を、ぼくを先頭に飛行する。

			　アラクネたちが矢を射かけてくるが、いずれも狙いをおおきく外している。20メートルという高度は、この世界の粗末な弓矢では、いささか高度が高すぎるのだ。

			　前方では、アラクネたちが巨大な樹の使い魔、トレントと壮(そう)絶(ぜつ)な戦いを繰り広げていた。

			　トレントは、四肢、すなわち樹の枝である腕と、根っこである足を振りみだし、アラクネたちを蹂(じゆう)躙(りん)している。

			　蜘(く)蛛(も)人間たちの吐き出す糸は、あまりにもちから不足で、まったく通じていなかった。

			　アラクネたちは、なるべく遠巻きにして、トレントに火のついた矢を射かけている。運よく矢がトレントの身体に突き刺さると、そこを中心として勢いよく燃え広がった。そういう魔法をかけているのか、それとも矢がそういうものなのか。

			　すかさず、光の民の魔術師が水の魔法を使用する。トレントの全身に、滝のような水が降り注ぐ。

			　だがそれによって、光の民の魔術師が無防備な状態で敵前に晒(さら)されてしまう。

			　アラクネたちの本当の狙いは、そちらだったのだろう。蜘(く)蛛(も)人間は、無防備な魔術師に、いっせいに矢を浴びせかける。

			　光の民の側は、大盾を持った男たちが寄り集まって、魔術師を守ろうとするが……。

			　その甲斐もなく、魔術師は無数の矢を浴びて、ハリネズミのようになる。

			　激しい戦いが繰り広げられるそのなかに、ぼくたちが突っ込んでいく。

			　アラクネたちも光の民も、一瞬、慌てふためく。攻撃が途切れる。

			　よし、チャンスだ。ぼくたちは皆を振りかえり……。

			　そして、気づく。

			　レジェンドがすぐ後ろに迫っていた。

			　跳躍したのだ。とてつもなく高く、かつ鋭い跳躍によって、レジェンドはぼくたちに追いついてきた。最後尾であるファイア・エレメンタルのすぐ後ろに、ぴたりと張りついている。

			「ちょ……まっ」

			　なにか叫ぶ前に、ことは起こった。

			　レジェンドが穂先の赤黒い不気味な槍(やり)を構える。

			　刺(し)突(とつ)を放つ。銀の柄が、鋭く伸びたような錯(さつ)覚(かく)を覚えた。いや、あるいは赤黒く脈動する穂先が伸長したのか。

			　到達しないはずの一撃が、ファイア・エレメンタルを背中から貫(つらぬ)く。

			　使い魔の、断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴。

			　ぼくのなかで、ファイア・エレメンタルとのリンクが切れる。

			　一撃。たったの一撃で、ランク８の使い魔が殺された。

			　たまきは、よくもこんなやつを相手に……。

			　生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　ためらったのは、一瞬だった。

			「ウィンド・エレメンタル、レジェンドに攻撃だ。立ちふさがれ」

			　態勢を立て直すためにも、時間を稼がなくてはならない。

			　ここは捨て駒を使う。使い魔を切り捨てる。

			「ミア、魔法で足止めしろ」

			「ん。グラビティ」

			　ミアの重力魔法によって、空を飛ぶレジェンドが地面に叩き落とされた。

			　だが、地上20メートルから落下するということは、その間にグラビティのフィールド外へ離脱するということでもある。地面と衝(しよう)突(とつ)する直前、レジェンドは絶妙なタイミングで地面に向かって蜘(く)蛛(も)の糸を吐き出す。

			　蜘(く)蛛(も)の糸が、綿あめのように広がる。それはまるでクッションのようにレジェンド・アラクネの身体を支え……。

			　レジェンドが、跳躍する。まっすぐにぼくたちへ向かってくる。

			　ウィンド・エレメンタルは、その前に立ちはだかった。

			　ふたたびレジェンドの槍(やり)が伸び、刺(し)突(とつ)が繰り出される。

			　ウィンド・エレメンタルは腹部を貫(つらぬ)かれ、一撃で殺された。悲鳴とともに、その身がかき消える。

			　ぼくは前方に向き直る。最低限の時間は稼げたのだ。ちいさく「ありがとう」と呟(つぶや)く。

			　ぼくたちは光の民のなかに逃げ込んだ。

			　光の民の弓手数百名が、同時にレジェンド・アラクネに狙いをつける。

			　号令のもと、一斉発射。さすがのレジェンドも、雨のごとく降り注ぐこの矢の群れにはどうしようもないと思われたが……。

			　また後ろを振り向けば、レジェンドが、大口をあけていた。

			　蜘(く)蛛(も)の糸を吐き出す。白い糸が、まるで泡のように膨張する。

			　バリアだ、と気づく。レジェンドのもとに飛来した矢は、すべてこの白いバリアに防がれてしまう。

			　いったん着地したレジェンドが、咆(ほう)哮(こう)した。

			　怒号が大地を震わせる。次の矢をつがえようとしていた光の民の動きが止まる。

			　いや、そこかしこで悲鳴があがる。あれほど誇(ほこ)り高かった男たちが、武器を捨てて敵に背を向け、走り出す。

			「しまった、雄叫びか！」

			　ぼくはいまさらのように、自分のミスに気づく。

			　忘れていた。圧倒的強者の咆(ほう)哮(こう)とは、こういうものだったことをすっかり失念していた。

			　一瞬、ためらう。このまま光の民に混ざって逃げてしまうべきか。それとも、ここで踏みとどまり、せめてレジェンドだけでも討ちとるか。

			　ぼくはきつく唇を噛む。

			「ん。カズっち、初志貫徹」

			　ミアが、ぽんとぼくの肩を叩く。その言葉に、彼女のなにげない口調に、はっとする。

			　ミアと見つめ合う。

			　小柄な少女が、不器用に笑う。もうこれだからカズっちはダメだなあ、とばかりに苦笑してみせる。

			「思い出して。いちばん大切なもの」

			「そうか。……そうだな」

			　ぼくはうなずき、皆を見る。

			「この場は光の民に任せる！　ぼくたちは戦場から距離を取る！」

			　敵に背を向け、逃げ出す。空を飛ぶのではなく、着地して走る。その方が目立たずにすむ。

			　ぼくにとって大切なもの。

			　それは、もちろん、アリス、たまき、ミア。

			　この仲間たちだ。

			　あ、いちおうルシアも入れておこう。彼女はいま、ぼくの背中でぐったりしているけど。

			　そう、満身創痍だ。ぼくのＭＰは枯(こ)渇(かつ)寸前。ルシアもグロッキー。

			　こんな状態で、メキシュ・グラウに匹敵するような化け物を相手にするわけにはいかない。

			　そのためなら、光の民なんて、いくらでも犠(ぎ)牲(せい)にしてみせよう。

			　彼らの命程度でぼくの仲間が助かるなら、それは素晴らしいことだ。

			　背後で、悲鳴が聞こえる。レジェンドが殺(さつ)戮(りく)を繰り広げているのか。

			　リーダーを殺されたアラクネたちは、どうしているのだろう。

			　だがそんなことは、知ったことじゃない。ぼくたちは、森の木々が密な方面へ走る。

			　物音が、だんだん遠ざかっていく。

			「ここらで、いいか」

			　荒い息をついて、ぼくは立ち止まり、その場にへたりこむ。

			　憔悴したままのルシアを木陰にもたれかけさせる。

			　あー疲れたなあもう。

			　顔をあげると、アリスとたまきが、心配そうに周囲を見渡していた。ミアもその場にぺたんと尻(しり)餅(もち)をついて、喘いでいた。

			「カズっち、気づいた？」

			「なにをだ」

			「最後、わたしたち、逃げるとき。レジェンドが、口から大量の糸を吐いて、逃げ道を塞ごうとしてた」

			　それは気づかなかった。ぼくは、はっとしてミアを見る。

			「だいじょうぶ。阻止、してくれた」

			「誰が？」

			「光の民の兵士さんたち。みんなでレジェンドを邪魔して、わたしたちに『逃げろ』っていってた」

			　気づかなかった。ぼくは首を振る。

			　どういうことだ、いったい。

			「カズっち。彼らは、希望を持ったんだよ」

			「希望？」

			「カズっちに。わたしたちに。彼らは、わたしたちが敵のなかで大暴れしたこと、気づいてる。レジェンドから逃げてきて、光の民になすりつけたことも。でもそれは、あくまで次の作戦のためってことも」

			「自分たちが犠(ぎ)牲(せい)になるってことも……わかっていた、っていうのか」

			　ミアは「そう」とうなずく。

			「きっと、彼らも、見てた。ルシアちんのあげた爆発。わたしたちが敵のなかに突入して、大暴れしたこと、わかってたと思う」

			　ああ、そうか。ルシアの魔力解放からの攻撃魔法は、とてつもなく強烈だった。あの大爆発は、さぞ遠くからでも目立ったことだろう。

			「でも……なんで、そんなこと」

			「あの町の、領主と同じ。メキシュ・グラウ相手に反撃して、時間を稼いだ彼らと同じ」

			「時間を……ぼくたちのために、稼いだ」

			「結果、どうなった？」

			「それは……」

			　ぼくはアリスとたまきを見上げる。そのあたりの事情をよく理解していないふたりが、きょとんとする。

			「そうだな。あの貴重な時間があったから、ぼくたちはメキシュ・グラウに勝てた。あのときは、アリスとたまきを呼び出す時間、態勢を立て直す時間が必要だったんだ。喉から手が出るほど欲しかったその20分を、彼らは命を張って稼いでくれた」

			　そうか、とぼくはうなずく。

			「希望、か。ぼくたちが」

			「ん、希望。彼らが勝手に抱いた想い。でもそれは、カズっち」

			　ミアは真剣な顔で、ぼくと視線を合わせる。

			「どうする？　覚悟を、決める？　わたしたち、彼らにとっての英雄になる？」

			　ミアは選択を突きつける。

			　仲間の命と、英雄への道と、そのふたつを天(てん)秤(びん)にかけろ。

			　パーティ最年少の少女はそういっているのだ。

		

	
		
			第１０６話　仲間の命と英雄への道を天(てん)秤(びん)にかける

			　

			　ぼくは目を閉じて考える。

			　光の民を助けることのメリットと、仲間に降りかかる危険。

			　ぼくとミアは、いちどこの世界の住人を助けるためにちからを振るっている。

			　ヘシュ・レシュ・ナシュというあの町で、本来はなんの関わりもなかったはずの無力な一般人を助けるため、戦闘に介(かい)入(にゆう)した。

			　結果、モンスター軍は最後の悪あがきとしてメキシュ・グラウを投入した。

			　ぼくとミアだけなら、間違いなく死んでいただろう。

			　ヘシュ・レシュ・ナシュの領主の軍が、絶望的な戦いを挑まなければ。

			　アリスとたまきが、あの時間に魔法陣に乗っていなければ。

			　どちらの応援が欠けても、ぼくとミアはおしまいだった。

			　情報を得るためとはいえ、本来なら必要なかったはずの戦い。

			　危険に身を晒(さら)して、ぼくたちはなにを得たか。そして今後、ぼくたちはなにを得たいのか。

			　さきほど、世界樹のこのあたりに転移してきたとき、光の民の兵士はぼくたちのことをひどく馬鹿にし、邪険にした。

			　ぼくは彼に、情けなく怯(おび)えた。

			　あの屈(くつ)辱(じよく)が、その後の光の民に対する態度に影響していないとはいいきれない。

			　いや、かなり影響していると思う。ルシアが示した作戦案に簡単に乗ったのも、光の民を踏み台にすることに抵抗が少なかったからだといわれたら……否定できない。

			　そのあたりも差し引いたうえで、ぼくはあえて、ルシアの誘いに乗った。

			　でもそれは、ひとりのリーダーとして、正しいことなのだろうか。

			　シバと高等部に対してのスタンスを決めるとき、ぼくはつとめて感情で動かないよう、努力した。最終的な判断は、それでもシバは殺すべきだ、であった。どんな角度から検討しても、シバは今後、育(いく)芸(げい)館(かん)組の害悪にしかならないと考えた。あのときの決断に後悔はない。

			　今回はどうか。

			　光の民とは、今後、共闘を続けることになるだろう。彼らには広いネットワークがある。この世界に対する知識も、地盤もある。

			　そして、少なくとも光の民のリーダーであるリーンさんは、ぼくたちに対して友好的であろうとしている。

			　シバのときとは、根本的なところが異なる。

			　信頼関係。

			　キーとなるのは、そこだ。ぼくたちが今後、もとの世界への帰還する道を探すとしても、この世界で暮らす道を選ぶにしても、継続して信頼関係を築ける相手がいるというのは、とても重要なことだ。

			　その信頼を得るために危険を冒すべきか、どうか。

			　ミアがいう「英雄になるか」とは、つまりそういうことだ。光の民に対して、どれだけの貢献をするか。彼らを救うことで得るものは、ぼくたちが危険を冒すだけの価値があるものだろうか。

			　ぼくはまぶたを持ち上げて、ミアを見る。

			　彼女が、急に英雄、などといい出したときは、いったいなんだと思ったけれど……。

			　まさか、あのときから計算していたのか。

			　もちろん、丘の上から町を見下ろしていたあのときは、ここまでおおごとになるとは予想していなかっただろう。

			　でも、彼女があのとき放った言葉は、ぼくが行動に一貫性を保って動くための指針となった。

			「つまりミア。きみが目指している英雄というのは、ウィン・ウィンの関係なんだな」

			「わたし、ハッピーエンドが大好きだよ。みんな幸せになるといいよ」

			　ぼくは、よし、とうなずく。ミアの頭に手を置き、ぐしゃぐしゃと乱暴に撫(な)でる。

			　ミアは「うー」と呻(うめ)いて抵抗し、ぼくを見上げる。

			「ん。照れ隠しさんめ」

			「ああそうだよ、ぼくはシャイなんだ」

			　ため息をついて、立ち上がる。

			　遠くから悲鳴が聞こえてくる。虐(ぎやく)殺(さつ)はまだ続いているのだろう。ここでこうしている１分、１秒ごとに、光の民の兵士が犠(ぎ)牲(せい)になっていく。

			　彼らは、ぼくたちを生き残らせるため、盾となった。

			　それはなぜか。

			　態勢を立て直したぼくたちがレジェンドを倒してくれると、かたく信じているからだ。

			　いや、そう信じなければ戦えないのかもしれないけれど……。

			　とにかく、彼らはぼくたちに、そう求めている。

			　彼らの求めに応じるなら、そのときこそ互いが手を差し出し、握手したことになるだろう。

			　それが信頼ということだ。

			「レジェンドの能力は、あらかたわかった、よな」

			「口から吐き出す蜘(く)蛛(も)の糸、何パターンかある。あとジャンプ力もおそろしい。武器を使っても、たまきちんより強い。でもひとつひとつの能力は、対処できる範囲」

			　敵はメキシュ・グラウ並みの強敵だ。

			　しかしぼくたちは、そのメキシュ・グラウすら倒してのけた。

			　全員が完(かん)璧(ぺき)な状態であれば、そして対策さえしっかりしていれば、充分に戦えるはずなのである。

			「やろう」

			　ぼくは、うなずく。

			「あと少し。あと少し休んだあと、戦場に戻る。ぼくたちは、ここでレジェンドを倒す。あいつをこれ以上、好きにはさせない」

			　はっきりと、そう宣言する。

			　木陰に身を寄せ、目をつぶったままの銀髪の少女を見下ろす。

			「ってことで、いいか、ルシア」

			　ルシアは目を開けて、ぼくを見上げた。

			「気づかれておりましたか」

			「なんとなく、呼吸で」

			　おっぱいの上下動をちらちら見ていた、とはあえていわない。

			　バレているかもしれないけど。というかアリスとたまきは、むーっ、という表情からして気づいてるっぽいけど。

			　ああ、格好いい宣言が台無しだ。相変わらず、ぼくは情けないなあ。

			「で、構わないか。きみのちからも頼ることになる。また苦しむかもしれない。気絶するかもしれない。死ぬかもしれない」

			「もとより承知のうえです」

			　ルシアは自然な微笑(ほほえ)みを見せる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、レジェンドがメキシュ・グラウと同じくらい強いといっても、強さのタイプが違うことはこれまでで明らかだ。

			　第一に、大きさが違う。

			　レジェンド・アラクネは、普通のアラクネよりひとまわり大きい程度しかない。メキシュ・グラウほどの膂力がない。

			　たまきが正面から打ち合って、まったく力負けしていない、といっていた。むしろ単純なちから勝負なら、自分の方が勝っていると。

			　これは、たまきの肉体スキルのおかげだろう。スキルランクはたった１だが、その１がおおきいのだと思う。

			　もっともそれは、剣技の差で簡単に覆(くつがえ)ってしまう程度ではあるのだが。

			　レジェンドの槍(やり)さばきは、たまきより格上。おそらくはランク９だ。

			　加えて、あの赤黒い穂先を持つ銀柄の槍(やり)がある。あれは、たまきの持つ白い剣と同様、魔法の武器なのだろう。いまのたまきでは、ぼくの付(ふ)与(よ)魔法を受けても、防御にまわるので精いっぱいであるとのことだ。

			　逆にいえば、守るだけならたまきひとりでもなんとかなる、ということである。

			　アリスとともに攻め、ミアのサポートも入るなら、時間はかかるだろうが、そのうち必ず勝てるだろう。

			　問題は、その態勢をつくりあげるための時間だ。

			　レジェンドの周囲には、ほかのアラクネたちがいるだろう。もたもたしていると、雑(ざ)魚(こ)のアラクネに囲まれる。雑(ざ)魚(こ)の相手をしながらレジェンドと戦うのは、ちょっと苦しい。

			　いままでのボスの相手だって、ボスを切り離して戦ったから、なんとか勝てたのだ。

			　メキシュ・グラウも、やつ１体だから、なんとか勝負に持ち込めた。

			　やはり、短期決戦が必須となる。そのためには……。

			「ルシア。きみにまた、負担をかけることになる。いけるか」

			「ちからの限り、戦ってみせましょう」

			　頼もしい言葉だった。

			　魔力解放は、彼女の身体に著(いちじる)しい負荷をかける。だがいま、この場面で、しのごのいっている暇はない。

			「ざっと作戦を説明するから、座ったままでいい、聞いてくれ。疑問点、改善点があれば遠慮なく頼む」

			　休憩とＭＰ回復を兼ねたブリーフィングが続いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あわせて20分くらいだろうか。

			　準備を整えたあと、ぼくたちは立ち上がる。

			　耳を澄ませば、遠くから悲鳴と怒号が入り混じった、あの独特の音が聞こえてきている。

			　まだ戦いが続いているということは、光の民が諦(あきら)めていないということだ。レジェンドを相手に、絶望的な抵抗をしている。

			　それは一般人を逃がすための時間稼ぎにすぎないかもしれないけれど……。

			　彼らは、ぼくたちの存在を知っている。敵のメイジとチャンピオンを叩きのめした者たちが健在であることを。

			　もし、光の民の兵士たちが少しでも心に希望を抱いているなら、ぼくたちが戦場に戻ることは、きっとこれからの双方の関係において、おおきな意味を持つだろう。

			　そしてぼくたちは、レジェンドに勝利する……。

			　とまあ、威勢のいいことを並べてみたけれど、実際に勝たなければなんの意味もない。

			　生き残らなくては、なにも残らない。

			「いくぞ、みんな」

			　互いに声をかけあう。

			　ミアが全員にフライをかける。ぼくのＭＰがもったいないので、ディフレクション・スペルは使わず、ひとりずつに魔法をかけてもらう。

			　使い魔は召(しよう)喚(かん)しない。もうそのためのＭＰがない。インヴィジブル・スカウトを含めて３体ともレジェンドに倒されてしまったのは痛恨だ。

			　現有戦力でやれることをやるしかない。アリスから順番に、宙に舞い上がる。

			　木々の上ではなく、上空２、３メートルを高速で飛んで戦場へ戻る。

			　来た道を戻って、あの血と死の臭いがはびこる場所へ。

			　視界がひらける。

			　敵軍の先頭に立つレジェンドの姿が見えた。というか、レジェンドがただ１体、突出して、光の民の兵士たちを殺(さつ)戮(りく)している。

			　圧倒的な戦力で、蹂(じゆう)躙(りん)している。

			　いまレジェンドは、両手に無数の鋼糸を持ち、まるで鞭(むち)のように振りまわしていた。３６０度、半径10メートルほど、光の民はどこにいても鋼糸に切り裂かれている。

			　光の民も反撃する。樹上から弓兵たちが矢を放つ。

			　だがそれを、まるで生き物のように動く鋼糸が打ち落とした。

			　魔術師たちが炎の矢を発射する。炎を浴びた鋼糸が燃え上がる。

			　レジェンドは新たな鋼糸を口から産んだ。鋼糸がグンと伸びる。樹上まで届く。弓兵や魔術師たちが、顔を、胸を貫(つらぬ)かれて落下、息絶える。

			　むちゃくちゃな虐(ぎやく)殺(さつ)だった。

			　そんななか、ぼくたちが乱入する。

			「ルシア、いけっ」

			「ファイア・ボール」

			　ルシアが生み出したランク５の火球が、レジェンドめがけて飛ぶ。

			　鋼糸がその火球を叩き落とす。だが衝撃を受けた瞬間、紅(ぐ)蓮(れん)の球体が弾ける。

			　大爆発が起こる。

		

	
		
			第１０７話　レジェンド・アラクネ

			　

			　アラクネたちの吐き出す糸が炎に弱いのは、すでに明らかだ。

			　よってこの戦い、鍵(かぎ)となるのは、ルシアのＭＰである。

			　彼女のＭＰは、いちどカラになったあと、多少回復して、いまはおそらく40程度。いや、ファイア・ボールで５点使ったから、35くらいか。

			　このＭＰを効率的に使う。ルシアの身体を限界まで酷使する。

			　ぼくはディフレクション・スペルからのヘイストをかけた。全員の身体が赤く輝く。

			「いくわ、カズさん！」

			　たまきが爆炎のなかに突入していく。ひどく危険に見えるが、レジェンドとの戦いでは、炎のなかがいちばんの安全地帯なのだ。

			　無論、火耐性を付(ふ)与(よ)されているという前提での話である。

			　ルシアの身体が、ぐらりと揺れた。ぼくは銀髪の少女の肩を抱き、崩れ落ちそうな彼女を支える。

			「申し訳……ありません」

			　ルシアは滝のように汗を流している。少し休憩したというのに、たった１発でこれか。

			　ひょっとしたら、ぼくたちよりかなり身体が弱いのだろうか。

			　まだレベル14だからか。いっきにレベルが上がったからか。それとも、異世界人だからか。

			　理由はわからないが、とにかく事実として、彼女はいま衰弱している。

			　根性論なんてぼくは嫌いだ。彼女がいま弱っているなら、それに応じて作戦を立てる。

			　そのうえで、限界以上のものを引き出してみせよう。どのみち、そうじゃなきゃ、この戦いには勝てない。

			「カズさん、わたし、たまきちゃんのフォローに……」

			「ダメだ。アリス、きみはここで待機。ミア！」

			「ん。いってくる」

			　たまきに続き、ミアが土煙のあがるなかに突入する。

			　今回、ミアは、たまきのサポート役だ。レジェンドの動きをなるべく封じるのが彼女の役割である。

			　雑(ざ)魚(こ)アラクネたちは、上空のぼくらを見つけ、いっせいに矢を放ってくる。アリスがぼくの前に立ち、飛来する矢を槍(やり)の柄で薙(な)ぎ払った。

			　アリスは、ぼくとルシアの盾となって、槍(やり)で矢を弾き続ける。

			　なんかもう、三国志の漫画の武将もかくやになってきているなあ。動体視力とかどうなっているんだろう。スキルだから、で全部の説明がつくんだろうけど。

			「ルシア、周囲が見えているか。レジェンドのまわりに雑(ざ)魚(こ)を近寄らせるな。ぼくが指差す方向に……」

			「はい、いけます。……フレイム・ゲイザー」

			　前線で突出しているレジェンドと雑(ざ)魚(こ)アラクネの間を遮(さえぎ)るように、炎の壁が地面から吹きあがる。

			　火魔法ランク６のフレイム・ゲイザー。いまのルシアなら、最低でも３分半の間、この壁を持続させることができる。それだけあれば、勝つにしても、負けるにしても、レジェンドとの戦いには決着がつくだろう。

			　レジェンドも、アラクネの仲間と自分を分断させるというぼくたちの作戦に気づいたに違いない。しつこくまとわりついてくるたまきから距離を取り、跳躍しようとする。

			　炎の壁を飛び越えて、光の民と交戦中の雑(ざ)魚(こ)アラクネと合流しようというのだ。

			　でもそれは、読んでいる。

			「させない。グラビティ」

			　ミアの重力魔法によって、レジェンド・アラクネが叩き落とされる。不完全な体勢で着地したところに、たまきが渾(こん)身(しん)の斬(ざん)撃(げき)を繰り出す。

			　その一撃は、しかしレジェンドの槍(やり)によって防がれる。

			　くそっ、やっぱり単純な武器のとりまわしでは向こうに一日の長があるか。

			　たまきは、すでにあちこちにかすり傷を受けていた。いつもならすぐ駆け寄って治(ち)療(りよう)するアリスだが、いまはぼくの護(ご)衛(えい)にまわっているため、レンジド・ヒールの射程外である。

			「カズさん、お願いです。わたしを……」

			「ダメだ。作戦通りにしろ」

			　アリスはぼくを睨(にら)んで、唇をぎゅっと噛む。ぼくはアリスから視線をそらし、敵の動向に神経を集中させる。
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			　タイミングがすべてなのだ。レジェンドの持つ能力のうち、特に厄(やつ)介(かい)なのが、軽快なジャンプと多種多様な蜘(く)蛛(も)の糸による妨害である。

			　守りにまわったレジェンドを仕留めるのは、容易ではない。

			　メキシュ・グラウがスーパーロボットだとしたら、レジェンド・アラクネはリアルロボットだ。

			　いや、なんでスパロボの話をしているかって感じだけど……。

			　とにかく、あの機動力が厄(やつ)介(かい)すぎる。

			　なんとかして、やつの注意をそらし、不意を打たねばならない。チャンスはきっと、いちどきり。

			「ルシア。次はあっちに」

			「はい。フレイム・ゲイザー」

			　その後、さらに２回、この魔法を使わせた。そのたびに、ルシアは弱っていく。

			　でも彼女の献身のおかげで、なんとかレジェンドの四方を炎で囲むことに成功した。

			　いまや炎の壁で囲まれたリングが誕生している。

			　そのなかで、たまきとレジェンドが激しく刃を交えていた。ミアが何度も介(かい)入(にゆう)して、レジェンドがたまきに対して決定打を放つことをかろうじて阻止している。

			　いつまでも凌げはしないだろうが、どのみちぼくたちも、このままでいるつもりはない。

			　ぼくはルシアに肩を貸したまま、アリスとともに炎壁の外の地面に着地する。

			　ルシアが、火魔法で近くの乾燥した植物を燃え上がらせる。目の前の草木が、キャンプ・ファイアのようになった。

			　火の粉が飛び散り、頬を叩く。熱気はレジストのおかげでたいしたこともない。

			「ミア、準備ができた！」

			　ぼくは、炎の壁の内側にいるミアに向かって叫ぶ。ミアが「了解」と叫び返してくる。

			　そして、数秒後。

			「いま」

			　ミアの声。

			　ぼくはアリスの左手を握る。ルシアが最後のちからを振り絞って、魔法を使う。

			「フレイム・テレポート」

			　それは火魔法のランク７だ。燃え盛る炎から別の炎のなかへと瞬間移動する魔法である。

			　距離はランクにつき10メートル。

			　ぼくたちの視界が、瞬時に切り替わる。

			　炎の輪の内側だ。目の前に、赤黒い肌のひとまわり大柄なアラクネがいた。

			　レジェンド・アラクネだ。

			　神兵級のモンスターは、いま、ぼくたちに背中を向けていた。

			　たまきと相対し、激しく槍(やり)を突き出すことに集中している。

			　ぼくたちが出現したその瞬間、たまきはにやりとして、レジェンドに渾(こん)身(しん)の一撃を見舞う。

			　赤黒い穂先の槍(やり)と刃を交え、打ち払う。

			　たまきのちから任せの行動に、レジェンドがおおきくのけぞる。

			　だが全力を尽くした攻撃は、彼女自身にも隙をつくっていた。レジェンドの吐きだした鋼糸をまともに浴びて、たまきの身体が串刺しにされる。

			「いったいなあ、もうっ。……でもっ」

			　ハリネズミのように全身から鋼糸を生やし、しかし忠犬少女は不敵に笑い……。

			「いまだよ、アリス！」

			「うん、たまきちゃん！」

			　ぼくのもとから、アリスが飛びだす。無防備になったレジェンドの背中に、刺(し)突(とつ)を見舞う。

			　レジェンドは、突如として現れたぼくたちに振り向き、驚愕の表情を浮かべる。それでもなお、身をひねってアリスの刺(し)突(とつ)から逃れようとする。

			　とっさの動きだったのだろう。レジェンドの持つ槍(やり)の柄が、グンと伸びる。槍(やり)の反対側、石突きと呼ばれる部分が、アリスに迫った。

			　やっぱりこの槍(やり)、そういう特殊能力持ちか！

			　レジェンドは槍(やり)の後ろでアリスの刺(し)突(とつ)を弾こうとしていた。だがアリスは、とっさにその動きに反応する。正確に、己の握る槍(やり)を動かす。レジェンドの槍(やり)の後端を突く。

			　かん高い音。２本の槍(やり)が、ともに持ち主の手から離れて宙を舞う。

			「まだですっ」

			　アリスが、空中の槍(やり)に向かって手を伸ばした。おそらくは、ここまで予期しての一撃なのだ。

			　ゆえに彼女の方が、ほんの少しだけ先に動いていた。

			　アリスが手に入れようとしているのは、レジェンドの持っていた赤黒い穂先の槍(やり)。ジェネラル・オークとの初めての戦いで、たまきがやったことを再現しようとしている。

			　だがレジェンドも、すぐアリスの狙いに気づいた。口をおおきく開ける。

			　まずい、鋼糸が来る！

			　でもいまのアリスは、無防備。彼女の全身が、たまきのように鋼糸で串刺しになってしまったら……。

			「アリスっ！」

			　させない。ぼくは、ルシアの身体を放り出して、前に出る。アリスの盾になろうとするかのように、その身を無防備にさらす。

			　レジェンドが鋼糸を吐き出す、その瞬間が、スローモーションのように見えた。アリスが驚く顔を横目にしつつ、ぼくは右手を突き出す。

			「リフレクション」

			　無数の鋼糸が、ぼくの掲げたバリアに反射される。レジェンドのもとに戻っていく鋼糸はしかし、敵の身体に触れる直前、柔らかく曲がった。

			　くそっ、イチかバチかの賭けに出たってのに、きかないのかよ！

			　まあ、いい。アリスの背中は守ることができた。

			　ぼくは地面を蹴って、後ろに下がる。

			　ふらふらになりつつも２本の足で立つ、背後のルシアを見る。

			「ファイア・ボム」

			　阿(あ)吽(うん)の呼吸でルシアの放ったランク３魔法が、レジェンドの頭部で炸裂する。吐きだしたばかりの蜘(く)蛛(も)の糸が、激しく燃え上がる。

			　レジェンドの全身が炎に包まれた。絶叫があがる。

			　そこに、赤黒い穂先の槍(やり)を構えたアリスが突進した。

			　レジェンドのあけた口のなかに、脈動する穂先を叩きこむ。

			　最強のアラクネは、悶(もだ)え苦しみ、四肢を振り乱して暴れる。

			　身の危険を感じたのだろう、アリスはいちど後退する。

			「たまきちゃん！　レンジド・ヒール」

			　レジェンドがアリスとの距離を詰める。

			「エレクトリック・スタン」

			　ミアがそれを邪魔する。まだ全回復とはいかないたまきも、アリスとの挟み撃ちを狙いつつ、レジェンドの脚を中心に攻撃を仕掛ける。

			　何度も、何度もレジェンドは悲鳴をあげる。もだえ苦しみながら、それでも決死の覚悟で反撃を続ける。でたらめに鋼糸を放ち、アリスとたまきを防戦に追い込む。

			　そして、一瞬の隙をつき、跳躍する。

			　高い、高いジャンプだった。レジェンドの攻勢は、逃走の布石だったのだ。

			　でもそれすら読んでいた者がいる。ミアだ。

			「グラビティ」

			　だがミアが魔法を放つその直前、レジェンドのジャンプの軌道が変化する。

			「あう」

			　ミアが呻(うめ)く。ぼくもすぐに気づいた。

			　レジェンドは、口から吐き出した糸を近くの樹に巻きつけ、強引に動きを変化させたのだ。グラビティの効果範囲から逃れる、絶妙の一手だった。

			　まずい。このままだと、レジェンドが炎の輪の外に着地する。いま、こいつを逃がしては……。

			　ぼくはアリス、たまきとともに舞い上がる。

			　そして、見た。

			「だっしゃらあああっ」

			　レジェンドの着地の瞬間、その頭上から人影が落下する。

			　ひとりの光の民だった。男は剣を逆手に持って、落下の勢いのまま、レジェンドの無防備な胴体に剣を突き立てる。

			「どうだ、ざまぁみろ！」

			　光の民の男が、叫ぶ。

			　炎に照らされたその顔は、数時間前、皆の面前でぼくを激しく罵った、あの若い男だった。

			　彼が、嗤っている。狂気をはらんだ表情で、高らかに勝利を宣言している。

			「仇だ！」

			　男は叫ぶ。

			「妻と娘の仇だ！　やったぞ、おれはやったぞ！　おれは……っ」

			　次の瞬間、男はレジェンドの口から吐き出された鋼糸によってハリネズミのようになった。

			　至近距離からのその一撃は、間違いなく致(ち)命(めい)傷(しよう)だ。男は吐血し……しかし、満足した表情を浮かべる。

			　無(む)謀(ぼう)な攻撃だった。無茶苦茶な一撃だった。

			　でもそれは、アリスとたまきがレジェンドに追いつくための貴重な数秒を稼ぐには充分だった。

			「いくわよ、アリス」

			「はい、たまきちゃん」

			　ふたりの少女が、上空からレジェンドに襲いかかる。満身創痍の赤黒い肌のアラクネには、もはやその攻撃を避けるちからが残っていなかった。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、レジェンドの心臓を貫(つらぬ)く。たまきの斬(ざん)撃(げき)が、その首を刎(は)ねる。

			　青い鮮(せん)血(けつ)。

			　ひとまわりおおきなアラクネは、その身体を地面に横たえた。黄色い宝石に変化する。

			　ぼくたちの、勝利だ。

			　白い部屋に転移する。どうやら、ぼく以外の全員がレベルアップしたようだった。

		

	
		
			第１０８話　ランク９

			　

			　白い部屋で、ぼくたちは互いの無事と勝利を喜び合う。

			　アリスとたまきが、ふらふらのルシアに抱きついていた。

			　ミアがここぞとばかりに、ルシアの耳を引っ張っている。ぼくは、ミアをルシアから引き離した。

			「やめとけ。さっき亜人の子にやって、嫌がられてただろう」

			「スキンシップは大切」

			　そうかもしれないけど、せめて相手の了解をとってからやって欲しい。ルシアはもう、だいじな仲間なんだから。

			「構いませんよ、ミア。どうぞ耳を触ってください」

			　意識がはっきりしてきたらしいルシアは、床に腰を下ろし、いくぶん自然な笑みを見せる。じゃあ、とミアが左の耳を、ぼくが右の耳をモミモミする。

			　あ、やわらかい。

			「あの……カズ、あなたまで？」

			「いや、その。生物学的に、ちょっと気になって」

			　戸惑うルシアに、いいわけする。アリスが「うー」とジト目で睨(にら)んできた。

			「カズさんの手つきが嫌らしいです」

			「気のせいじゃないかと思いますです、はい」

			「むっ。カズさんの口調が、嘘をついてるときのものです」

			　よくわかりましたね、アリスさん。ぼくは両手を挙げて全面降伏の意を表明する。

			　アリスは、ひとつため息をつき、それからぼくを見上げて、少し頬を染めた。

			「あ、あの。わたしの耳も……触ってください」

			「ええと、なんで？」

			「わたしの耳、あんまり触ってもらってないです」

			　そうだろうか。

			　そうかもしれない。別にぼく、耳フェチとかじゃないし。

			　じゃあ、ということで、ぼくはアリスの耳たぶをやさしく撫(な)でた。

			　アリスは目をつぶり、色気のある声を出す。あのー、そういうの、やめてもらえませんかね。

			　横を見れば、やっぱり、たまきとルシアとミアがジト目だった。

			「カズさんのえっちー」

			「それは否定しないけど、これは違う」

			「それがみなさんの文化でしたら、許容いたしますが」

			「誤解しないでくれ、ルシア」

			「ん。カズっちー。触るのはいいけどさー、時間と場所をわきまえなよー」

			「おまえがいうな！」

			　ぼくたちは、ひとしきり騒いだ。

			　その後、ようやく頭が働くようになったというルシアを含め、全員で車座になって床に腰を下ろす。

			　いまのうちに、今回の戦いの反省点をまとめておく。ついでに、今後のことについても話をする。具体的には、ルシアの扱いだ。

			「ルシアちんは、この戦いが終わったらどうするの？」

			　ミアが訊ねた。

			「よろしければ、みなさんとともにどこまでも戦い抜きたいと考えております」

			「ぼくたちは、別にどこまでも戦いたいなんて思っていないよ。できれば戦いから逃げて、もとの世界に戻るか……それができなければ、安全なところで暮らしたい」

			「それはおそらく……無理でしょう。なによりリーンの語っていた話にもある通り、明日、世界の危機があるというのなら」

			　うん、わかってた。

			　ここまで巻き込まれちゃってる以上、いろいろあとに引けないよね……。

			「でも、明日の危機を乗り越えたらさ、そのあとは」

			　ルシアはゆっくりと首を振った。

			「いいえ、もっとはっきりと申しましょう。この戦い、われわれ人類が滅ぶか、それともモンスターたちの王、すなわち魔王を倒せるか、ふたつにひとつです。中途半端はありえません。みなさんが平穏に暮らしたいとするなら、魔王を倒す必要があります。それはわたくしの目的と一致いたします」

			「わたしたち、もとの世界に帰る手段が見つかったら？」

			「その場合は、止めようがありませんね。ですが、みなさんがもとの世界に戻るまで、おつきあいいたしましょう。どのみち、みなさんとともにいればいるだけ、わたくしのレベルも上がります」

			　ああ、それはたしかに。

			　もとの世界に戻るため動くにしろ、モンスターの軍勢を相手取るにしろ、ぼくたちの行く手には戦いが待っている。ぼくたちに必要なのは情報で、そしてぼくたちがリーンさんに払える対価など、この武力しかないのだ。

			「ルシアっち、それだけじゃダメ」

			「対価を身体で支払え、ということですか」

			　ルシアはミアに顔を近づけ、片耳を差し出した。ミアは「ん」と偉そうにうなずき、ルシアの耳を揉(も)む。

			　ミアは幸せそうに目を細める。ルシアはそんな彼女を見て、ほんの少し微笑(ほほえ)んでみせる。

			　馴染んでるなあ。

			　いや、違うか。彼女はつとめて、ぼくたちに馴染もうと努力しているのか。

			「カズ、あなたも耳を触りますか。それとも、もっとほかの部分がよろしいですか」

			「あ、いいです。アリスとたまきが睨(にら)んでるし」

			「ち、違います、睨(にら)んでません！　ただ、その。わたし……ルシアさんみたいな綺(き)麗(れい)で長い耳がないですし」

			　どこで張り合おうっていうんですかねえ、この子は。

			　せめておっぱいで張り合ってくれると、ぼくとしては嬉しい。こんなこと口には出さないけど。

			　でもなぜか、アリスとたまきはぼくを上目遣いに見つめてくる。

			「ね、ねえ、カズさん。やっぱり、男のひとって切れ長の耳がいいの？」

			「ちょっと待って。どこからツッコミを入れればいいのかわからない」

			　ぼくは天井を仰(あお)ぐ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、互いのことをいろいろ話した。

			　もとの世界のこと、学校のこと、この世界に来てからの戦いのこと。

			　ルシアは、この世界のことをいろいろ教えてくれた。大陸の状況、そこに住む種族のこと、国々のこと。この世界における、さまざまな常識。

			　相互理解を深めていく。

			　話し合いに疲れたら、サモン・フィーストで豪華な料理を呼び出し、お腹いっぱいに食べた。お酒もちょっとだけ呑んだ。

			　酔っぱらったアリスとたまきが、けらけらと笑う。ルシアは平然と、ワインの瓶を空けていた。ミアは意外にも、まったくお酒を飲まなかった。

			「好奇心旺盛なきみのことだから、お酒にも手を出すかと思ってた」

			「他人の痴態を眺めるには、シラフじゃないと」

			「きみは普段から酔っぱらってるような感じだしな」

			「脳内麻薬を自由に生成するくらい、真のオタクにとってはなにほどのこともなし」

			　すげぇな、真のオタク。

			　酔いが醒めたアリスとたまきが、赤面して寝たふりをしている。ミアがそれをからかう。

			　使い魔の専従契約について、ルシアに訊ねた。わかるとは思っていなかったが、当たれば儲けもの、程度の認識である。

			「聞いたことがあります」

			　意外にも、ルシアはそう答えた。

			「ですが、具体的な方法などは存じません。わたくしの専門外のことですので……」

			「そううまくはいかないか」

			「リーンでしたら、なにか知っているかもしれません。光の民は、古の知識を収集しているのです」

			　人間から亜人と呼ばれているっていうのに、光の民の方がよっぽど知的っぽいなあ。

			　ともあれ、朗報だ。戻ったときに聞いてみよう。

			「あ、それともうひとつ。モンスターを倒すと出てくる赤い石や青い石……きみたちがいうマナ・ストーンって、モンスターをつくり出す以外にどんな役に立つんだ」

			「マナ・ストーンの本来の役割は、儀式の補助です。普通の魔術師では不可能な高度な儀式を達成するために、消耗品として用います。リーンの使い魔も、マナ・ストーンを用いて使(し)役(えき)していたはずです」

			　あーなるほどなあ。

			　ちぇ、残念。もし不要なら、残らずぼくたちがもらおうと思ってたのに。

			　そうすれば、３０００ポイントもすぐだ。マナ・ストーンの供給が充分にあるなら、いろいろと欲しいものも……ないことはない。

			　仕方がないか。いままで通り、地道に集めていこう。

			　あるいはリーンさんに話を通して、多少なりとも融通してもらうか……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たっぷりと休息をとったところで、さてスキルを上げよう。

			　今回のレベルアップで、たまきはスキルポイントが９になった。ついに剣術スキルをランク９にできるということだ。

			　ミアもスキルポイントが８になった。風魔法を８にできる。

			「ついにランク９ねー。なんだか、感慨深いわ」

			　たまきが笑う。

			　うん、ぼくも感慨深い。最初はお漏らししていたきみが、たったの１日とちょっとでなあ。

			「はっ、カズさんが失礼なこと考えてる気がする！」

			「キノセイダヨ」

			「どーせ、お漏らしがどーとかでしょう！」

			　びしっと人差し指を突きつけてくるたまき。

			「キノセイダヨ」

			「いいもん、事実だし。別にいまさら、このメンバーに対して恥ずかしがっても……」

			　たまきの視線が泳ぎ、ルシアのところで固定される。

			「詳しい事情は存じませんが、初陣の兵士が粗相をするのはよくあることだと聞きます」

			「そういうフォロー、いらないわ！」

			　たまきは顔を真っ赤にして、後ろを向いて走り出す。

			　あ、逃げた。この教室サイズの部屋で、逃走もなにもないんだけど……。角っこでしゃがみこんで、膝をかかえ出した。

			　どうするかなこれ。

			「いいもん。わたしどうせお漏らしっ子だもん……っ」

			「あ、あの。わたくし、謝ってきます」

			「気にしなくていい。自爆だから。たまきのことだから、すぐ忘れて、10分後にはケロリとしてるよ」

			「聞こえるとこで、そういうこといわないで！」

			　たまきはこちらを振り返り、涙目で叫ぶ。

			「あー、すまん。……じゃあ、そうだな、ルシア」

			「あ、はい」

			「きみも初陣だっただろう。お漏らしした、ってことでいいか」

			　ルシアは小首を傾げた。ちょっと意味がわからない、という様子である。

			　うん、ぼくも自分で自分がなにをいってるのか、よくわからない。

			「あの……お漏らし、した方がいいのでしょうか」

			「ん。お姫さまのお漏らし、とても興奮する」

			　ミアの鼻息が荒い。おまえは黙ってろ。

			「ぼくにはそういう性癖はないから。気にしないでくれ。……ほら、たまき。そろそろ戻るぞ」

			「うーっ」

			「たまきがそうしてスネるところも可愛いけど、これからやらなきゃいけないこともあるだろ。タイミングを合わせたいから」

			「やらなきゃいけないこと？　それって、なに？」

			「あー、オマケの人助け、かな」

			　きょとんとするたまきに、この先のことを説明する。

			　たまきは笑って「それは最高ね」と親指を立てた。どうやら機嫌は戻ったらしい。

			　

			アリス：レベル23　槍(そう)術(じゆつ)７／治癒魔法５　スキルポイント３

			たまき：レベル23　剣術８→９／肉体１　スキルポイント９→０

			ミア：レベル23　地魔法４／風魔法７→８　スキルポイント８→０

			ルシア：レベル15　火魔法７　スキルポイント２

			かくしてぼくたちは、綿(めん)密(みつ)な打ち合わせののち、もとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦場に戻った直後、アリスが、瀕(ひん)死(し)の男に駆け寄る。

			　さきほど、無(む)謀(ぼう)にもレジェンドに攻撃を仕掛け、一瞬の隙をつくってくれた男だ。

			「サステナンス」

			　アリスの手が男の胸に触れる。

			　治(ち)療(りよう)魔法のランク５、サステナンスは、死亡級の傷を負った対象の生命をわずかな間、保全する。即死を防ぎ、直後の治癒魔法をかける時間を稼ぐという魔法である。

			　いましも息絶えるはずだったその男は、サステナンスと、それに続くアリスの数度の治癒魔法により、傷ひとつない綺(き)麗(れい)な身体になった。

			　皮(かわ)鎧(よろい)はぼろぼろで、血まみれのままだけど。

			　ぼくはきょとんとする男に手を貸して、立ち上がらせる。

			「お、おれは……なんで、生きて」

			「いや、よく考えたらさ。好き勝手いったくせに、最後だけ格好よく死ぬ感じだったんで……それじゃ不公平だなと」

			　ぼくの理屈に、ますます呆(あつ)気(け)にとられている。

			「それはそれとして、あなたのおかげで、レジェンドに勝てた。お礼をいうよ」

			「ば、馬鹿をいうな！　おれはただ、モンスターが憎かっただけだ！　なのに、こいつらを倒すだけのちからもなかった！　この程度のことしかできなくてだな」

			「でも、その一瞬を稼げたおかげで、アリスとたまきが追いついた」

			　実際のところ、別にしつこく恨んでるわけじゃない。ただ、恨みをもって復讐に専念するような人たちが、皆、満足して死んでいくというのは、なんか嫌だったのだ。

			「あと、男のツンデレはキツいです」

			「つんでれ？」

			　兵士はきょとんとする。あ、またスラングが翻(ほん)訳(やく)できなかった。

			　男は、苦笑いする。やれやれと首を振る。

			「助けてくれたことには、礼をいう。さっきの悪態は……すまなかった。おれが間違っていた。あなたは勇猛果敢な戦士だ」

			　そういったあとで、暗い顔になり、肩を落とす。ため息をつく。

			「でも、生きていたとしても、おれは、どうせ、もう」

			　ああ、とぼくは声をあげてしまう。

			　彼はいっていた。妻と娘の仇だ、と。

			　彼はもう、大切なものを失ってしまったのだ。それは、たとえ復讐を遂げたとしても、けっして戻ってこない。あのとき死んでしまった方が幸せだったのにと……彼がそう考えていても、おかしくはない、か。

			「そういうことじゃ、ないんです」

			　でもぼくは、首を振る。

			「ぼくの仲間が……ここじゃなくて、ぼくたちが朝までいた山で待っている仲間が、あなたみたいな目をしていました。モンスターをたくさん殺せるなら、それだけでいい、自分なんて死んでもいいって、そういってます。でも、ぼくは彼女に生きて欲しい。ぼくだけじゃない。みんなが、そう思ってます。なのに……どうすれば、ぼくたちの想いが届くのか、わからない」

			「だから、おれを実験台にしたのか」

			「ダメですかね」

			　男は笑った。

			「ここまでしてもらって、恩を仇で返すほど腐っちゃいない。おれは誇(ほこ)り高きハザの一族の戦士だ」

			　見れば、レジェンドが倒されたところを見たアラクネたちがいっせいに逃げ出していた。

			　そこに、熊や狼といった森の動物たち、それにトレントの群れが襲いかかる。掃(そう)討(とう)戦が始まっていた。

			「なあ。あんたたちは、自分のために戦っているんじゃないのか」

			「もちろん自分のためです。それと、あと……」

			　ぼくはアリスたちをいちど見て、男に視線を戻す。

			「仲間の、ためです」

			　はっきりと、そう宣言する。

			　いまとなっては、てらいなくそういえた。

			「ぼくは、たったひとりで生きる道と、仲間とともに生きる道を天(てん)秤(びん)にかけて……仲間を選びました。だからもう、迷いません」

			　そういって、笑ってみせる。

		

	
		
			第１０９話　聖女の誕生

			　

			　森が燃えている。

			　倒木が折り重なり、視界を塞いでいた。その向こう側で、歓声と悲鳴が、いくつもいくつもあがっている。

			　もっとも、さきほどまでと違い、歓喜の声をあげているのは光の民の方だった。悲鳴のおおくは、モンスターである蜘(く)蛛(も)人間どもである。

			　この方面における戦いは終わった。

			　アラクネたちは、背を向けて逃げていく。掃(そう)討(とう)戦は、生き残った光の民の兵士に任せていいだろう。

			　ぼくたちは、あくまで援軍にすぎない。それに、この世界のことについても詳しくない。

			　まだまだ知らなきゃいけないことが、たくさんある。ルシアから聞くべきことはおおむね聞いたつもりだけど、彼女が知らないことだって山ほどある。

			　特に、この世界が明日、滅ぶということ。そのあたりの事情について、リーンさんに訊ねる必要がある。

			　そもそも、そのあたりを説明してもらう途中で、敵襲の報が入ってしまったのだから。

			　ひとまず、転移門でリーンさんのところに戻って……。

			　と、きびすを返そうとしたところで、ぼくは動きを止める。

			　アリスが、数名の兵士たちに囲まれていた。

			　険悪な雰囲気ではない。むしろ、逆だ。兵士たちは、アリスの前で膝をつき、神妙な態度で頭を垂れていた。

			「聖女さま、どうか、お願いです。われわれの同胞をお助けください」

			「え、え、あの」

			　アリスが困ったようにぼくを見る。

			　いや、ぼくも困惑しているんだけど……。

			「死んだ人間を復活させたのです。驚かれるのも無理はないでしょう」

			　ルシアがぼくの横に立つ。

			　あ、そりゃそうか。普通に奇跡を起こしてるよな。

			　正確には、アリスが助けたあの兵士は、瀕(ひん)死(し)だっただけだ。

			　完全な死を迎えた肉体を蘇(よみがえ)らせることはできない。それは、初めてオークを倒して白い部屋にいったとき、Ｑ＆Ａで教えられていた。

			　それでも、さきほどの光景は、スキルシステムで生きていないこの世界のひとたちにとって、まさに神の御業と映ったのだろう。

			　兵士たちは、なんかアリスのことを「神の使徒」とか「聖女さま」とかいっている。

			　本当に神さまがいるこの世界で、奇跡を起こした少女。そりゃ……崇(あが)められても仕方がないか。

			「この戦いで深手を負った者は多いでしょう。光の民にも治(ち)療(りよう)魔法の使い手はいますが、アリスの魔法は頭ひとつ抜けております」

			　ルシアが補足してくれた。

			「まだランク５なのに？」

			「いま見ている光景が、その答えです」

			　聞けば、光の民における魔法使いたちの実力は、ランク３がせいぜい程度であるようだ。

			　考え方を切り替えよう。ここで献身をアピールすることも悪くない。

			「アリス、怪(け)我(が)をしたひとたちの治(ち)療(りよう)、任せてもいいか」

			「は、はいっ！　ありがとうございます、カズさん！」

			　なんできみがお礼をいうんだ？

			　ああ、そうか。心優しい彼女は、怪(け)我(が)人たちの治(ち)療(りよう)をしてやりたかったのか。

			　でも、ＭＰはぼくたちの共有財産だから、いいだせなかった。

			　戦いは終わったんだから、別にいいのに。

			　とはいえ……アリスが治(ち)療(りよう)している間、ぼくたちは暇になるなあ。

			「カズっち、わたしたちだけでも、リーンっちのところに戻ろう。いろいろ、聞かなきゃいけない話がある」

			「あー、そうだな。そうするか」

			　なお、火魔法のランク５にフレイム・ヒールという治(ち)療(りよう)魔法がある。ルシアも回復魔法を使えるというわけだ。ただしこの魔法、治(ち)療(りよう)魔法のヒールに比べて著(いちじる)しく効率が悪い。

			　加えて現在、ルシアのＭＰは切れかかっている。リーンさんの話を聞きにいく場合、ルシアはぜひともその場にいて欲しい。この世界の住人である彼女は、ツッコミ役としても解説役としても役に立ってくれるだろう。

			　よって、残していくのはアリスと……。

			「たまき、アリスの護(ご)衛(えい)を頼めるか」

			「え、いいの？　でもカズさん、それだとそっちが後衛だけになっちゃうよ」

			　あ、そうか。

			　いや、でもなあ。どうせ、戦いは終わったわけだし。

			「いまさら、ぼくたちの方に危険はない……と思う」

			「うーん、そうだよね。この場に残るわたしたちの方が危険かー」

			　ここはまだ、戦場だしね。

			「ってわけだ。たまき、アリスをしっかり守ってくれ」

			　たまきは、目を輝かせて、「任せておいて！　わたしはやればできる子なんだから！」と胸を張った。

			「ん。不安」

			「なんでーっ」

			「たまきちんが自信満々だと、なにかやらかしそうで……」

			「ひどいっ」

			「まあまあ。さすがに今回は、だいじょうぶだろ」

			　たしかにぼくも同じことを思ったけど。

			　実際のところ護(ご)衛(えい)というのは名目で、アリスひとりだと際限なく治(ち)療(りよう)魔法を使いまくりそうだってだけだ。

			　敵軍のなかでボス格だったモンスターは、すべて殺した。この地のモンスターは、もうぼくたちの敵じゃない……はず。

			「じゃあアリス。こっちはよろしく頼む」

			「はい、カズさん！」

			　元気よくうなずき、アリスは兵士に導かれて怪(け)我(が)人たちの方へ駆け寄っていく。

			　戦いのあとだというのに、元気だなあ。

			　これもレベル23のおかげなのだろうか。

			　そうなんだろう。ぼくも、朝から激戦続きなのに、それほど疲れていない。

			「おまえたちは、おれが案内しよう。転移門はこっちだ」

			　別の兵士のひとりが、案内役をかって出てくれた。

			　っていうか、さっきアリスが蘇生させた男だった。あー、いや、案内は助かるけどさ。

			「そういや、自己紹介がまだだったな。おれはハザの一族のハガンラン・ナガーラガー。ハガンでいい」

			「よろしく、ハガンさん」

			　手を差し出すと、きょとんとされた。

			　ああ、握手って習慣がないのか。そういや、ルシアもきょとんとしてたな。

			「ぼくたちの部族では、友好と信頼の証に互いの手を握るんです」

			「なるほど。武器ではなく手を預けるという意味か。いい風習だ」

			　ぼくは、ハガンさんと握手をした。ごつごつして、ちから強い手だった。

			　精悍な男は、快活に笑う。

			　いい人なんだろうな、と思う。出会いかたは最悪だったけど。

			　男社会で生きてきた生粋のマッチョって感じだ。いわゆる体育会系人間である。

			「それじゃ、ハガンさん、お願いします」

			　ハガンさんは「おう」と勢いよくうなずく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミアが全員にフライをかけ、空に舞い上がる。

			　ハガンさんは、空中で器用にバランスをとっていた。明らかにぼくより飛行センスがある。

			「カズっち、強く生きよう。上手く飛べなくてもいいじゃない。後衛だもの」

			「慰(なぐさ)めのフリした冗談はマジで傷つくからな！」

			　一路、転移門を目指す。

			　飛んでいる途中で、ルシアのお腹がかわいらしく鳴った。

			　ありゃ。そういや、ぼくたちはごちそうをたっぷり食べたあとリーンさんのところにワープしたわけだけど、ルシアはそうでもないみたいだしなあ。

			「これ、食べる？」

			　ミアが、リュックサックから取り出したチョコレート・バーを、袋をあけて手渡した。

			　ぷん、と漂うチョコレートの匂い。ルシアはきょとんとする。

			　前を飛ぶハガンさんが、犬耳をぴくぴくさせる。

			　あー、もう、仕方がないなあ。ぼくは自分のリュックサックから、自分のチョコレート・バーを取り出し、ハガンさんに手渡す。

			「食べてみてください。ルシアの毒見ということで」

			「お、おう。毒見じゃ仕方がねぇな」

			　ハガンさんは、チョコレート・バーにかじりつく。無精ひげの口もとにチョコの欠片を張りつけ、夢中で食べる。

			　それを見て、ルシアもおそるおそる、手のなかのお菓子をかじった。

			「甘い……です」

			「腹持ちするから、携帯食糧がわりに持ってきたんだ」

			「なるほど、あなたがたの世界は、素晴らしい保存食を持っているのですね」

			　この程度の駄菓子で褒(ほ)められると、なんだかなあという気分になるけど……。

			　頬にチョコを張りつけ、むさぼるように夢中でお菓子を食べるルシアを見ていると、まあこれはこれでいいかと思えてくる。

			　ルシアは、ぼくとミアがじーっと見つめていることに気づくと、頬を朱に染め、口のなかいっぱいにチョコレートを詰め込んだまま下を向いた。長い耳が、ぱたぱたと上下する。

			「申し訳ありません、はしたない真似をしました」

			「ここは戦地なんだし、いまのルシアはひとりの兵士なんだから、あまり気にしなくていいんじゃないかな」

			「そういうもの、でしょうか」

			　ぼくは、ハガンさんを見て、ほらと指差す。粗野な兵士の代表格たる男は、包みや指先についたチョコレートを舐めて、犬耳をぴくぴくさせ、ご満悦のようだ。

			「うまかった！　なあ、もう１本、ないか」

			「ほら。これくらい強欲でいいんだ」

			　２本目のチョコレート・バーをハガンさんに手渡し、ぼくはルシアに笑いかける。

			　ルシアは、少しはにかんだ笑みを見せた。

			「手、べたべた。カズっち、水、出して。ハンカチ濡らす。洗ってあげよう」

			「あ、そうだな」

			「ついでに、カズっちが、ルシアの頬のチョコをぺろりと舐めてあげる」

			「そういうの、いいから」

			　ルシアとハガンさんに濡れた布切れを渡し、口もとの汚れを拭わせるころ、ようやくぼくたちは、転移門のある樹に辿り着く。

			　カモフラージュなのか、渡し板も、梯子もない大樹だった。

			　だが周囲の地面は、硬く踏み固められてしまっている。下生えの草も踏みにじられて、土が露出している。これじゃ、偽装もなにもない気が……まあ、いいか。

			　ハガンさんによると、普段は合図すれば、樹上から縄(なわ)梯(ばし)子(ご)が降りてくるらしい。

			　今回は飛行しているから、そういう仕掛けも関係がない。

			　上空からじかに、木のうろの縁に降り立つ。

			　見張りの兵士が驚き、槍(やり)を突きつけてくる。光の民の見張りたちは、緊張した様子で誰何してきた。

			「まぁ、待て。おれたちは和平派じゃねぇよ。後ろの魔術師さまは、リーンさまが認められた協力者だ」

			　ハガンさんが前に立ち、まだ緊張している兵士たちに状況を説明する。

			「ねえ、ルシア。和平派ってなに？」

			「和平派とは、人類の裏切り者です。モンスターとの共存を目指すと主張し、テロを仕掛けてきます」

			　ぼくとミアは、真顔になって、顔を見合わせた。

			「ん。モンスターとの共存……」

			「よくわからないな。あいつらのなかには人語を解すやつもいるみたいだけど、でも落ちついた対話とかってできるのか？　それとも宗教的ななにかなのか？」

			「共生派、第５世代……」

			　なんかミアがぶつぶついい出した。無視しておこう。

			「わかった。とにかく、そういうやつらがいるかもしれない、と。敵はモンスターだけじゃないわけだ」

			「はい」

			「まったくの無警戒はまずいってことなら、先に教えて欲しかったかな」

			　実際のところ、とルシアはいう。

			「和平派は、どの国にも存在します。恥ずかしながら、わたくしの国にもいたと聞きます。わたくしたちにとって、和平派の存在は常識でしたので……」

			　ああ、そうか。外部から来たぼくたちが、そんなやつらは知らないと、そこまで想像できなかったのか。

			　例えるなら、北海道に住んでいる人が東京にやってきて、蚊やゴキブリのことなんてまったく考えないようなもの……かな。

			　なんか例えがアレだけど。いまは北海道にも蚊とかゴキブリが出るんだっけ？

			　そんなこと、どうでもいいか。

			　なんにしても、いまのぼくたちが危ない目に遭うことは、そうそうないだろう。

			　ぼくたち４人が、魔法陣に入る。兵士たちのなかの魔術師が、歌を歌う。

			　この歌を聞くと、いつも君が代を思い出すなあ。

			　くらくらする感覚とともに、別の木のうろに出た。

			　鈴の音のような歌が聞こえてくる。世界樹の歌う結界魔法だ。

			　ぼくたちは、ふたたび世界樹のふもとにやってきたのである。

			　響き渡るその音楽を聴きながら、木の上を渡す橋を歩く。もういちど、ほかの転移門からワープ。

			　次に出たのは、やはり見たことがある場所だ。

			　木のうろの外に出る。

			　リーンさんのいる樹上の町の光景が、眼前に広がっていた。

			「おれの案内はここまででいいか」

			「ありがとう、ハガンさん」

			「こっちこそ、おれなんかのために、ありがとうよ」

			　橋の手前で握手して、笑顔で別れる。

			　ハガンさんは、「じゃあな」とぼくたちに背を向け、別の橋に向かって歩き出す。

			　その直後。

			　ハガンさんの全身に、無数の槍(やり)が突き刺さった。さっきまで笑顔だった男が、まばたきするほどの間に絶命していた。

			「あ……え？」

			　ぼくは、呆けたような声を出してしまう。慌てて横に、槍(やり)が飛んできた方角に視線を移す。

			　ひとりの男が立っていた。狂気をはらんだ笑い顔を浮かべる、不気味な猫耳の男だ。

			　男の周囲に、１００本以上の槍(やり)が浮いていた。

			　え……これって、どういう……。

			　つかの間、ぼくの思考がフリーズする。

			「和平派です！」

			　ルシアが床を蹴って、男に突進する。

			　腰のボーン・ウィップを抜き放った。棒状の武器が、鞭(むち)のようにしなる。不気味な男は、ルシアに向かって10本以上の槍(やり)を放った。

			　ルシアは足を止めた。呆然とするぼくたちの前に立ちはだかる。

			「ブライト・シールド」

			　燃え立つ炎の盾が、ルシアの前方に出現する。槍(やり)は、炎の盾に衝(しよう)突(とつ)し、溶けて消える。

			　いや、これは……そもそも男が使っている槍(やり)はすべて、魔法でできたもの、なのか？

			　効果時間がきれて、炎の盾が消滅。

			　謎(なぞ)の男は、驚愕に目を見開いている。

			　ぼくとミアがまだ動けないでいる間に、ルシアは男に飛びかかる。ボーン・ウィップを振るい、男の首に巻きつけ、ぐいと引っ張る。

			　男はもんどりうって倒れながら、残る槍(やり)をいっせいに……。

			　自らの身体に向かって、放つ。

			「ルシア、危ないっ」

			　何本かの槍(やり)は、接近していたルシアにも向かっている。ルシアはボーン・ウィップを捨て、慌てて距離をとる。

			　ルシアが魔法で男を殺さなかったのは、たぶん、生け捕りにしようと思ったからなのだろうが……。

			　その努力は叶わなかった。己の槍(やり)に全身を貫(つらぬ)かれ、ぼくたちを襲った男は即死する。

			　全身から滝のように血を噴き出して、男はその場に倒れ伏す。

			　ぼくは改めて、倒れたハガンさんを見る。

			　アリスがいないいま、今度こそ、助けられない。あの魔法は、致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けてからせいぜい、10秒以内に使用する必要があるからだ。

			「いったい……なんなんだよ。なんなんだよ、これは！」

			「これが、和平派です」

			　いらだち、叫ぶぼくに対して、ルシアが冷静に、そう告げた。

		

	
		
			第１１０話　和平派

			　

			　ぼくたちを襲(しゆう)撃(げき)した和平派の男の死体は、光の民の兵士たちが手際よく回収していった。

			　彼に殺されたハガンさんの遺体も、いっしょに持っていかれた。残された兄弟のもとに運ぶのだという。

			　なんだ、彼にもまだ、生きている肉親がいたんじゃないか。それなのに、死に急いで……。

			　アリスの行為も、結局は無駄だったのか。やりきれない。

			　かぶりを振るぼくの服の裾を、ミアがちょいちょいと引っ張る。

			「これからも、ひとはいっぱい、死ぬよ」

			「思いつめたりは、しないよ。でも、ありがとう」

			　ぼくは彼女に、精いっぱいの笑顔を見せる。

			　ミアが、まじめくさってうなずく。いつもみたいに冗談をいわないのは……彼女も、なんだかんだで少し堪えているからなんだろうか。

			　ミアの頭をぐしゃぐしゃ撫(な)でた。なるべくちからを込めた。

			　ミアが「うーっ」と上目遣いに睨(にら)んでくる。

			「カズっち、そこはぎゅっと抱きしめるところ」

			「あいにくと照れ屋さんなので」

			　ぼくはルシアに振りかえる。

			　ルシアが「参りましょう」とうなずく。そうだ、いつまでも感傷に浸ってはいられない。

			　ハガンさんが望んでいたのは、モンスターを１体でも多く倒すことだ。

			　その望みを叶えるためにも、いまはリーンさんのところに赴(おもむ)かなくては。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　前回と同じ木のうろで、リーンさんに再会した。

			　ぼくたちは、彼女と向かい合って座る。今回は、最初から彼女の後ろにカーテンが見えた。護(ご)衛(えい)がいることを隠さないのは、信用されたってことなんだろうか。

			「最初に、こちらの不手際で和平派の襲(しゆう)撃(げき)を許したことをお許しください」

			　謝罪するリーンさんの声には元気がない。どうやら、この本拠地でテロが起こったことにショックを受けているようだ。

			　ここに来るまでの警戒態勢も、いっそう、ものものしい。

			　兵士たちは、皆、ピリピリしていた。あんな襲(しゆう)撃(げき)があったあとだ、無理もない。

			「和平派、っていったい、なにものなんです。そもそもモンスターと交(こう)渉(しよう)なんてできるんですか」

			　ぼくは質問を畳みかけた。それに、いちばん聞きたいのは……。

			「ぼくたちを襲った男は、マナかなにかで槍(やり)を大量につくり出して、操っていました。あれはなんですか」

			「報告を受けましたが、おそらくは、同化していたモンスターのちからです。詳しくは解剖と鑑定の結果次第ですが」

			「デビルマン？　チベット仏教のちからで悪魔と合体？」

			「たぶん、悟りとか関係ないと思う」

			　リーンさんとルシアがきょとんとしている。ごめんなさい。話を戻そう。

			「あれはモンスターの特殊能力、なんですか」

			「あなたがたを襲った男は、この地を警護する優秀な兵士のひとりです。しかし、特別なちからの持ち主ではありませんでした」

			　あの男の身元ははっきりしてるのか。

			「寄生型のモンスターが存在するようです」

			　うわあ、寄生モンスターって、怖いな。

			　リーンさんの態度からすると、和平派にとっては常套手段なのかもしれないけど。

			「その男が寄生したモンスターに操られていた、とかそういうことですか」

			「無論、その可能性もあります。彼は近年、前線に出て戦っていません。なにものかが最近、彼に接触し、悪しき種を蒔いたということになりましょう」

			　つまり、あの男にこっそり近づき、モンスターを寄生させたやつがいる。

			　あいつが意に反してぼくたちを襲ったのか、それとも望んで行動を起こしたか、それは現時点ではわからないけれど……。

			　どっちにしたところで、光の民は内部に不穏分子を抱えているということになるわけか。

			　しかも、ことが起こったのはリーンさんのすぐ近くだった。

			　不注意、ではすまないだろう。とてつもなく重大な問題である。彼女が厳しい表情なのも、当然だ。

			「現在、男の妻と娘を拘(こう)束(そく)し、事情を聞いております。尋問でなにかわかればよいのですが……」

			「拷(ごう)問(もん)？」

			　ミアがぴくっと反応する。おい、どうしてそこで嬉しそうになる。ほんときみは、不謹慎のかたまりというか、残念すぎるというか……。

			「魔法を使用し、真実のみを聞きだすという方法があるのです」

			　なるほど、それは便利でいいなあ。

			　ま、じゃあ情報の方は、今後の報告待ちか。

			「では、リーンさん、次ですが……」

			　本題に入ろう。ぼくは改めて座布団の上に座り直す。

			　ぴんと背を伸ばし、リーンさんと視線を交える。

			「明日、世界が滅亡するって話について、詳しく教えてください。あと、どうすればそれを回避できるのかも」

			「はい。お話しいたしましょう」

			　リーンさんも、この質問が来るのはわかっていたのだろう、真剣にうなずく。

			「そもそも、この世界、いえ、いまわたしたちがいるこの大陸は、５つの神殿に支えられて海に浮いているのです」

			　そして、語り始める。まるで神話のような、ぼくたちがいま踏みしめる大地の物語を。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　かつてこの世界に存在した陸地は、諸島群だけだった。

			　古き神々は、それぞれが己に似せて、眷族、つまり人をつくり出し、それぞれの支配する島に住まわせた。人族も、エルフも、人族に獣人と呼ばれる光の民も、それぞれを産みだした古き神に似た姿であったということだ。

			　もっとも、どの古き神がどの種族を産みだしたかについては、伝承から失われてしまっている。

			　これら古き神々は、ずっとずっと昔にこの世界から去ってしまったからだ。

			　己を産みだした古き神々に見放されてからも、人やエルフや光の民は生き延び、栄え、数を増やした。

			　次第に、陸地が足りなくなった。どの種族も、少ない資源を奪い合うようになった。

			　ちょうどそのころ、この世界に降り立った、別の神々がいた。

			　彼らを、先にこの地を見捨てた古き神に対して、新しき神と呼ぶ。そのうちの１柱、魔術の神ルゴールが、陸地の少ないこの地に暮らす人々を不憫に思った。

			「汝らに大地を与えよう」

			　ルゴールはその言葉の通り、海底に眠る大地を浮上させた。それが、いまぼくたちがいる、この大陸であるという。

			　ふたたび大地が沈まぬよう、大陸各地に、５つの楔(くさび)が穿(うが)たれた。

			　ルゴールは、喜ぶ人々に「ただし」と忠告した。

			「５つの楔(くさび)のうち、３本が倒れれば、この大地はふたたび海に沈む。その余波で、周囲の島々も滅びる。この世界に住まうすべての陸の命は、滅びのときを迎えるだろう」

			　人々は５つの楔(くさび)を５大神殿として、聖地として崇(あが)めた。当然のことながら、どの種族も、それら聖地を汚すような真似はしなかった。

			　楔(くさび)の神殿は、周囲の土地をマナ的に肥沃な状態へと変化させる。

			　必然的に、人はその周囲に集まる。それらは文明の中心地として、長きにわたって栄えた。

			　だが……１００年前、モンスターが現れてから、事態は急変する。

			　モンスターにとっても、この５大神殿は重要な施設だったのである。

			　モンスターの軍勢は、５大神殿に攻め込んだ。

			　激しい攻防が続き……。

			「５大神殿のうち、ロウンの地底神殿とガル・ヤースの嵐の寺院は、すでにモンスターの手に落ちました。残るは聖都アカシャ、ハルーランの尖塔、そして……」

			　リーンさんは、いちど口を閉じ、そっと目を伏せた。

			　ぼそぼそと、祈りの言葉のようなものを呟(つぶや)く。

			　顔をあげ、ぼくたちを見る。

			「みなさんもご覧になったでしょう。この地の世界樹もまた、５大神殿のひとつなのです」

			　なるほど、とぼくたちはうなずく。

			　だからこそ、２万もの軍勢が攻めてきているのか。いや、ほかに人類側の拠点があまりないから、ってだけかもしれないけど。

			　すでに人類は、ふたつの楔(くさび)の神殿を奪われている。

			　モンスターがあとひとつ神殿を奪ったあと、彼らがそれをどうするのか、世界がどうなってしまうのか、それははっきりとわからない。

			　とはいえ、それと神(しん)託(たく)の言葉を合わせて考えれば、なにか致命的なことが起こるのは明白。

			　進退きわまる現状で、なおかつこの３つの拠点がひとつでも陥落すれば、その時点で人類の敗北が決定する。

			　この世界、マジで詰んでるなあ。

			　こんな状況、皆がとっくに絶望していてもおかしくない。

			「リーン。こういった情報は、民には伝わっておりませんね」

			　ルシアが、かたい口調でいった。

			　ま、箝口令が敷かれているよな。適切な判断だと思う。

			「ええ。我々も、神(しん)託(たく)を受けてから情報を集め、ようやくこれらの伝承が真実であると確信に至ったのは、つい最近なのですから」

			「あー、それじゃ、いまの話は……」

			「モンスターが、５大神殿を奪いなにをするつもりなのかについては、不明です。致命的なことが起こることだけは、間違いありません。そして……このままただ、抵抗を続けているだけでは、残る３つの神殿を守るきることができないというのも、たしかな計算なのです」

			　だからこそ、さきほど聞いた通り、反攻作戦、なのか。

			　不利を承知でも、思いきって打って出て、起死回生を狙う。

			　問題は、その作戦内容だが……。

			「作戦は２段階に分かれます。生き残った各人類拠点から兵力を捻出し、ロウンの地底神殿とガル・ヤースの嵐の寺院を奪(だつ)還(かん)します。同時に、ハルーランの尖塔と聖都アカシャを、わざとモンスターにあけわたします。そして……このふたつの地のモンスターが神殿周囲に集まったときを狙い、濃いマナが集まるこのふたつの神殿を爆破します。計算では、爆発によって地平線の彼方(かなた)まで広い土地が灰塵に帰します。たとえ神兵級のモンスターが多数、集まっていようとも、全滅させることができることでしょう」

			　わざと城に敵を誘い込み、そこに爆弾を仕掛けておくわけか。

			　苦肉の策ではあるけれど、悪くないように思える。

			　で、それだけじゃ大陸の破滅だから、いちど奪われたふたつの拠点を奪(だつ)還(かん)するわけで……。

			「奪われたふたつの拠点……その、地底神殿と嵐の寺院、でしたっけ。そこの楔(くさび)が、もう使いものにならなくなっているという可能性は」

			「神(しん)託(たく)の結果、現在のところ楔(くさび)の機能に異常はない、という回答を得ることができました」

			　ああ、神さまに聞いたのか。便利だなあ神さま。

			「この世界樹は、残る拠点でもっとも守りが堅いゆえ、われら光の民は守りに専念することになりましょう。みなさんは、ふたつの楔(くさび)の神殿を奪(だつ)還(かん)するチームに入っていただきたく思います」

			「そのへんも、転移門とかで飛べるんですか」

			「はい。すでに事前準備は整っています。目的地のすぐ近くに秘密の砦(とりで)を築きあげております」

			　行動が早い。さっきぼくたちを呼んでみせたように、使い魔とかを利用するからか。

			　魔法って便利だな。

			「すぐに決断する必要がありますか」

			　リーンさんは首を振った。

			「みなさんの今後に関わることです。ほかの方々とも、そして山に残した方々とも相談のうえ、明朝に答えを聞かせてくだされば結構です」

			　なんか余裕の答えだなあ。いや、まあ、向こうもわかっているってことか。この作戦、ぼくらには乗るしか道が残されていないってこと……。

			　って、待って！　いまさらっと聞き捨てならないことをいったぞ、このひと。

			「ぼくたちの山が見つかったってことですか」

			「はい、ついさきほど」

			　リーンさんは微笑(ほほえ)んだ。

			　会談のなりゆきによっては、取引材料にしようとしていたってことか。意地が悪い。

			「みなさんが揃ってから、転移門を開きます」

			　この件をさっと切りだしてくれたってことは、いまは信用してくれている……のだろうか。よくわからない。

		

	
		
			第１１１話　育(いく)芸(げい)館(かん)への帰還

			　

			　さらに30分ほど、打ち合わせを重ねた。

			　ぼくが特に知りたかったのは、使い魔との専従契約についてだ。

			「はい、わたくしも１２８体の鷹(たか)と専従契約を結んでおりますよ」

			　リーンさんは、あっさりとそういった。聞けば、鷹(たか)たちは彼女の一族に伝わる１２８体の使い魔なのだという。

			　あー、だからぼくのカラスより賢そうだったり、いろいろ便利なリンクができたりするのかな。

			「わかりました。一族に伝わる儀式書をお貸しいたしましょう。一族にだけ伝わる特殊な文字で書かれておりますが……」

			「リード・ランゲージで、そういったものも解読できる……はずです」

			「よろしい」

			　リーンさんが、ぱん、と手を叩く。

			　従者の猫耳の女性が、古びた木簡の巻物を持ってきた。数珠つなぎになった木簡には、見知らぬ記号がびっしりと彫刻されている。

			　これが文字なのだろう。木簡に文字を刻んだのは、それがもっとも長持ちするからなのだろうか。あるいはこの『本』そのものに魔法がかかっている可能性もある。

			　ぼくは許可を得た上で木簡に触れ、リード・ランゲージを使った。

			　はたして、文字は読めた。

			「あの。門外不出、って書いてありますけど」

			「世界の滅亡の瀬戸際に、一族の秘もなにもなかろうと、わたくしはそう考えます」

			　あ、はい。もっともな話ですね。じつに助かります。

			「じゃあこれは、白い部屋で読みますね」

			　時間は有限だ。なるべく有効に使いたい。

			　なんなら育(いく)芸(げい)館(かん)に戻ったあと、適当な低レベルのメンバーとパーティを組み、そこらのオークをぬっ殺せばいい。

			　あ、でももう、オークってほとんど駆(く)逐(ちく)しちゃったかなあ。

			「でしたら、これも」

			　もうひとつ、木簡の巻物を渡された。

			「わたくしでは契約できなかった、非常に高位の使い魔です。もしカズが使いこなせるようでしたら、契約してみてください」

			　その木簡もありがたく頂いた。うーん、先に高額の報酬を渡されてしまったなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうこうするうち、アリスとたまきがリーンさんの部屋にやってきた。和平派に襲われるようなこともなく、無事にここまで来られたようだ。

			　ふたりとも、ハガンさんの死を聞いて悲痛な顔になる。

			「わたしが、ついていれば……」

			「でも、かわりにアリスは、たくさんの人の怪(け)我(が)を治して、たくさんの命を救ったんだろう」

			　ぼくはアリスの頭を軽く撫(な)でてやる。

			「きみはよくやった。誇(ほこ)っていい」

			　誰だって、ひとりですべてをこなすことはできない。ぼくたちは、ぼくたちにできることをやるしかない。

			　さて、まだ太陽は、だいぶ高い……。

			　と思って腕時計に目をやってみれば、すでに午後５時前だった。

			　あれー？　と首を傾げる。昨日の感覚だと、この時間、そろそろ夕焼けなんだけども。

			「カズっち、カズっち。ここって、きっと、学校の山よりずっと西だよ？」

			　あ、そうか。ぼくはようやく理解する。

			　時差が発生しているのだ。ってことは、学校じゃ、あと１時間もしないうちに日が暮れるのか。時差は……１時間くらいはあるんじゃないかなあ。

			「ところで、山のどのあたりに転移門を開くのがよろしいでしょうか」

			　リーンさんが訊ねてくる。

			　あー、そうか。ワープするなら……育(いく)芸(げい)館(かん)の一室が安全かなあ。

			　けど、どの建物のどこ、と口で説明するのはなかなか難しそうだ。リーンさんとは文化の差がありすぎる。

			「では、使い魔の視覚と同調いたしますか」

			「ぼくが、リーンさんの使い魔とですか。そんなことできるんですか」

			「可能です。こちらへ」

			　いわれるまま、リーンさんのそばに寄る。

			　リーンさんは、そっとぼくの手を取り……。

			　唇を重ねてきた。やわらかい感触と、熱い吐息。そして、リーンさんの甘い体臭。

			　背後で「ひゃあ」というたまきの声。

			「わっ、わわっ、わあっ」というアリスの声。

			「ん。むうっ」というミアの声。

			　次の瞬間、ぼくの視界が、赤く染まる。

			　いや、そうじゃない。これは、夕焼けに染まった空だ。

			　ぼくはいま、リーンさんの使い魔の視点でものを見ている。

			　なるほど、こうして……視野を共有するのか。

			　やわらかい唇が離れていく。思わず、ぼくは喘ぐような声をあげてしまう。

			　なぜか背後から威圧的な気配を感じる。どうしてだろう、アリスとたまきとミアが睨(にら)んでいる気がする。

			　うん、いまぼくは鳥だ。

			　あいきゃんふらい。余計なことは考えないようにしよう。

			「パスを繋ぎました。指示をお願いしますね」

			　耳もとで、リーンさんの冷静な声。同時に熱い吐息が耳たぶをくすぐる。

			　同時に、鳥が急降下を始めた。

			　茜色に染まる空を背景として、緑豊かな森が見えた。

			　間違いなく、ぼくたちの知る、学校の山だ。

			「リーンさん、もう少し左です。はい、まっすぐ、そのまま」

			　ぼくは彼女に指示を出して、使い魔を動かしてもらう。フライトシミュレーターのように視界がおおきく左旋回し、次いでクイッと落下する。

			　中等部の校舎やその周辺の建物が見えてくる。

			　その左手、手前。少しほかの建物から離れたところに、３階建ての建造物がある。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)だ。

			　ここを出たのは今朝のこと。いまは夕方。まだ12時間も経っていないのに、ずいぶん懐かしく覚える。

			　その育(いく)芸(げい)館(かん)前の広場に、ひとが集まっていた。

			　じつに50人前後。全員、男性だった。高等部の男子である。

			　大部分が、オークから奪ったものだろう錆びた斧やら剣やらを握っている。

			　彼らは険呑な雰囲気で、育(いく)芸(げい)館(かん)を取り囲んでいた。よくよく見れば、２階の窓からひとりの女性が顔を出し、激しい身ぶりでなにか叫んでいる。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)の２階にいるのは、志(し)木(き)さんだった。ぼくの留守を預かる少女は、堂々と胸を張り、毅(き)然(ぜん)とした態度で広場に集まる高等部の男子たちを睨(にら)んでいて……。

			　これは……つまり、そういうこと、なのか。

			「カズ」

			　耳もとでリーンさんの声がする。

			　吐息が耳たぶをくすぐる。だがその声は、少し緊張しているようだった。

			「あなたがたは、仲間割れをしているのですか」

			「ええ、まあ、恥ずかしながら。あの建物のなかにいる女性が、ぼくたちのリーダーです」

			「では、広場の男性たちは」

			　どう伝えるべきだろうか。ぼくは少し迷ったすえ、正直に伝えることにした。

			　できるだけ、リーンさんの嫌悪感を煽(あお)るように。

			「おそらくは高等部の生き残り……少し離れた場所で、女性を奴(ど)隷(れい)のように扱っていたグループです。ぼくたちとは相いれず、結果的に彼らのリーダーを殺す羽目になりました。向こうはぼくたちに遺(い)恨(こん)を持っているかもしれません」

			　アリスとたまきが驚きの声をあげる。どういう事態が起こっているのか、会話から悟ったのだろう。

			　ああ、ちょっと待ってくれよ。たぶん、交(こう)渉(しよう)はすぐにすむ。

			「ぼくたちが加勢する必要があります。建物のなかに飛び込んで、転移門を開いてください」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　10分ほどのち。

			　リーンさんに転移門を開いてもらって、ぼくたち５人はワープする。

			　現れたのは、育(いく)芸(げい)館(かん)の２階、割れた窓の部屋だ。今朝、ジャイアント・ワスプが飛び込んできたところである。

			　ぼくとアリス、たまき、ミアは顔を見合わせる。ルシアは物珍しそうにきょろきょろしていた。

			　転移門を開いたリーンさんの使い魔である鷹(たか)は、翼を軽くはためかせて、ルシアの頭の上に飛び乗った。

			　ここが拠点になったのは、たったの２日前。なのに、ここに帰ってくることができて、とてもほっとしている自分に気づく。

			　とはいえ、感慨に浸る雰囲気ではなかった。割れたままの窓から、男たちの怒号が、耳を塞ぎたくなるような下品な罵声が聞こえてくる。

			　それに反論する志木さんの声も。

			　ぼくたちは、ドアを開けて廊下に出た。そこで、その場を通りかかった少女と鉢合わせする。

			　杉之宮すみれ。アリスやたまきの親友である、ちょっとぽっちゃり気味の少女だ。

			「アリス、たまきちゃん！　え、なに、どういうこと？　いつ帰ったの？」

			「すみれちゃん、ただいま！　わたしたち、さっき帰ってきたのよ！　びゅんって飛んできたの！　そこの鷹(たか)さんがね、びゅんって！」

			　おい、たまき。少しは説明する努力をしろ。

			「ただいまです、ええと、その……」

			　アリスが困ったようにぼくを見る。

			「って、あれ、そちらのかたは？　銀髪の外人さん……え、ええと、ぐーてんたーく？」

			「なぜドイツ語……。ん、これが天然系の萌えぢから」

			　ミアがどうでもいいツッコミをする。

			　ルシアはやさしい笑顔を見せた。ぼくにはわかるけど、完全につくりものの、外行きの笑顔だ。

			「初めまして。わたくしはルシア、アリスやたまきの友人をさせていただいております」

			　優雅な動作で、腰を落とす。兵士と同じ皮(かわ)鎧(よろい)の服装なのに、まるでドレスを着ているかのようだった。

			　こういうところ、ルシアは本当にお姫さまなんだなあ。

			「え、ごめんなさい、わたしドイツ語は……」

			　まだ慌てているすみれ。

			　だからドイツ人じゃなくて。って、あ、すみれにはルシアの言葉がわからないのか。

			　そりゃそうだよな。

			　ぼくはルシアにメニー・タンズをかけた。

			　ルシアはもういちど、すみれに対して同じ挨拶をする。

			「あ、ご丁寧にどうも。わたし、杉之宮すみれと申します」

			　ぺこぺこお辞儀するすみれ。

			「え、ええと、日本語、お上手ですね。それと、銀の髪、とても綺(き)麗(れい)です……。あれ、耳が……」

			「これはわたくしの種族の特徴です」

			「種族？」

			「ん。ルシアはエルフで……」

			　こらこら、呑(のん)気(き)に話をしている場合じゃない。特にミア、きみは余計なこといわない。

			「それより、いまの状況を説明してくれ」

			「あ、そうです！　カズさん、たいへんなんです。高等部のひとたちが、その、自分たちも仲間に入れて欲しいって、押しかけてきて……」

			　外の怒号に耳を澄ませる。女性に関する下品な冗談が聞こえてきた。すみれが赤面する。

			　やー、あれを「仲間に入れて欲しい」というのはかなりの婉曲表現じゃないのかなあ。

			「すみれちゃん……。あの、相手を悪くいわないのは、すごく正しい行いだと思うんですけど、こういうときは……」

			　アリスすら苦笑いしていた。

			　人のいいアリスにこんなこといわれるのって、相当なもんだぞコレ。

			「ねえ、すみれちゃん。つまり、外の先輩たちは、女が欲しいってこと？」

			　たまきが腕まくりする。お、やる気まんまんだな。

			　いや、今回はたぶん、きみは出番ないと思うけど……。
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			「ほんっと、失礼しちゃうわね。軍門に降っておとなしく性奴(ど)隷(れい)になれって？」

			「せいどっ、あの、その」

			「わかったわ、わたしがちょっといって、ぶっ倒してくる！」

			「まあ、待て」

			　ぼくは出ていこうとするたまきの手を掴(つか)んだ。たまきは「カズさんは黙ってて！」とおかんむりだ。そうとう頭に血が上ってる。

			「相手がどれくらいレベルアップしているか、わからないぞ。そりゃ、きみに敵うやつはいないだろうけど、10人くらいからいっせいに魔法を使われたら……」

			「あ、そか。魔法は……むう」

			　こと近接戦闘に限っていえば、剣術がランク９になったたまきは、無敵だ。外にいる高等部の男たちは、よくてレベル10かそこいらである。

			　いや、おそらくはずっと下のレベルだろう。

			　たぶん、よくてランク３程度だと思う。

			　いまのぼくたちから見れば、はっきりいって雑(ざ)魚(こ)だ。

			　だが魔法攻撃ともなると、話は異なる。なまじ幾多の戦いを経験してきているだけに、脳筋のたまきだって、複数の魔法使いが連携してきたときのおそろしさは身にしみて理解していることだろう。

			「それにさ。きみが出ていって、叩きのめすとして……下手したら、同じ人間を、同じ学校の生徒を殺すことになる」

			「そ、そんなの、平気だわ！　カズさんだって、シバを殺したじゃない。だったら、わたしだって……」

			「違うよ。ぼくが、きみにそんなことをして欲しくないだけだ。もちろん、どうしても必要だと思えば、命じるけどね」

			　そういいながら、ぼくはかつての志木さんの言葉を思い出す。

			　この育(いく)芸(げい)館(かん)に１００体からのオークが押し寄せてきたときのことだ。彼女は、ぼくに「すべてはわたしの命令、指揮官が命じたことと思って、仲間を死地に送れ」といった。

			「きみがひとを殺すときは、ぼくの命令で殺すんだ。その責任も権利も、すべてぼくのものだ。……いいね」

			　ぼくは、強い口調で、そういってのける。たまきは少し緊張した面持ちでぼくの言葉を聞いたあと、生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			「でも、カズさん。それじゃ、カズさんだけ……辛いよ」

			「アリスやたまきの痛みを分かち合えるなら、ぼくはその方が嬉しい」

			　そういって、ぼくは笑った。

			　心からの言葉だった。心からの笑顔ができたと思う。

		

	
		
			第１１２話　育(いく)芸(げい)館(かん)の様子

			　

			　さて格好つけたところで、外の連中をどうするか、方針を定めなければならない。

			　ぼくひとりで決定するのではなく、志木さんとも話し合う必要があるだろう。

			　そんなことを考えて、志木さんがいる部屋に赴(おもむ)く。

			　２階の会議室のなかを覗いた。

			　志木さんのそばで、不安そうにしている数名の少女たちが、ぼくらに気づき、ひどく驚いた表情になった。

			　ぼくは、悪戯っぽく口もとに人差し指を当てて、静まるよう頼み込み、志木さんに小声で呼びかける。

			　窓のところにいた志木さんは、ちらりとこちらを振りかえる。

			　懸命な委員長様は、ちいさくうなずいてみせた。

			　まわりの子たちの態度で、ぼくが声をかける前から、ぼくたちの帰還を悟っていたのだろう。

			　いっけん、なにごともなかったかのように、ふたたび外に振り向く。尋常な胆力ではない。

			「あなたたちの要求はわかったわ。いちど、相談させてちょうだい。覚悟を決める時間くらい、もらってもいいでしょう」

			　しおらしくそんなことをいったあと、窓を閉める。ツカツカとおおきく足音を立てながら、入り口付近にいるぼくらの方へやってきた。

			　ぼくを睨(にら)む。えー、なんで睨(にら)まれるかなあ。

			「どうやって、いつの間に……それと、そちらの方は……。そもそも、言葉は通じるの？」

			　立て続けに質問してくる。

			「さっき、転移門でワープしてきた。そこの子は、ルシア。魔法で言葉の問題は解決。で、状況を整理しよう。やつらはなんで、いまさら？」

			　志木さんはちらりとルシアを見たあと、ため息をついて「まあいいわ」と肩を落とした。

			　そう、いま重要なのは、この事態にどう立ち向かうかだ。実力で排除するのか、言葉を使うのか、それとも……。

			　そのためには、ぼくたちが正確に状況を把握する必要がある。

			「馬鹿げた話よ。今朝から昼にかけて、高等部では、大規模な組織の再編が起こったわ。ミア、あなたのお兄さんである田上宮(たがみや)結(ゆう)城(き)先輩が中心になってね」

			　志木さんが聞いた話によれば、その結果、結城先輩は50人前後の組織をつくりあげた。生き残った高等部の生徒のうち、これまではどちらかというと弱者に属していた者たちがその中心となった。

			　だが、そういった動きに反発する者もいる。望んでもその組織に入れなかった者も多かった。

			　端的にいって、反発していた者も、結城先輩に拒絶された者も、シバの配下で好き勝手にやっていたやつらだ。

			　結城先輩は、昨夜まで、こっそりと生き残りの生徒たちの動向を調べ上げていた。誰がどんな思想を持ち、この世紀末ひゃっはー的な状況でどう行動したのか、詳(しよう)細(さい)な調査を行っていた。

			　ゆえに、いっけん同じシバの組織に組み入れられた者たちでも、嫌々行動していた者とそうでない者をはっきりと区別できたのだ。

			　結城先輩は、自ら罪人を選別した。彼は、見捨てるべき者は見捨てると、冷酷に宣言したという。

			　ただし、それは弱者を見捨てるということではない。逆にこれまで弱者を見捨て、虐げていた者たちを切り捨てるという決断であると。

			　結城先輩の言葉は、おおいに支持された。それはきっと、彼の地味で細々とした行動が受け入れられた結果でもあるのだろう。

			　彼自身は指導者になりたがらなかったけれど、でも彼こそが指導者にもっともふさわしい人物であると、誰もが認めたのである。

			　そういうわけで、ニンジャは影の存在になれなかった。日なたに出て、脚光を浴びる羽目になった。

			　さぞや不本意だったことだろう。

			　でも結城先輩は、それが必要だと理解していた。なまじ頭がいいだけに、皆のため、己のため、そして中等部にいる妹のために、己ができる最大限の努力をせざるを得なかった。

			　結果的に、彼の試みは上手くいった。

			　上手くいきすぎたのかもしれない、と志木さんはいう。

			　彼はきっと、最終的に組織が固まる前に、いちどくらいはいざこざが起き、それによって切り捨てた「かつての強者」たちの勢いをおおきく削ぐことができると計算していたに違いないと。

			「でもそれって……。高等部のひとたちで旧シバ派の人間を殺す、ってこと、だよね」

			「そうよ。じゃないと、禍根を残すもの。たぶん、みんなで団結して、協力して、ある意味で通過儀礼にするつもりだったんだと思う」

			　平然と、怖いことをいう。

			　無論、その有用性についてわからないわけじゃないけれど、こういう果断な決断を下せるからこそ、志木さんや結城先輩は指導者向きなんだろう。

			「あら、当然のことよ。文化祭の準備で、クラス一体となってがんばったりすると、みんな仲良くなれるでしょう」

			「いってることはとても正しいけどね」

			　どん引きですわ、お祭りと人殺しをいっしょにするとか……。

			　いや、そういう平時の感覚がダメなんだろうけどさ。

			　ぼくはきっと、苦虫をかみつぶしたような顔をしていたのだろう。志木さんが、してやったりという顔をする。

			　こいつ本当に性格が悪いな！

			「ごめんなさいね。あなたはボッチだったから、クラスとの一体感なんてなかったかしら」

			「こんちくしょう！」

			　ああもう、このひとはーっ！　ぼくをいじって、そんなに楽しいか！

			　楽しいだろうなあ、ちくしょうめ。

			　ちなみに、志木さんのまわりにいる女の子たちはきょとんとしている。彼女たちに聞かせてどうするつもりだよ。

			　あとで適当にごまかすのかもしれないけど。

			　なにもかも平常運転で、ほんと、育(いく)芸(げい)館(かん)に戻ってきたんだなあって気分でいっぱいだよ。

			　涙が出そうだ。泣くぞコラ。

			「ま、カズくんいじめはこのくらいにしておいて……。真面目な話、わたしたちに手段を選んでいる余裕なんてない。そうでしょう？」

			　ああ、それはわかっている。ぼくには志木さんが持っていない情報もあるから、なおさらだ。

			　さすがに、ほかの子たちの耳があるいまこの場では伝えられないけど……。

			　下手したら、この大陸は、この世界は、明日終わる。

			　こんなショッキングな情報を辺り構わず触れまわるのは、さすがにヤバい。

			「そうね、なんせ下手したら、明日、世界が滅ぶかもしれないし」

			　たまきがいった。

			　あっさりといった。

			　うわあ、しまった。こいつはこういうやつだった。きちんと口止めしないと、やらかすやつだった。

			　ミアとルシアが額を手で押さえている。アリスはきょとんとしていた。志木さんは苦虫をかみつぶしたような表情で、ぼくを睨(にら)んでくる。

			　はい、ぼくの監督不行き届きです。ごめんなさい。

			「え、あれ、マズかった？」

			「まあ……いずれみんなにも話すことだから……」

			　周囲で話を聞いていた数名の少女たちに、志木さんが緘口令をいいわたした。彼女たちは、意味がよくわからず、コクコクうなずいている。

			　憶測だけが勝手に広まるのは困るから、当然の判断だろう。

			「いろいろ情報を手に入れてきたみたいだけど、すぐにわたしが聞く必要はあるかしら」

			「あとでいい。それより、こっちの問題をさっさと片づけよう」

			　結局のところ、ぼくたちが迷って悩んでいるのは、彼ら高等部の男子を、まだ少しでも同胞だと感じているからだ。

			　人殺しにはなりたくないと。

			　モンスターと戦うことはできても、同じ人間を殺すことには強いためらいを覚えている。

			　もちろん、覚悟完了しているひとはいるだろうし、ぼくはすでにひとり、ひとを殺めている。

			　って、そういえば、覚悟完了してるだろうひとが、ほかにもいたな。

			　彼女はいま、どうしているんだろう。

			「桜さん……長月桜さんは？」

			「彼女はいま、縛(しば)って３階の部屋に放り込まれているわね」

			　志木さんは、こともなげにいう。

			　おいおい。

			「なにがあった」

			「高等部の男子が集まってきたとき、槍(やり)を持って飛び出そうとしたのよ。なにをいっても聞かなさそうだから、とりあえず潮(し)音(お)ちゃんにフレイム・バインドをかけてもらったあと、縛(しば)って放置」

			　お、おおう……。
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			　フレイム・バインドは火魔法ランク５、炎の輪を対象の周囲に呼び出し、それをロープのように用いて拘(こう)束(そく)する魔法だ。

			　潮音というのは、育(いく)芸(げい)館(かん)残留組の火魔法の使い手で、最上潮音。１日目に育(いく)芸(げい)館(かん)でたまきたちと籠(ろう)城(じよう)していたうちのひとりで、中等部の２年生だ。

			　最初は火魔法と槍(やり)を上げていたはずだが、途中から火魔法１本に絞っていると聞く。

			「桜ちゃんは、自暴自棄になっているから。破滅型の彼女を追いこむようなことは、したくないの」

			「お優しいことで」

			「あら、わたしはいつだって、優しいのよ。カズくんには、わからないかしら」

			　志木さんは、そういって笑う。

			　腕組みして堂々と胸を張る。

			　わかってますけどね。きみは、汚れ役をひとに押しつけたくないんだろう。

			　だからこそ、長月桜が汚れ役を一手に引き受けようとしたとき、とっさにそれを阻止した。

			「みんなにやさしくして、ぼくをいじめるんだな」

			「いじめてなんかないわ。いじっているだけ」

			　小生意気な少女は、これみよがしに肩をすくめてみせる。

			「しかし、そういうことになると……。あー、志木さん、ふたりだけで密会、いい？」

			「あら、ふたりきりでなにをしたいの？」

			「悪だくみ」

			　正直、ここから先は、アリスたちにあまり聞かせたくない話になる。

			　あ、いや、待てよ。

			「あ、やっぱりルシア、きみも来て」

			「構いませんが……。わたくしで、よろしいのですか」

			「むしろルシアだから、いい。志木さんとふたりで、ブラックパワーを解放して欲しい」

			　ルシアが怪訝そうにぼくを見る。

			　志木さんが半眼でぼくを睨(にら)む。ついでにいえば、アリスもジト目で、頬をふくらませている。

			「いやほんと、ルシアには期待している」

			「カズくん、あなたねえ……。まあいいわ、よろしく、ルシアさん」

			「はい、こちらこそ、志木……さん？」

			　あ、距離感を測りかねてるな。志木さんは、ほがらかに笑う。

			「呼び捨てでいいわよ」

			「では、志木、と呼ばせていただきますね」

			　ルシアは微笑(ほほえ)む。あ、これは本当に嬉しい笑顔っぽい。

			　やはり、腹黒い人は、腹黒い人と惹(ひ)かれあうのか。

			「カズくん、いやらしい笑いしてるわ」

			「気のせいデスヨ？」

			「なんでカタコトなのよ」

			　また、志木さんにジトーッと睨(にら)まれた。

		

	
		
			第１１３話　役に立たない駒

			　

			　たまきにはああいったけど、実のところ、育(いく)芸(げい)館(かん)の前にたむろしている50人を殺すことなど簡単である。アリスやたまきのちからを借りる必要もない。

			　ぼくの召(しよう)喚(かん)魔法で、適当な使い魔を呼び出して、虐(ぎやく)殺(さつ)を命じればいい。

			　あるいは、ルシアの火魔法で焼きつくす手もある。多少は討ち漏らしが出るかもしれないが、許容範囲だろう。

			　どうせ彼らだけでは生きていけない。

			　女性を欲望のはけ口にし、弱いものを虐げて、シバの手先となっていた男たち。彼らの行いは、ぼくたち育(いく)芸(げい)館(かん)組にとって、充分、憎悪するに値する。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の大半は、ぼくたちの行動を容認するだろう。それどころか喝采すると確信している。

			　だが全員ではない。たとえば、アリスとたまきの友人である杉之宮すみれ。

			　彼女は、さきほども遠慮したものいいだった。

			　きちんと説得すれば、やむをえぬ処置であると、承知してくれるかもしれない。

			　それでも、わずかなしこりが残る可能性はある。ぼくたちとしては、育(いく)芸(げい)館(かん)組の結束をこそ、大切にしたい。

			　ひるがえって、甘い処置をすればどうか。

			　そちらこそ、育(いく)芸(げい)館(かん)組の結束を危うくするだろう。嫌悪すべき男たちを野に放つような指揮官は、糾弾するに値するのではないか。

			　そのあたりを天(てん)秤(びん)にかけているからこそ、志木さんはまだ、迷っているのだろう。

			　加えて、高等部のもうひとつの派(は)閥(ばつ)、結城先輩を中心とする者たちのこともある。彼らは、ぼくたちの処置をどう考えるだろうか。

			　ぼくと志木さんとルシア、３人で個室にこもり、鍵(かぎ)をかける。

			　最初に口をひらいたのは、ルシアだった。

			「すみやかな攻撃を行わないのは、あなたがたの世界における常識的な感覚によるものですか」

			「甘い、といいたいのね」

			　志木さんは、腕組みして、苦虫をかみつぶしたような顔になる。

			「それは否定しないわ。わたしたちは、３日前まで、戦争どころか暴力すらほとんどない世界で育った。同胞を殺すという行為に強いためらいを覚えているわ。……わたしだって、口ではなんだかんだいっても、カズくんに甘えていた」

			　別に、ぼくを頼ってくれるのはいいのだけれど……。

			　志木さんと視線を交わす。その双(そう)眸(ぼう)が、みじろぎするように動いた。

			「なんか、それ以外にも理由がありそうだね」

			「実は、さっきね。高等部に使い魔のカラスを送ったの。育(いく)芸(げい)館(かん)で起こっていることを教えるためにね」

			　育(いく)芸(げい)館(かん)では、ぼく以外にも召(しよう)喚(かん)魔法を選んだ者がいる。

			　サモン・ウォーターやサモン・ブレッドだけでも有用だからだ。いまみたいに、メッセンジャーとしても便利だし。

			「カラスには、結城先輩が追放した彼らをどうして欲しいか、と……そう訊ねる手紙をつけたわ。まだ返事が返ってきていないけど」

			「どういう答えが返ってくると思う」

			「結城先輩自身が来るんじゃないかしら」

			　だろうな、とぼくもうなずく。あのひとは、そのあたり義理がたいし、責任感も強い。

			　けど、それって余計、面倒になるんじゃ……。

			「集まった人たちが結城先輩を襲いでもしたら、皆殺しにするいい口実ができるわ」

			「ああ、うん、ソウデスネ」

			　志木さんが、にやりとした。こいつは悪党のツラですわ。

			　彼女はきっかけが欲しいんだ。誰の目にも明らかに、彼らを討(とう)伐(ばつ)しなきゃいけないっていう大義名分が。

			　皆がまだ無意識に持っている、人を殺しちゃいけないというストッパーを破壊するためのなにかを求めている。

			「あなたがたが人殺しを忌避するのでしたら、わたくしがやっても構いません」

			「これはわたしたちの問題なの。わたしたちが自らの殻を破るためにも、必要なこと。少し面倒かもしれないけど、ここは黙って見ていて欲しいわ」

			　ルシアは志木さんと見つめ合う。というか、睨(にら)み合っているのかもしれない。

			　怪獣同士が互いの力量を観察しているような感じだ。

			　お互い、表情は笑っている。でも目がちっとも笑っていない。

			　怖い。アリス助けて！

			「カズくん、ひとごとみたいに目をそらさないで」

			「あー、志木さんのおっぱいがおおきいから、恥ずかしくて。ぼくもほら、健全な思春期の少年だから」

			「はいはい、アリスちゃんにいいつけるわよ。で、あなたの意見を聞きたいのだけれど」

			　ぼくは少し迷ったすえ、「さっきもちょっとたまきがお漏らししたけど」と例の話をすることにした。

			「この世界の住人と会ったよ。光の民と自称する集団のトップに座るひとが……リーンさんっていう鷹(たか)をたくさん操る召(しよう)喚(かん)術師なんだけど、そのひとがいうには、明日、この大陸は滅ぶらしい」

			　志木さんは、ルシアを見た。

			　エルフの亡国王女は、はっきりとうなずいてみせる。

			　志木さんは、腕組みして、ぼくに視線を戻す。

			「本当なのね」

			「突飛もない話に聞こえるかもしれないけど、本当だよ。で、それを防ぐためにも、ぼくたちは明日、光の民に協力することになると思う」

			「それで？」

			「総力戦になる。場合によっては、ぼくたちトップチームだけじゃなくて、この育(いく)芸(げい)館(かん)のセカンドチームや結城先輩のところのひとたちも参戦してもらう。そうなると……」

			　なるほど、と志木さんはうなずく。

			「この育(いく)芸(げい)館(かん)の守りも薄くなる、というわけね」

			「根こそぎ戦力を持っていったら、そうなる。外にいるやつらがつけいる隙になるだろう」

			「だから、いまのうちに始末するべき、と？　姑息でもってまわった作戦や段取りなんて無視して？」

			「問答無用でね。ルシアがやるべきじゃないのは、同意。ぼくたちにとって新参である彼女の立場が悪くなる。でも、ぼくが勝手にやる分には、だいたいの子は認めてくれると思う」

			「全員は、認めないかもしれない」

			　ぼくは肩をすくめた。

			「それはそれで、いいよ。優先順位を考えよう。明日も明後日もぼくたちが生き残ることが、いちばん大切なことだよね」

			　志木さんは少し考えたすえ、「そうね」とため息をついた。

			「そういうことなら……こうして議論している時間すらも、もったいないわね」

			　といって、ぼくを睨(にら)む。両手を腰に当てて、胸を張る。

			「ただし、カズくん。あなたが勝手に、というのはダメよ。あなたは、わたしの命令で、ひとを殺すの。いいわね」

			　まあ、そういうと思った。それでこそ志木さんだと思う。

			　このいじっぱりめ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋上から攻撃しよう、ということになった。

			　ぼくたちは、部屋を出て階段に向かう。アリスやたまきも、黙ってついてきた。

			　階段の前には、数人の少女がいた。

			　皆、魔法の使い手だ。

			「わたしたちも、戦わせてください」

			　そのなかのひとり、肩まである髪を茶色に染めて、縁なしの眼鏡をかけた少女がいった。

			　さっき名前が出た、最上潮音。中等部の２年生で、火魔法の使い手だ。

			「カズ先輩がいないうちに、火魔法はランク５になりました。お役にたてると思います」

			　ぼくは志木さんを見た。志木さんは肩をすくめて「慕われているじゃない」と皮肉に笑う。

			　こんちくしょう。

			「いいわよ。屋上から攻撃できるなら、身の危険もあまりないと思うわ。念のため、何人か１階のエントランスで待機して……アリスちゃんとたまきちゃん、エントランス組の指揮をお願い。いざというときは……わかるわね」

			　屋上から襲われたやつらが、やぶれかぶれで育(いく)芸(げい)館(かん)に押し入ってくる可能性。

			　あるかもしれない。その場合、アリスやたまきが、そいつらの始末をつけることになる。

			　できれば彼女たちには手を汚して欲しくない、けど。

			　ぐだぐだと理屈をこねている余裕なんて、ないかもしれない。

			　世界樹付近で襲ってきた、和平派の件もある。

			　モンスターの側につく人間、あるいは亜人の存在。これから先、そういった者たちを相手にする可能性もあるなら……これは、その予行演習としてちょうどいいのかもしれない、か。

			　やるせない気分になるけど、でも、過保護はダメなんだろう。明日、すべてが終わるかもしれないっていうときなんだから。

			　優先順位を間違えちゃいけない。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)の子たちを保護したのは、慈善事業じゃない。ぼくが、ぼくとぼくの大切な数人が明日を、明後日を生き延びるために、戦力を増やすことが有用だと判断したからこそ、彼女たちを助けたのである。

			　アリスとたまきは、元気よく返答して、下階に走っていく。ぼくたちは、４人の少女を加えて屋上にあがった。

			　ドアをひらくと、夕方の強い風が吹き抜けた。まだ姿は見えないけど、高等部の男たちの罵声が届く。

			　ひょっとしたら、ぼくの姿を見て、彼らがなにかいうかもしれない。いじめられていたぼくのことを、嘲笑し、揶揄するかもしれない。

			　そう思うと、少し腰が引けてくる。

			　でも……そうだな。せめて、殺す相手の顔くらいはきちんと見ておきたいかも。

			　ぼくは手すりの近くに歩きかけて……。

			　志木さんが、「待って」という。

			「カズくんは、使い魔さえ出してくれればいいわ」

			「でも……」

			「あなたは切り札で、わたしたちの英雄なの。少なくとも、いまはまだそうであるべきよ」

			　志木さんはそういって、戸惑っている女子たちをちらりと見る。

			「今後はともかく、今日は、まだ」

			　あー、そうか、余計なことは聞かれたくないもんな。これはぼくの気持ちどうこうじゃなく、ぼくをカリスマ化しておくための方策だ。

			「サモン・グレーター・エレメンタル：ウィンド、サモン・グレーター・エレメンタル：ファイア」

			　ぼくは２体の上位精霊を呼び出す。いらないかもしれないけど、いつものように付(ふ)与(よ)魔法をかけていく。

			　キーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アーム。

			　続いて、ルシアとミア、最上潮音たちに、クリア・マインドとスマート・オペレイション。

			　なお今回も、志木さんはクリア・マインドを嫌がった。ほんとこのひと、マゾだな！

			「じゃあ、いきましょうか」

			　志木さんが、ゆっくりと手すりまで歩いていく。

			　広場の男たちが、ざわめく。

			　って、あれ？　なんか、彼らのざわめきが、妙な感じ……。

			　ぼくは好奇心に駆られて、給水塔の陰からこっそりと広場を覗く。高等部の男子たちは、皆、こちらではなく、山の上の方を見ていた。

			　なんだろう。ぼくの視線もそちらに向く。

			　山の頂上の、さらに上。

			　そして、発見した。

			　島があった。ちいさな島がひとつ、宙に浮いて、いましも山を越えようとしている。

			「らぴゅた？」

			　ミアの声にも、ちからがない。呆(あつ)気(け)にとられているのか。

			　いや、それよりも……。

			　ぼくは、そばで震えているルシアを見る。彼女の手を握る。

			　ルシアは、はっとぼくに向き直る。端整なその顔が、ひどく青ざめていた。

			「あれは、なんだ」

			「魔王には、４人の幹部がいるといわれています。これを四天王、と呼称します」

			　ルシアはいう。

			「浮遊要塞。あれは、魔王軍の幹部のひとり、鬼将ザガーラズィナーの居城です」

			　そして、と彼女は続けた。

			「わたくしの国は、あの浮遊要塞によって滅ぼされました」

		

	
		
			第１１４話　浮遊要塞

			　

			　鬼将ザガーラズィナー。

			　初めて出た、モンスターの固有名詞だ。

			　あー、そもそも固有名詞のあるモンスターってどういうことだ？

			「魔王軍の幹部といわれる、４体のモンスターがいます。魔王が専従契約で召(しよう)喚(かん)したといわれる者たちです」

			　あ、そうか。そこで専従契約が出てくるってことね。

			　それって……つまり、強いんだよなあ。

			「神兵級、なのか」

			「神兵級よりさらに強い、といわれております。これまでの記録によれば、ザガーラズィナー本人の戦闘を見て生き残った者は皆(かい)無(む)です。もっとも、この個体が戦場に出たという記録そのものが少ないため……」

			「そりゃ、軍隊を率いる将軍だもんな」

			　将軍が前線に出てくるなんて、物語のなかだけだろう。

			　いや、この世界の場合、個人の戦闘力が戦局をおおきく左右することもあるだろうから、いちがいにはいえないのか。ましてや、その実力が神兵級モンスターであるメキシュ・グラウやレジェンド・アラクネ以上であるなら……。

			　っていうか、メキシュ・グラウ以上ってなんだよ。モンスターにはランク９より上があるってことか？

			「あの浮遊要塞には、およそ２０００体のオーガが配備されているといわれています。彼らは前線をいっきに飛び越え、王都を襲(しゆう)撃(げき)しました。王都の民が浮遊要塞を見上げたその日に、わが国は滅んだのです」

			　機動力は最大の武器か。容易には手を出せない空を自由に動き、どこにでも現れる脅(きよう)威(い)。

			　めちゃくちゃ厄(やつ)介(かい)だ。

			　２０００体のモンスターと、神兵級を超えるボス。

			　そんなものが、この山にやってきた。敵は、魔王軍は、ぼくたちのことをどこまで知っているのか。

			　中等部と高等部の生徒、全員が隠れていれば、やり過ごせるだろうか。

			　少し考えて、無理だろうと首を振る。たとえ、彼らの目的がこの山ではなかったとしても……。

			　コンクリートの校舎、激しい戦いの跡。

			　ひどく怪しい。この世界の住人にとって、これほど奇妙な光景はないだろう。

			　だいいち、いま広場に集まっている高等部のやつらが、おとなしくこちらのいうことを聞くとも思えない。

			　ああもう、笑えてくるね。敵は一国の王都を楽に滅ぼすほどの戦力をぶつけてきているってのに、こっちは仲間割れしてるのか。

			　愚痴っていても仕方がない。浮遊要塞に対してどういう態度に出るか、まずはそれを考えよう。

			　前提が変わった。もうこうなったら広場のやつらはガン無視するべきだ。いま対処するべきはモンスター軍の新戦力である。

			　いや、そもそも戦うこと自体が無(む)謀(ぼう)、か……。

			「ルシア。転移の魔法は、まだリーンさんの鷹(たか)を起点に使えるんだよね」

			「はい。この鷹(たか)を通じてリーンに頼めば、可能です」

			　いつの間にか給水塔の上に停まっていた鷹(たか)が、ルシアの掲げた手の上に着地した。

			　リーンさんの使い魔は、首を上下させてうなずく。

			「みなさん全員を、われら光の民の地に避(ひ)難(なん)させる用意がございます」

			　鷹(たか)が、しゃべった。

			　志木さんたちが、きょとんとしている。

			　あ、そうか、また言語の問題か。ぼくは鷹(たか)にメニー・タンズをかけた。リーンさんはそれを理解したか、もういちど同じことをいう。

			　志木さんはぼくと視線を交えた。

			「避(ひ)難(なん)するなら、この育(いく)芸(げい)館(かん)にいるひとたちだけになる」

			　ぼくはいった。

			「もちろん、外にいるやつらは連れていかない」

			　彼らが光の民と揉(も)め事を起こさない未来が、想像できない。それなら、ここでモンスターたちの餌(えさ)になってもらった方がいい。

			　志木さんも異論はないだろう。

			　一般人にとって、自分の手でひとの首を絞めて殺すのは、とても抵抗のある行為だ。でも、見えないところで人々が飢えて死んでいく分には、たいして心も痛まない。

			　ましてやそれが、野蛮で残酷な行為に手を染めていた、モラルの欠片もない男たちであるなら、なおさらだろう。

			　問題は、そこじゃなくて……。

			　ぼくはミアを見る。ミアはいつも通り、表情に乏しいが……。

			　そう、その場合、結城先輩たちは見捨てることになる。

			　高等部の人々まで助けることはできない。ミアのお兄さんたちは、見殺しだ。

			　ミアは相変わらず、表情の変化が少ない。なのに、いまのぼくには、彼女が泣きそうな顔をしているようにしか見えなかった。

			　だからといって、ここでぼくと志木さんが決断を下さないわけにはいかない。

			　敵はすぐ近くまで迫ってきている。こうしている１分、１秒が惜しい。

			　ぼくはぐっと拳(こぶし)を握り、志木さんに向き直り……。

			「カズくん、あなたたち５人で高等部まで飛んでいくとして、どれくらいの時間がかかるかしら」

			　志木さんがいった。

			　え？　……いや、そうか。

			「５分はかからない……と思う。あと、グレーター・インヴィジビリティで透明になって飛べば、注意を惹(ひ)かないですむかもしれないね」

			「わかったわ、じゃあ、それでいいわね」

			　是非もない。志木さんは近くの少女たちに指示を出し、育(いく)芸(げい)館(かん)組の少女たちを大至急、ホールに集めるよう告げる。

			　そのあと、ぼくたちに向き直る。

			「転移門というのは、その鷹(たか)の使い魔がいれば、どこにでも開けるのでしょう。あの空飛ぶ島が育(いく)芸(げい)館(かん)の真上まで来るまでには、もうしばらく時間がかかるわ。育(いく)芸(げい)館(かん)組は、さっさと転移門で脱出させる。あなたたちは、そのあと、鷹(たか)を連れて高等部まで飛んでいきなさい」

			　それと、と補足する。

			「いまメモを書くわ。カズくん、カラスを呼び出して、中等部本校舎の屋上まで飛ばしなさい。そこに高等部の中継スタッフが待機しているの。高等部組を１か所に集めてもらいましょう」

			　志木さんはペンと手帳をとりだして、さっと手紙をしたためた。ぼくが慌てて召(しよう)喚(かん)したカラスの脚に、折りたたんだ紙を手早く結いつける。

			　ぼくの指示で、カラスが空に舞い上がる。

			　志木さんたちが階下に降りていく。ぼくはディポテーションで召(しよう)喚(かん)したばかりの２体の使い魔を消したあと、最後にもういちど、空を振り仰(あお)ぐ。

			　巨大な島が、ゆっくりと迫ってきていた。

			　その途上で、ぽろぽろとなにかを落としていく。距離が遠すぎてわからないが、モンスターだろう。

			　うわあ、いま育(いく)芸(げい)館(かん)が偵(てい)察(さつ)隊とか出してなくてよかった。

			「カズっち、ありがと」

			　ミアが、ぼくの服の裾を引っ張って、ちいさな声でいう。

			　ぼくは笑った。

			「思いついたのは、志木さんだ」

			「でも、カズっちもすぐ、おっけーした」

			「勝ち目があるなら、そりゃね。明日のことを考えると、高等部組の戦力は貴重だ」

			　ミアは「ん」とうなずく。

			「それでも、嬉しかった」

			「きみのモチベーションもあがるなら、なおさらいい」

			　さて、とぼくたちはきびすを返し、屋上から立ち去る。

			　広場では、まだ高等部のやつらが大騒ぎしていた。うーん、こりゃ、速攻で敵の目標はここになりそうだなあ。

			　本当は、なるべくいろいろなものを転移門で運び出したかったけど……。

			　そんな暇、なさそうだ。急いだ方がいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　５分ほどのち、１階の薄暗いエントランス・ルームに直径３メートルほどで円盤状の青白い光が現れる。

			　転移門だ。

			　外の高等部男子連中は、相変わらずやかましく騒いでいる様子であった。かといって、逃げるでもなく、組織だって迎撃の用意を調えるでもない。

			　完全に烏(う)合(ごう)の衆(しゆう)だ。

			　光の上に乗った少女たちが、次々と消えていく。そのなかには、拘(こう)束(そく)を解かれた長月桜の姿もある。

			　彼女たちは、皆、重いリュックサックを背負っていた。

			「いつ育(いく)芸(げい)館(かん)を放(ほう)棄(き)してもいいように、準備をしていたのよ」

			　志木さんがいう。サバイバルに必要な装備は、うまく数名のリュックサックに配分してあるらしい。数日はなんとかなるはずだと。

			　頼もしいことだった。

			　ぼくは志木さんほか数名にメニー・タンズをかけておく。向こうで会話ができないと困ることを、直前になって思い出したのだ。

			　最後に青白い光に乗って消えた志木さんを見届けたあと、使い魔の鷹(たか)は転移門を閉じる。

			　鷹(たか)は、ルシアの頭に飛び乗った。

			「そこ、定位置になったんですか」

			「ルシアは、使い魔をいじめたりしませんから」

			　鷹(たか)がリーンさんの声でそういって、ジロリとミアを睨(にら)んだ。

			　あ、根に持ってる。ミアは、そっぽを向いて口笛を吹いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　グレーター・インヴィジビリティとフライのかかったぼくたち５人が、育(いく)芸(げい)館(かん)の２階の窓から飛び立つ。ぼくだけはシー・インヴィジビリティで皆の姿が見えているけど、ほかのひとは仲間すら見えていない。

			　だから互いに手を繋いだ。

			　ルシアは、リーンさんの使い魔の鷹(たか)を、片手で胸に抱えていた。それだけだと鷹(たか)だけ姿が見えてしまうので、こちらにもグレーター・インヴィジビリティをかけてある。

			　広場でまだ右往左往している男たちの頭上を飛び越える。

			　ふと、彼らの声が聞こえてきた。

			「シバさんが……いって……」

			「おい、だからシバさんを……」

			　うん？　こいつら、まだシバが死んだことを受け止めきれていないのか。

			　だから、こんな馬鹿げたことができたのか？

			　そんなことを考えながら、ぼくらが広場を抜け、林のなかに入った直後。

			　浮遊要塞の上で、ぴかっとなにかが輝いた。背筋を冷たいものが走り抜ける感覚。

			「森のなかに！」

			　ぼくは叫び、高度を下げて木々に突っ込む。

			　直後、浮遊要塞から放たれた一筋の光線が、育(いく)芸(げい)館(かん)を刺し貫(つらぬ)いた。

			　耳をつんざく爆発音が響く。衝(しよう)撃(げき)波(は)が、ぼくたちの身体を吹き飛ばす。

			　とっさに、互いが互いの手を強く握った。

			　ぼくたちは５人で肩を寄せ合って、くるくる宙を舞い、林のなか、落ち葉の絨毯の上に落ちる。

			　背中から地面に叩きつけられた。肺の中の空気が吐き出される。

			　皆の、苦痛に呻(うめ)く声。

			「だ、だいじょうぶ？　カズさん、へいき？」

			「あ……ああ、なんとか」

			　立ち上がろうとすると、肩に鋭い痛みを覚えた。低く呻(うめ)く。

			　アリスが、魔法で治(ち)療(りよう)しようとして……。

			「え、えっと、カズさん、このへん……ですか」

			「ひゃあっ、アリスさん、それ、わたしです」

			　ルシアの、裏返った声。

			　ぼくには見えていた。アリスがルシアのお尻(しり)を撫(な)でさすっている。

			　思わずにやりとした。ミアがぼくの頬をうにーっと引っ張った。

			　お、おい、きみ、見えてるのかよ！

			「なんか、カズっちにおしおきしなきゃいけない気がした」

			「カンでなにしやがる！」

			「そういう抗議の仕方ってことは、やっぱなんか見えてたってこと」

			　ジト目のミア。

			　くそーっ。さらに抗議しようとして、肩の痛みに顔をしかめる。

			　ええい、そもそも、呑(のん)気(き)にしゃべっている場合じゃない。

			　顔をあげて育(いく)芸(げい)館(かん)の方を見れば……。

			　あの立派な建物が、存在しなかった。

			　土煙があがるなか、さっきまでぼくたちが拠点にしていた場所は、たったの一撃で瓦(が)礫(れき)となっていた。

		

	
		
			第１１５話　鬼の軍団

			　

			　ついさっきまで、育(いく)芸(げい)館(かん)という３階建ての建造物があった。

			　いまはその土地は、無残な瓦(が)礫(れき)となっている。もうもうと土煙があがっていた。

			　広場は、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)絵図だった。ある者は倒れて苦(く)悶(もん)の呻(うめ)き声をあげ、ある者は悲鳴をあげて逃げまどっている。

			　ぼくたちは、林のなかから、その光景を唖(あ)然(ぜん)として眺めた。

			　と、ルシアがぼくの手を強く引く。

			「急ぎましょう」

			　しまった、彼女のいう通りだ。なにをぼうっとしている。

			　いまは１分、１秒を惜しむというのに。

			　みんな、まだ透明のままだ。彼女たちの姿を見ることができるのは、シー・インヴィジビリティをかけているぼくひとり。

			　この魔法、仲間にもかけられたら、どんなにいいことか……。

			　とりあえず、両手を前に突き出し、まるでゾンビのように「うー、あー、カズさんどこですかー」とふらふらしているアリスの手をとる。

			　治(ち)療(りよう)魔法をかけてもらう。肩の痛みが消えていく。

			「みんな、じっとして。ぼくが手をとって隊列を組み直すから」

			「ん。どさくさにまぎれて、えっちなイタズラをする？」

			「風評被害はやめろ！」

			　セクハラは、堂々とアリスやたまきにするから。というか、同意の上だとハラスメントじゃないから。

			　ひとまずミアの頭をぽこんと叩いたあと、全員の手を繋がせる。

			　改めて、ディフレクション・スペルからのグレーター・インヴィジビリティとフライを全員にかけてもらう。

			　空に舞い上がる。ちらりと育(いく)芸(げい)館(かん)の瓦(が)礫(れき)跡を見下ろす。

			　裏手の墓が、ちらりと見えた。

			　ぼくたちがつくった墓だ。ぼくの指揮した作戦で、ぼくのちから不足とミスで死んだ、下山田茜の墓。

			　心のなかで、さよなら、と呟(つぶや)く。

			　高等部のある東に飛びながら、山の北側に視線をやる。空飛ぶ島は、その全体が山の頂上を越えようとしていた。なおもばらばらと、モンスターを落とし続けている。

			「あれ、落下したモンスター、死ぬんじゃないのか」

			「よく見て、カズさん。なんだか下の方にいくと、葉っぱみたいにふんわりしてるわ」

			　なるほど、そういうことか。魔法がかかっているんだな。

			　っていうか、あれって……。

			「ソフト・ランディングか？」

			「ん。そうっぽい」

			　ソフト・ランディングは、風魔法のランク１だ。その名の通り、高いところからゆっくり、安全に着地することができる。ただそれだけの魔法だが、なるほど、やりようによっては、ああやって空挺(てい)部隊をつくることもできるってわけか。

			　あの浮遊要塞島は、つまり空飛ぶ揚陸艦なのだ。

			　しかもハイメガ粒子砲つき。機動力と打撃力を兼ね備えた、完(かん)璧(ぺき)な強襲揚陸艦である。

			「しっかし、あれだけの敵にソフト・ランディングをかけるってことは、魔法使いがいるってことか」

			「メイジ・オーガの仕業でしょう」

			　ルシアがいった。

			「メイジ・オーガは、眠りの魔法や冷気の魔法を用いてきます。フライも使えます。ほかにも、さまざまな姿に変身するという噂があります」

			　うわー、アラクネの魔法使いよりずっと厄(やつ)介(かい)そうだな。

			「ところで、オーガってどんなやつなんだ」

			「額に１本角を持つ、醜(みにく)く野蛮な巨人です。巨人といっても、身長はオークをひとまわりおおきくした程度ですが」

			　ぼくとミアが昼間に戦ったジャイアントは、身長が４メートルくらいだった。それよりはふたまわりほどちいさい、か。

			　数が圧倒的に多いけど。

			「しかし、その膂力はオーク３体分とも４体分ともいわれています。皮(かわ)鎧(よろい)を装着しており、せむし気味ですが、その手は長く、剣と盾で武装しています。リーチはかなりのものと思ってください」

			「文字通り、鬼ってわけか」

			　単語の翻(ほん)訳(やく)がスムーズにいくわけだ。感覚的には、ホブゴブリンより粗野で、そのかわりパワーがある感じかな。

			「頭の程度は、どうなの？」

			「オーガはオークほど本能だけで動いているわけではありませんが、ホブゴブリンのように集団として規律正しく動く、というほど統制がとれているわけでもありません。ただし、メイジという指令塔がいる場合、組織的な作戦行動をすることが可能です」

			　メイジ・オーガは頭がいいのか。

			　オークも、メイジは頭がよかったしなあ。この世界、魔法を使うやつは頭がいいってテンプレがあるのかもしれない。

			　ところで、ぼくらのなかで魔法が使えないやつは……。

			　ぼくはちらりとたまきを見た。

			「なんか、カズさんがわたしのことじっと見つめている気がする」

			　鋭いなコイツ。

			「やだなあ、カズさん。照れちゃうよ」

			「えーと、たまきちゃん。たぶんカズさんは……ううん、なんでもない」

			　アリスはなにか感づいたようだ。

			　でも苦笑いして首を振っている。友達思いだ。

			「ルシア。きみが知っている浮遊要塞の戦力がほかにあれば、いまのうちに教えてくれ」

			「残念ですが、わたくしが存じているのは、これですべてです。王都に侵攻されたことが判明した時点で、わたくしは転移門により逃がされてしまいましたので」

			　なるほど、まあそうか。王都なんだ、転移門をつくる魔術師くらい、いるよなあ。

			　でもほかの王族は逃げなかったのか。国と運命をともにした？

			「本来、転移門の魔法は、たいへんにマナを消耗するのです。ひとりでは行使できず、複数人の高位魔術師が儀式を併用して用いる魔法です。リーンは、世界樹の加護があるとはいえ、図抜けた能力の持ち主なのですよ」

			　ぼくの沈黙をどう解釈したか、ルシアが先まわりして解説してくれた。ルシアひとりを逃がす程度の余裕しかなかったってことだ。

			　滅びた王国は、王よりも誰よりも、ルシアという未来の戦力を生き残らせることに賭けた。

			　転移門とは、本来、そんな魔法なのだ。にもかかわらず、リーンさんは、それをああも容(た)易(やす)く操ってみせる。

			　ある意味で、彼女、ぼくらよりずっとチートな存在なんだろうか。

			　ぼくたちが最初に知り合った魔術師が、ほかならぬリーンさんだから、比較対象がいないんだよなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　高等部に辿り着く。

			　校舎のまわりで、十数人が忙しく駆けまわっていた。志木さんが送った手紙の通り、人を集めているのだろう。

			　本校舎の上空で、ちょうどグレーター・インヴィジビリティが切れた。

			　ぼくたちは、校舎の屋上に舞い降りる。

			　見張りをしていたらしいジャージ姿の男子生徒が、ふたり、屋上に立っていた。

			　高等部のジャージは、ラインの色で学年がわかる。１年が青、２年が赤、３年は緑だ。

			　彼らは赤いジャージだった。２年生か。

			　ひとりは弓を持っている。アーチャー・オークからぶんどったのだろうか。

			　ってことは、今日になってレベル１になったひとなのかな。

			　彼らはぼくを見て、少し気まずそうな顔になった。高等部のひとたちは、当然、いじめられていたぼくを知っていて、でも数日前まで、シバのいいなりだったからだろう。

			　でもいまさら、そういうふうに意識されてもなあ。

			「避(ひ)難(なん)の状況はどうなっていますか」

			　ぼくは、極めて事務的に訊ねた。見張りのひとり、弓使いの先輩が、慌てて「いま、あちこちに散ったひとたちを集めてる」と語った。

			　なんでも、高等部の隅々を探索してオークを狩りだすチームが、かなり奥の方まで行ってしまっているのだという。

			　いまから連絡を入れて、間に合うだろうか。ぼくはルシアを見る。

			「オーガ部隊の展開にかかる時間とか、どう？」

			「敵の索敵能力次第です。ここにひとが集まっていることを知れば、メイジの飛行魔法で、すぐにでも１部隊を送り込んでくるはずです」

			「その『１部隊』の戦力って、どれくらいだと思う」

			「これまでの報告から推測して、20体から30体程度でしょう。オーガ10に対してメイジ１の比率だと考えてください。この集団をキャプテンが統率します。総合すれば、５倍から10倍の兵士を相手にできる戦力です。この先遣隊がこちらを足止めするうちに、10倍の数の本隊が到着します」

			　キャプテン・オーガというのもいるのか。

			　名前の通り、部隊長。オークで考えれば、エリートか。

			　ノーマルのオーガがエリート・オークくらいの強さだと考えると、戦闘力的にはジェネラルに匹敵しそうだ。

			　１対１ならたまきが負けることはないと思うけど、なにせ敵の数が多いからなあ。

			「ルシア。ぼくたちで足止めができると思うか」

			「先制攻撃とともに、全力を出して構わないのでしたら、問題なく」

			「その場合、なんの不利益がある」

			「こちらの戦力を推測される可能性があります。……ザガーラズィナーに」

			　あの浮遊島には、魔王軍の幹部がいるんだっけか。神兵級を超える、おそらくはぼくたちにとって手に余るほどの相手に、こちらの手のうちを晒(さら)すのは……たしかに悪手だ。

			　ぼくは考える。高等部の生徒、ぼくたちに協力的ではあるけれど現在は非力な数名を見殺しにすることで、ザガーラズィナーにぼくたちの戦力を悟らせないことのメリットと、デメリット。

			　いや……そうじゃない、か。ぼくは首を振る。

			　これは、ひとりで考えるべきことじゃない。

			　高等部の先輩たちに向き直った。

			「結城先輩は、どこですか」

			「１階の校長室だ。ずっと閉め切られていたから、オークにも荒らされていなかったんで、拠点として利用している」

			「ありがとうございます。……いこう、みんな」

			　ぼくは彼らに頭を下げて、皆とともにフライで１階まで舞い降りた。

			　割れた窓から廊下に入る。

			　校長室のドアは開け放たれていた。ジャージ姿の男女が、忙しく出入りしている。

			　ぼくたちの姿を見ると、３年生の証である緑のラインの入ったジャージを着た女性が「あっ、ミアちゃん！」と叫んだ。

			「あ、やほー、ケイっち」

			「ユウくーん、ミアちゃんですよー、妹さんですよーっ」

			「ま、待つでござる！　大声でそういうこと叫ばないで欲しいでござるよっ」

			　ガタガタと騒がしい音がしたあと、慌てた様子の結城先輩が飛びだしてくる。

			　相変わらずの、忍者装(しよう)束(ぞく)だった。

			　ぼくは、結城先輩の無事な姿を確認したあと、ちらりとミアに「ケイっち」と呼ばれた女性に視線を移す。

			　腰まである髪を後ろで束ねた、母性的な雰囲気の、ちょっと大人びたひとだった。えへらと笑う目もとが、やさしく垂れている。

			　穏やかな雰囲気のひとだな、と思った。でも、３年生だとしても、ちょっと大人びた感じだ。
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			「ん。ケイっち、なんでここにいるの？」

			「ちょうど、書類が必要で、来てたのよー。もう、こんなことになって、困っちゃうわよねー」

			「ええと……ミア、どちらさま？」

			「カズっち、このひと、磯垣啓子さん」

			　ミアが、そのひとをぼくに紹介する。

			「大学生で、忍者部のＯＧ」

			　おい待て。忍者部って結城先輩がひとりでつくったんじゃないのかよ。

			「でもって、兄の婚約者」

			　え、マジで。

		

	
		
			第１１６話　グレーター・ニンジャ

			　

			　磯垣啓子。

			　現在、大学１年生。結城先輩のひとつ上で、忍者部の前部長。

			　忍者部（学校非公認）をつくったのは結城先輩らしいんだけど、２年前、設立直後になぜか彼女が入ってくれたんだそうだ。

			　そして行われた決闘で啓子先輩は結城先輩に勝利。忍者部初代部長の地位を勝ち取った。

			　通称、グレーター・ニンジャ。

			　そしてふたりは、いつしか結婚を約束する仲になった。いまのところ、お互いに大学を出てからという話らしいけど。

			「うん。ちょっとツッコミどころがありすぎて、なんていったらいいかわからない」

			「あれー、そうかなー？」

			　啓子さんが、小首を傾げる。

			　つーかグレーター・ニンジャってなんだよ。部長の座を賭けて結城先輩と決闘って、どういうことだよ。

			「一昨日(おととい)は、たまたまわたし、ちょっと用事があって、学校に来てたのよー。そのついでに、ユウくんの顔を見ようと思ってたんだけど……そうしたら地震があって、わたしちょうど北道を通ってるときだったけど、あの道、地滑りで……」

			　地震のとき、北側の道は崩(ほう)落(らく)した。啓子さんは、とっさにフックつきロープを近くの木にひっかけ、ことなきを得たというが……。

			　結果的に、高等部に戻る道を塞がれてしまったのだという。

			　仕方なく、いったん山を登ってみたところ、オークに遭(そう)遇(ぐう)した。

			　啓子さんは、手持ちのナイフでオークを殺した。レベルアップし、白い部屋に到達した。その後も襲いくるオークをなぎ倒し、１日目でなんと、レベル６に到達。

			　その後、盛大に道に迷った。なぜか山の裏側にまわってしまったのだという。

			「啓子は、致命的に方向音痴なのでござるよ」

			　各所に忙しく指示を出しながら、相変わらず忍び装(しよう)束(ぞく)の結城先輩が解説する。なんだか、ちょっとぐったりしていた。

			「でね、仕方ないから木の上で野宿して、昨日も１日、あちこちぐるぐるして……今朝、やっとこっちに戻ってこられたのよー。ほんと、たいへんだったんだからー」

			　２日目は、ほとんどオークと出会わない場所をまわっていたらしい。かわりに熊を倒したとか。つがいで、２体いっぺんに襲ってきたから、さすがにスキルを得ていなければやられていたかもしれないという。

			　３日目、アーチャー・オークをなぎ倒しているうちに、同じくアーチャーや蜂を狩っていた結城先輩と運命の再会。以後は結城先輩の右腕の座に納まっているとのこと。

			　ただし、外に出すと帰ってこられなくなるので、迂(う)闊(かつ)にお使いもできないとか。

			　ちなみにここまでの会話で３分ほど。たった３分で、これほどツッコミどころしかない会話も珍しい。

			　いやほんと、時間がなければ延々とツッコミを入れてたと思う。

			「ミア……。このひとって、いつもこうなのか」

			「すごいでしょ、ケイっち」

			「聞けば聞くほど、なんというか……」

			「この兄の婚約者だよ？」

			　ミアは平然としていた。そりゃたしかに結城先輩のお相手なんだから、これくらいカッ飛んだひとじゃないとダメかもしれないけどさ……。

			「ところで、啓子さん、いまレベルはいくつなんですか」

			「18よー」

			　ぶいっ、とチョキを出してくる。満面の笑みだ。

			　って、レベル高いなおい！　ぼくたちみたいに外の世界に出てないのに……。

			「今朝、蜂と弓使いさんをがっつり倒してたら、いっきにあがっちゃったわー。そのあとも、間引きとか頼まれてたからー」

			「ええと……ソロで、ですよね」

			「今朝まではねー。お昼くらいからは、パーティよー」

			　ちなみに彼女、スキルは偵(てい)察(さつ)５、付(ふ)与(よ)魔法４、運動２、肉体３であるらしい。

			「え、ちょっと待って。攻撃系スキルがないんですけど」

			「最初のころは、首を絞めたりして殺してたのよー」

			「啓子は、ガチで喧嘩が強いでござるよ……」

			　肩を落とす結城先輩。あの、これもう喧嘩が強いってレベルじゃないです。

			　ああ、うん、だからこそグレーター・ニンジャなんですね。

			「途中からは、オークから奪った武器を使っていたわー。わたし、実戦的な剣術も習っていたからー」

			　わかった。このひと、スキルシステムを根本から否定する存在だわ。

			　ちなみにフルコンタクトの空手と合気道の達人であるらしい。合気道に関しては、中国人の師父から、もはや教えることがないといわれているとか。その師父からは、剣術も習っていたらしい。

			　どんな大学１年生だよ。というか、合気道なのに師匠は中国人って、どういうことだよ。なんで合気道なのに剣術なんだよ。そもそも師父って……。

			　ああもういいや、ツッコんでいたらキリがない。

			「蜂は、どうやって倒したんです」

			「針をリフレクションしたのよー」

			　あ、はい。

			　それが確実にできる動体視力と反応速度があれば、苦労はない。ぼくには無理だ。

			　彼女はＳＬＧ風にいうと、森のなかの隠(おん)密(みつ)作戦特化型ユニットっぽい。

			　しかも雑(ざ)魚(こ)掃除用。

			　ボス相手にちょっと習った程度の剣術では、なにもできないだろう。メキシュ・グラウのような相手なら、なおさらだ。

			　それも仕方のないことだとは思う。彼女は情報から遮断されたまま、まる２日以上にわたり、森のなかをずっと彷徨い歩いていたという。

			　しかも山の裏側だ。そちら側はオークの数も少なかったというし、エリートやジェネラルもいなかったのだろう。ならば、躍起になって武器スキルを上げるより、隠(おん)密(みつ)特化で殺せる相手だけを殺していく方がいい。

			　付(ふ)与(よ)魔法で身体能力を向上させられるというのもおおきいし。

			　なんでそんなスカウト特化のビルドなのに、方向音痴かなあ。

			　いろいろ惜しい。結城先輩とは別の意味で、残念なひとだ。

			「ところで」

			　と結城先輩が話を打ち切る。

			「やはり、少し遠方まで偵(てい)察(さつ)に出た班が戻ってきていないでござるよ。拙(せつ)者(しや)がちょっと見てくるでござる。ルシア殿は、リーン殿に頼み、いまのうちに転移門とやらを開いて欲しいでござる。脱出できる者は先に脱出させていただきたいでござるよ」

			「もうすぐ、敵の第一波がきますよ」

			「危険だと判断したら、撤収して構わないでござる。皆の安全が第一で……アイタタっ」

			　素早く結城先輩に肉薄したミアが、右手の甲の皮を抓りあげた。

			　無表情だった。だがミアの怒気だけは、ヒシヒシと伝わってくる。

			「兄さん。いのち、だいじに」

			「し、しかしでござるな！」

			「わたしがいく。フライ、使える。ウィンド・サーチで捜(そう)索(さく)もできる。兄さんは、ここで指揮」

			　風魔法のランク６、ウィンド・サーチは、ソナーのように超音波を飛ばし、その反響で周囲を調べる魔法だ。

			　人探しには有用だろう。

			「そ、それは危険でござるよ！」

			「自分なら危険な目にあってもいい？」

			　５つ年下の妹にジロリと睨(にら)まれ、結城先輩はめちゃくちゃひるむ。

			　ミアこそが彼の弱点だ、と以前聞いた気がするけれど、どうやらそれは、まったくの真実であるようだ。

			「兄さんは、指揮官。ここで撤退の指揮をとる。いいね？」

			「わかったでござるよ……」

			　結城先輩が、肩を落とす。ミアはぼくを見上げ、「ってことで、ちょい、いってくる」と告げた。

			「待て、ミア。きみひとりじゃ危険だ。たまきを連れていけ」

			「うん、そうね。わたしがいっしょなら、絶対にだいじょうぶよ！」

			　胸を張るたまき。あ、なんかぼく、ちょっと不安になってきたぞ……。

			　い、いや、でも治(ち)療(りよう)魔法を使えるアリスは手もとに置いておきたいしなあ。

			「わかった。ちゃんとたまきちんをうまく使う」

			「頼んだぞ。ミア、きみが頼りだ」

			「え、あれ、わたし使われる方なの？」

			　ミアとたまきは、グレーター・インヴィジビリティをかけたあと、手をつなぎ、フライで北東に飛び立つ。

			　空に舞い上がってまで「あれー？」と首を傾げているたまきはいろいろ不安だけれど、ミアがいっしょならだいじょうぶだろう。

			「それじゃ、リーンさん。いまのうちに転移門の設置を。ぼくとアリスとルシアは……」

			　空を仰(あお)ぐ。数十体のモンスターが、木々の上を飛んで迫ってきていた。

			　ルシアがいっていた、先遣隊か。

			　オーガ。ここから見る限りでは、赤茶色の肌を持つ、身長３メートルくらいの巨人だ。額に１本、角を生やしている。

			　半分、あいた口から、狼のような尖(とが)った牙が見える。つぶれた鼻、醜(みにく)い顔、その目は凶暴に、赤く輝いていた。

			　まさしく赤鬼だ。

			　武器は長い槍(やり)と丸盾。粗末な皮(かわ)鎧(よろい)を着用している。なんかこう、３００体ほどでファランクスを組みそうな感じである。

			　あんな巨人たちがファランクスを組んだら、こっちとしてはキツいなあ。アリスの槍(やり)だと、リーチの差で負ける。ルシアの魔法くらいしか対抗手段がなさそうだ。

			「身体能力に長けたやつらが集団戦術を使ってくるのって、反則じゃないかな」

			「はい、強靭な肉体を持った個体が統率のとれた集団行動をとる。極めて効果的でした。わたくしたちエルフの軍隊では、対抗手段がなきに等しかったと聞きます。光の民であれば、森のなかでゲリラ戦術に特化することで、やりようがあるかもしれませんが……」

			　なるほど、とルシアの言葉にうなずく。あんなやつらに正面から会戦を挑むのは、弱者たる人間たちにとって自殺行為だろう。

			「ルシアの国の軍隊は、どうやって対抗したの」

			「命からがら国外に逃げ延びた者からの伝聞ですが……。主に遠くから弓矢で戦ったそうです。魔法も効果的であったと。接近は厳に戒(いまし)め、砦(とりで)のなかから消耗戦を挑んだとのことです。しかし、浮遊島によって空中から攻め込まれては、それすらも……」

			　だろうな。どんな堅(けん)牢(ろう)な砦(とりで)も、空から攻めてくる敵に対しては砂上の楼閣も同然だろう。

			　いや、この世界では、飛行ユニット対策が練り上げられているかもしれないけど……。

			　そのあたりは、また今度聞くとしよう。いまは目の前の敵をどう相手にするか、だ。

			　数えてみたところ、こっちに向かってきているオーガの数は、30体と少し。どいつがメイジかは、ちょっとわからない。

			　あ、ローブを着て杖(つえ)を手にしたやつがいるから、あれかな？

			　だとしたら、いち、に……メイジは、４体か。ルシアの予想より多い。

			　それと、ほかよりひとまわりおおきな、青い肌を持つオーガが１体。

			「あの青いやつが、キャプテン・オーガか」

			「そのようですね」

			　キャプテンは青鬼か。よし、敵の戦力はおおむね把握した。

			　背後の空き教室で、転移門が開いた。

			　次々と生徒が呑みこまれていく。みんな、はちきれんばかりにパンパンのリュックサックを背負い、手にも重い荷物を運んでいる。すべて結城先輩の指示であった。

			　結城先輩のもとに集まった高等部の生徒は、全部で57人（啓子さんを除く）。

			　そのうち、いまここにいるのは40人と少しだという。

			　離れた場所にいる者が５名、それを連れてくるため出ていったものが３名ほど。

			　そして、ミアとたまきが探しにいった、北東の方にいるはずの６人。

			　さて、ミアたちが戻ってくるまでの時間を稼ぐ必要があるわけだけれど……。

			「わたしも手伝うわよー」

			　啓子さんが進み出てくれる。

			　ああ、グレーター・ニンジャの応援は助かります。正直、オーガの体格を相手に、だいじょうぶかなとも思うけど。

			　その啓子さんは、ひとりの少女の肩を抱く。ジャージの色からすると、２年生だ。

			「あと、この子も火魔法が使えるから、連れていきましょー」

			「ええと……」

			　ぼくは啓子さんが連れているその先輩を見た。みつ編みおさげで丸メガネをかけた、少し挙動不審な少女だった。

			「雪野ちゃんよー」

			「よ、よろしく、お願いしますっ」

			　雪野と呼ばれた少女は、ぺこぺこ頭を下げてくる。

			　あー、ぼくたちの方が年下なんだけど。まあ、いいか。たまきとミアをパーティから外し、かわりに啓子さんと雪野さんを迎え入れる。

			　向こうは、パーティを解散したことにすぐ気づいて再編成するだろう。

			　これで５人パーティだ。

			「ルシア」

			　ぼくたちは本校舎を出て、ひらけた場所に向かう。先手は、こちらが打つのだ。

			　空のオーガたちは散開しているから、いっきに殲(せん)滅(めつ)とはいかないけれど、校舎から少し離れて、グラウンドの隅で迎撃するのがいいかな。

			「初手は、ファイア・ストームだ。魔力解放、３倍で」

			「わかりました」

		

	
		
			第１１７話　オーガ・ファランクス１

			　

			　ぼくたち５人は、高等部のグラウンドの隅に布陣した。

			　背後は垣根で、右手にサッカーゴール。昨日はグラウンドのあちこちに死体が転がっていたはずだが、いまは綺(き)麗(れい)に掃除されている。

			　オーガたちが集団で攻めてきやすい場所だった。

			　だからこそ、あえてここで待つ。

			　数は敵の方が多い。でも、こちらにはルシアがいる。彼女の範囲攻撃を生かすには、ひらけた地形の方がいいだろうと判断した。

			　もうひとつ。育(いく)芸(げい)館(かん)を一撃で破壊した、あの要塞砲を警戒している。

			　先刻のあれは、育(いく)芸(げい)館(かん)の前の庭にひとが集まっていたから、それを殲(せん)滅(めつ)するために放った１発なのだろう。育(いく)芸(げい)館(かん)は完全に巻き添えである。

			　よって、もしぼくたちが暴れるなら、被害が本校舎に及ばない場所である方がいい。いま本校舎に開いた転移門を破壊されるわけにはいかないのだ。

			　問題は、あの要塞砲がぼくたちに狙いをつけてきた場合、どうやってかわすかだが……。

			　啓子さんが、ひとつ、提案をしてきた。

			「タイミングを合わせてリフレクションでいいんじゃないかなー」

			　それができれば苦労はないよ！　と思ったけど、聞けば啓子さん、エリート・オークの振りおろしの一撃とか、蜂の尾針なんかをことごとくカウンターできるらしい。

			　嘘をついているようには思えない。結城先輩が彼女を全面的に信頼している様子であることだし……。

			　どうやら、彼女の動体視力はずば抜けているようだ。

			　同じ付(ふ)与(よ)魔法使いとして、ちょっとへこむ。いや、ニンジャとぼくを比べても仕方がないんだろうけどさ。

			「じゃあ、砲撃がきそうなら、なるべく逃げて……それも無理そうなら、リフレクション、頼みます」

			「任せなさーい！　どーんと大船に乗ったつもりでいいのよー！」

			　啓子さんはえっへんと胸を張る。

			　ちなみに彼女、今回、白い剣を手にしていた。

			　昨日の夜、ぼくたちが倒したジェネラルの剣だ。あの剣、高等部に放置したままだったけど、ちゃんと結城先輩が回収しておいたようである。

			「これは、啓子が使うのがいちばんでござるよ」

			　とのことで、ぼくたちとしても異議はない。

			　さて、空飛ぶオーガ、30体と少しの部隊は、森の上空を飛び、まっすぐぼくたちに接近してくる。

			　高さは20メートルほど。彼我の距離が２００メートルを切ったあたりで……。

			「ルシア、撃て」

			「ファイア・ストーム」

			　ファイア・ストームは、火魔法のランク６だ。ルシアはこれを、特殊能力の魔力解放を用い、ＭＰ３倍消費で放った。対象は、上空から襲いくるオーガ。

			　オーガたちは適度に散開している。互いの距離は５メートルほど。

			　まず間違いなく、魔法の攻撃を警戒しているんだろう。

			　つまり敵は、ここにいるぼくたちが無力じゃないことを知っている。ただなんとなくこの山にやってきたんじゃなくて、ぼくたちがいるからこそこの山に来たということだ。

			　そんな敵集団に対して、まずはちから試しのつもりの一撃だったが……。

			　ファイア・ストームが、30体以上のオーガ集団の中央に着弾する。激しい爆発とともに、炎の雲が渦巻く。

			「何体、倒した？」

			　ぼくのその言葉は、たくさん倒せていて欲しいというただの願望にすぎない。特段、誰かに確認を求めたわけじゃなかった。

			　それでも10体くらいは倒せていると思ったのだけれど……。

			「んー、２体だけみたいねー」

			　爆発の煙が晴れる前に、額に手をかざした啓子さんがいう。

			　げ、マジですか。いくらなんでも少なすぎる。

			「直前に盾を構えていたわー。あとねー、高度を下げて森に入ろうとしてるわー」

			　そもそもあの火炎魔法、盾なんかで防げたのか……。

			　いや、気を取り直そう。森のなかに入るという退避行動は、想定内だ。こちらとしては少しでも時間を稼ぎたいのだから。

			「ルシアと雪野さんは、オーガが森から出てきたところで攻撃。数を減らすのと、時間稼ぎだ」

			　雪野さんは、現在レベル８。火魔法ランク５と水魔法ランク１だという。

			　今朝から出現した蜂退治でいっきにレベルを上げたらしい。蜂には火魔法がよく効いたからなあ。

			　で、その雪野さんは、啓子さんが忍者部（非公認）とかけもちで入っていた陸上部（公認）の後輩らしい。

			　彼女、陸上部か……。丸メガネとみつ編みって文学少女っぽい記号だけど。

			　いやまあ、そんなの漫画の記号か。

			　そんな雪野さんとぼくの目が合う。雪野さんは、気まずそうに視線をそらした。

			　高等部のひとたちは、みんな、ぼくに対してこういう態度だなあ。

			　ぼくがシバにいじめられていた過去を実際に見て、知っているからだろう。

			　いいけどさ。気にするな、といってまわるのも面倒だし。

			　ぼくはグレーター・ウィンド・エレメンタルを２体、呼び出す。これに定番の付(ふ)与(よ)魔法をかける。

			　敵が空から攻撃してきたときには、使い魔に直衛となってもらわなければならない。

			　いまはミアがいないから、ほかのメンバーは空を飛べない。遠距離攻撃、つまりルシアと雪野さんの攻撃魔法頼りだ。

			　敵が空を飛んでくるなら、周囲への被害や同士打ちを気にすることなくふたりの火魔法をぶちこめる。

			「森から出てくるわよー」

			　啓子さんが警告する。

			　彼女がそういってから２、３秒すると、ぼくたちにもオーガの姿が見えてきた。丸い盾をかざし、縦６列になって、規則正しく行進してくる。

			「ああいう密集陣形って、ファランクスっていうんですっけ」

			「そうねー。さっきもあの盾で魔法を防いでいたみたいよー」

			　なるほど、あの丸盾なら、上半身をすっぽり覆(おお)うことができる。下半身を覆(おお)う皮(かわ)鎧(よろい)も、そこそこ火から身を守ってくれるのだろう。

			　あ、それと……そうか、敵にメイジがいるなら。

			「レジ火とか、かけてるかな」

			「メイジ・オーガが各種属性に対抗する防護魔法を使うことは、よく知られています」

			　ルシアがいった。

			　なるほどね。魔法使いがいる以上、それくらいは想定してしかるべきだったのだろう。

			　ルシアからすると、だからこそ最初の一撃で多くを倒したかったというところだろうが……。

			　いまここで消費10倍ファイア・ストームとかを放って、ルシアに倒れられても困る。

			　なにより、敵にあまり手の内を見せたくない。あの浮遊要塞にいるモンスターどものボスとは、いまではないにしても、いつか戦わなきゃいけない気がするのだ。

			「とりあえず、普通にぶっ放してみて」

			　ぼくの命令で、ルシアがファイア・ストームを、雪野さんがファイア・ボールを放つ。

			　オーガたちが、ほぼ同時に、ぴたりと動きを止めた。いっせいに盾で身を隠す。

			　彼らの後ろから命令が下ったのか、それは綺(き)麗(れい)に統一された行動だった。

			　直後、激しい爆発。

			　爆風が晴れてみれば、倒れたオークは１体もいない。３メートルの巨人たちは、整然と並び、号令に従って前進を再開する。

			「なるほど、ね。ルシア、ドレッド・フレアを」

			「わかりました」

			　火魔法ランク６のドレッド・フレアは、見るものを恐怖させる特別な炎をつくりだす魔法だ。

			　ぼくたちには、全員、クリア・マインドがかかっている。さて、これは……どうか。

			　はたして、ゆらめく不気味な炎を見たオーガたちの動きが、ひどく乱れた。

			「上手くいったか。メイジ・オーガの魔法に、精神系の魔法に対策できるようなものがないのかな」

			　あるものは隊列を外れようとし、あるものは棒立ちになって立ちつくす。ドレッド・フレアにかかったオーガは数体だけのようだった。

			　だがその数体の混乱は、組織だった行動を妨げるのに充分だったようである。整然とした行軍が不可能となり、隊列はひどく乱れた。

			「いまがチャンスねー」

			「ええ。ルシア、雪野さん、とりあえず３発ずつ撃って」

			　こちらの遠隔攻撃手段は魔法だけ。ミアがいない現在、効き目の薄い火魔法であっても、これに頼るしかない。

			「アリスと啓子さんは、左右から突入。３発目の直後に斬り込んで」

			　手早く指示を出す。ウィンド・エレメンタルはぼくたちの守りに使おう。

			「いきますっ」

			「はーい、いってきまーす」

			　アリスと啓子さんが、左右に分かれて駆け出した。同時に、ルシアと雪野さんが火魔法を連続して放つ。

			　さきほどと違い、オーガは横の連携ができていなかった。慌てて盾をかざすも、隣のオーガと肩を並べられないため、どうしても隙ができる。爆風をまともに浴びたオーガが２体、倒れ伏した。

			　ここで、雪野さんが「レベルアップしました」と告げた。

			　ぼくたちは、おなじみの白い部屋に出現する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回、白い部屋の面子はいつもとだいぶ違う。

			　ぼく、アリス、ルシアはともかく、残りふたりは啓子さんと雪野さんだ。

			　雪野さんが、物珍しそうにミアベンダーを見ている。

			「あ、そうか。雪野さんは、まだレベル10になってないんだっけ」

			「は、はい。わたし、これでやっとレベル９……です」

			　なぜ、後輩のぼくに敬語。

			　しかも、露骨に目をそらす。やーまー、これまでの経緯もあって、気まずいのはわかるけど。

			　ここはぼくから歩み寄るべきだろう。

			「気にしてないよ」

			　そういって、ぼくは後ろからアリスの肩を抱く。アリスが「えっ、えっ、ひゃあ」と気の抜けた声をあげる。

			「ぼくは一昨日(おととい)までのことより、これからのことを大事にしたい。なにより、大切なひとたちを守りたい。それに協力してくれるなら、ぼくも、雪野さん、あなたのために戦う」

			「え、ええと……」

			　雪野さんは、少し頬を染めて、口もとに手をやり、おろおろする。

			「そ、その、アリスさんと、恋人……なんですか」

			「あ、うん、そうだよ」

			　雪野さんは、ぼくとアリスを交互に見る。

			　ジロジロ見る。まじまじと見る。

			「あの。おふたりって、もう、えっちは……してますよね？」

			　なぜいま、そんなことを聞く。

			　ぼくはポーカーフェイスをつくった。でもアリスが、真っ赤になってうつむいた。

			　あかん、嘘がつけない子だわ。いやまあ、別に隠してるわけじゃないし、いいけど。

			「い、いえ、違うんです！　ただ、その、やっぱり命のやりとりして、気持ちが高ぶって、そのあと白い部屋とかで長い時間、いっしょにいるから、親密になるのかなーと！　高等部でも、カップルがいっぱいできちゃって、もうすごいんです！」

			「あ、ああ、うん……そうなの、かな？」

			　物語だと、特に戦争ものとかで、戦いのあと気持ちが高ぶって、って話はよくある。仲間と親密にならなきゃいけない、って意識も働くのかもしれない。

			　あー、そういえばギリシャかどっかで、同性愛のカップルだけを集めた部隊とかあったらしいな……。

			　なんかすごい強かったとか。そりゃ、隣で戦う恋人を守るために互いが必死になるんだから、強いのも納得だけど……。

			　同性愛の話はいいんだ。思考を戻そう。

			　スキル・システムで戦っているぼくたちにとって、男女のちからの壁は、さほど感じられない。恋人同士でチームを組む、というかチーム内部で恋人ができるというのは、結構アリなのかもしれない。

			　そう、だからぼくがアリスとたまき、両方と恋人なのもアリなんだ。

			　仕方ないじゃないか。いまとなっては、ぼくにとって、アリスもたまきも大切なひとなんだから。あとミアも、それとはちょっと違う意味で、とても大切なひとだ。

			　だからぼくは悪くない。自己正当化完了。

			　ま、それはそれとして……。

			「とりあえず、しばらく休憩というか、時間をもらっていいかな」

			　ぼくはそういって、リーンさんからもらった２束の木簡の巻物を取りだす。

			　そう、専従契約の儀式について記された巻物と、リーンさんも契約できなかった上位の使い魔が記されているという巻物だ。

			　白い部屋って読書に便利だよね。

		

	
		
			第１１８話　専従契約

			　

			　木簡でつくられた巻物の文字は、リード・ランゲージによって読むことができる。

			　まず専従契約の内容についてだが、以下の通りだ。

			　

			・専従契約とは、霊精界と呼ばれる概(がい)念(ねん)的な世界に住む幻獣の特定個体との間で結ばれた、召(しよう)喚(かん)契約である。

			　霊精界やら幻獣についての説明はなかった。ルシアも知らないという。

			　

			・いちど専従契約を結んだ個体を呼び出すための魔法は、従来の召(しよう)喚(かん)魔法の詠唱と同一でよい。召(しよう)喚(かん)する種族についての項目を該当個体に書き変えるだけである。

			　ここは……ちょっと気になるところだ。なぜなら、ぼくが使っている召(しよう)喚(かん)魔法には、詠唱など存在しないから。

			　ってことで、さっそくノートＰＣさんに訊ねてみた。

			　魔法行使の際、末尾に該当個体名を連ね、念じ認識すること、との回答が出た。

			　どうも、念じて認識することが大切っぽいな……。

			　

			・専従契約を結べるのは、１体の幻獣につき、召(しよう)喚(かん)者ひとりである。ひとりの契約者は、複数の幻獣と契約することが可能である。別の召(しよう)喚(かん)者が該当個体と契約を結びたい場合、前の召(しよう)喚(かん)者との契約が破棄される必要がある。

			　なお、契約者の死亡は、契約破棄事項に該当するという。

			　

			・専従契約を結んだ幻獣の死亡は、契約破棄事項に該当し、召(しよう)喚(かん)者はこの個体を２度と呼び出せなくなる。再契約も不可能。

			　これってつまり、幻獣は一般的な使い魔と同様、この世界で死亡しても霊精界でピンピンしてるってことか。

			　でも殺されちゃった幻獣は怒って「おれを殺すような使い方をするなんて、もうおまえのいうことなんて聞いてやらんもんねー」ってなるわけか。

			　囮(おとり)や捨て駒として使うことはできないってところは、重要だ。

			　

			・召(しよう)喚(かん)者の技量によっては専従契約を結べない。結べたとしても呼び出した個体の能力がダウングレードされることがある。

			　たとえば召(しよう)喚(かん)者のランクが５だとすると、本来ランク７の幻獣を召(しよう)喚(かん)しても、ランク５相当まで能力が低下するってことかな。

			　

			　なるほど、だいたいわかった。ちなみに契約の儀式についてだが、必要なのは床か地面に書かれた古代文字と、契約者の血であるらしい。

			　古代文字については、ルシアがわかるそうだ。さすが王女、教養がある。

			「この教室で専従契約の儀式、できるかな」

			「Ｑ＆Ａをしてみればいいのでは」

			　ルシアは即座に答える。もはや、ぼくたちよりよほど、この白い部屋システムを理解していらっしゃるご様子。

			　で、Ｑ＆Ａしてみた。

			　

			・この白い部屋で起こった出来事は、もとの場所に戻ったとき、リセットされる。専従契約もその例外ではない。

			　

			「やっぱり無理よねー」

			　啓子さんが笑う。まーそーだよな。

			「カズさん。それで、リーンさんからお借りした幻獣さんは……」

			「あー、なんか狼っぽいよ？　名前がついてる。幻狼王シャ・ラウだって」

			　アリスにそう答える。

			　ルシアが目をおおきく見開いた。

			「聞いたことがあります。古い伝承にある、森の奥に棲む大狼。齢は千年とも万年ともいわれ、その体は馬よりもおおきいと」

			「詳しく教えてくれ」

			　ルシアが語ったのは、ぼくらの世界でいえば金太郎や桃太郎のような、誰でも聞いたことがあるおとぎ話であるらしい。

			　

			　森に捨てられた人間の子を育てた森の主、幻狼王シャ・ラウ。シャ・ラウは、幼きその子に、己が持つ知識を惜しみなく与える。長じたその子は、森を出て、大狼から得た知識と知恵でもって一国の王となる。

			「森の賢者みたいな立場なんでしょうか」

			「普通にヨーロッパの神話あたりにありそうです」

			　アリスと雪野さんが、そんなことを話していた。

			　ルシアの話は続く。シャ・ラウは、別の物語にも出てくるという。

			　竜と大狼が何年も、何十年も、何百年もの間、戦い続けるお話だ。シャ・ラウはその戦いのなかで竜の王と友誼を結び、のちには手をとりあって世界の平穏を守った。

			「狼と竜、戦いのあとに芽生える友情ですか……」

			「ロマンチックですねえ。でも、竜と同格の狼ってすごいです」

			　雪野さんがしきりに感嘆していた。たしかに、彼女のいう通り、竜と同格ってすごいな。

			「そもそもこの世界、竜っているわけ？」

			「生物の頂点に位置する存在として、いくつもの伝説に存在します。また、モンスターとしても確認されています」

			　うう、モンスターのドラゴンか……。戦いたくないなあ。

			「人間の勇者がシャ・ラウに挑む物語もあります。伝説の大狼は、無敵を誇(ほこ)った勇者すら退けてしまいます」

			　だがシャ・ラウは、勇者の気高き態度に敬意を表し、大狼は彼に秘蔵の聖剣を与えたという。勇者は聖剣のちからで邪悪な魔女を討(とう)伐(ばつ)し、王国に平和を取り戻す。

			「以上が、わたくしの知る幻狼王シャ・ラウの物語です」

			「なんか、すごい強そうなんだけど」

			　うう、すごい召(しよう)喚(かん)したい……。

			「あーでも、ぼくの召(しよう)喚(かん)魔法のランク次第で、ダウングレードされている可能性はあるのか。いや、それ以前に、契約できない可能性もある？」

			　実際、リーンさんはシャ・ラウと契約できなかったという。だから、ぼくに渡してくれた。

			　彼女は、客観的に見ても、そうとうな術者のはずだ。

			　ぼくの召(しよう)喚(かん)魔法のランクは８だから、たぶん格的にはリーンさん以上で……。それで契約できないって、もうほんとに誰であっても無理なんじゃないだろうか。

			　つまり、ぼくならなんとかなる、はずだ。

			　なんとかなるといいなー。

			「とりあえず、契約するにしてもこの戦いが終わってからかなあ。儀式の準備には１時間くらいかかりそうだし。リーンさんのところに戻れば、サポートしてくれるかもしれないし」

			「そうですね。図面を描く作業には、少し手間取りそうですから。経験者であるリーンが手助けしてくれるなら、成功率もあがるでしょう」

			　かっちりとした図面である必要はないようだけれど、なにせルシアは、そういった作業に慣れていない。

			　そしてぼくは、リード・ランゲージで文字を読めても、それを的確な作文に応用する能力がない。

			　どんな文字でも書けるようになる、ライト・ランゲージとかいう魔法、ないかな……。

			　いや都合がよすぎだけどさ。

			　さて、現状で専従契約について調べられることは調べた、かな。あとは、もとの場所で敵を掃(そう)討(とう)するだけか。

			　その前に、もうちょい休みたいけど。

			「アリスちゃんと、心いくまでいちゃいちゃしていいですよー」

			　啓子さんが笑う。

			「いちゃいちゃの先に行くなら、カーテンかけてあげましょうかー？」

			「妙な気遣いはやめてください」

			「それとも、たまきちゃんとアリスちゃん、ふたりいっしょのときじゃないと、エッチなことはできないんですかー？」

			　あ、こいつ爆弾投下しやがった！

			　啓子さんは、とても嬉しそうな顔をしている。完全にわざとだ。間違いない。このひとも結城先輩やミアの同類だわ。

			「え？　あ、あの、恋人って、アリスちゃんじゃ……」

			　雪野さんが、頬を真っ赤にしてぼくの顔色を窺(うかが)う。

			　う、うぐ。

			「ユウくんから聞いたわー。カズくんは、アリスちゃんとたまきちゃんとミアちゃんの３人とも恋人なのよねー」

			「ミアはまだ違う」

			　ぼくは観念して、肩を落とした。

			　しゃあない、もうこうなったら、いろいろバラしてしまおう。下手に勘ぐられるより、その方がいい。主にぼくの精神的に。

			　あと、アリスやたまきがのちのち、妙に勘ぐられないためにも。まだルシアには、詳しい経緯までは説明してないしね。

			「そもそも、ぼくが地震のあとすぐにレベルアップできたのは、シバを殺すつもりで計画を練っていたからなんだ」

			　ぼく自身の手でシバを殺したいまとなっては、殺意の有無なんてたいした問題じゃないだろう。そもそも、雪野さんや啓子さんが、高等部で好き勝手やっていた彼を同情するとも思えない。

			　だからそのへんは、すべてぶっちゃけることにする。

			　落とし穴を掘っていたこと。偶然、レベル１になったこと。アリスと出会い、彼女とともに育(いく)芸(げい)館(かん)の解放に向かったこと。ギリギリのところでエリートを倒したこと。

			　２日目になり、中等部の子たちを指揮しながら女子寮、中等部校舎と解放していったこと。その過程で犠(ぎ)牲(せい)者が出たこと。

			　ぼくの心は、過(か)酷(こく)な戦いのなかで次第に摩耗していったこと。それらがすべて、シバとアリスが密会する姿を見たときに爆発したこと。たまきが助けにきてくれて、自暴自棄になったぼくを救ってくれたこと。

			　そのあと、ぼくはたまきとともに高等部に向かい、結城先輩と出会って、アリスを助けるためオークの部隊に突っ込んだ。

			　ジェネラルを殺し、さらにシバを殺した。

			「大冒険、ですね……」

			　ぼくが２日目までの出来事をひととおり話し終えたあと、雪野さんはおおきく息を吐き出し、感嘆とともにそういった。

			「物語の主人公みたいです」

			「普通の物語の主人公でも、ここまで忙しくはないと思うけどね」

			　ぼくは苦笑いする。

			　そう、あまりにも濃密な時間だった。ぼくとアリスとたまきとミアの間に流れた時間は、きっと通常なら何カ月分、いやひょっとしたら何年分にも値する、濃厚な経験を与えてくれた。

			「それで、３日目の今日は、ミアちゃんといい関係になったのかしらー」

			　で、まぜっかえしてくる啓子さん。

			　うわーこのひと空気読めよ！　いや、空気読んでるから、こういうふうにちゃかしてるのかもしれないけど。

			「ミアとの間は、あいつが……そうですね、いまの啓子さんみたいに、要所要所でギャグにしちゃうせいで、なかなか」

			　そういって、苦笑いしてみせる。

			「いま思ったんですけど、結城先輩とふたりきりのときの啓子さんって、そんな感じでいい雰囲気台無しにしてません？」

			「あ、あうーっ」

			　あ、啓子さん、いじけた。

			　クリーンヒットだったっぽい。部屋の隅っこの方にいって、体育座りになった。

			　シクシク泣き始めた。

			　案外、精神が弱いな、グレーター・ニンジャ……。

			「違うもん。わたしだって、ちゃんとそういう関係になりたいんだもん。でもユウくん紳士だし、わたしお姉さんだからリードしなきゃって思うけど、つい恥ずかしくなっちゃうだけなんだもん。だいたいユウくんもユウくんで……」

			「あ、あのっ、わたし、啓子さんは魅力的な女性だと思います！」

			　アリスが慌てて駆け寄り、慰(なぐさ)めている。うん、いい子だなあ。
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			「そっ、それにわたしも、白い部屋でしかカズさんとは、その……。だからまだ実際は！」

			「余計なことまでいわんでいい！」

			　テンパるといつもこれだ、この子は！

			　アリスは自分がなにを口走ったか悟って、「ひゃあ」と空気が抜けるような声をあげると、あわあわと奇妙な踊りをはじめた。

			　戦いでは鬼神のごとしなんだけどなあ……。

			　不器用なひとたちだ。いや、ぼくもひとのこといえないけど。

			　ルシアがじっとぼくのことを見ている。

			「なにさ」

			「文化の違いから来る、ものごとの受け取りようが面白いですね、と」

			「いっとくけど、アリスも啓子さんも、だいぶ極まった感じに面白いひとたちだからね」

			　ルシアは口もとに手を当て、そうかー、という表情をしている。

			　で、傍らで苦笑いしている雪野さんに「そもそも、あなたがたの一般的な感覚において、貞操観念というのは……」とか余計なことを聞いていた。

			　ぼくは知らないふりをする。

			　やー、もうなんかこの会話、収拾がつかない。他人のふりをしたい。

		

	
		
			第１１９話　オーガ・ファランクス２

			　

			　しばらくして立ち直った啓子さんが、「ところで」と首を傾げる。

			「さっきの話にあったシバって子、わたしとは入れ違いだから知らないのだけれど……理事の息子、なのよね？」

			「ええ、佐宗芝、ぼくと同学年、１年生でした」

			　だがそのシバは、もういない。ぼくが、殺した。

			「やっぱり、へんねぇ」

			　啓子さんは、そういって首を傾げる。

			「なにがです」

			「それがね。シバって子が生きているって噂があるのよー。今日、シバの姿を見た、シバに会ったってー」

			　まさか。いや、そんなことはありえない。ぼくは激しく首を振る。

			　だって、あいつは、ぼくの使い魔がきちんと殺したはず。

			　あいつの銃を奪うときに、死体も確認した。顔は潰れていたけど、身体はあいつのものだった。

			　ものだった、はず……だぞ？

			　ぼくは激しい眩暈(めまい)を覚えた。頭を押さえ、よろめく。慌てたアリスが、ぼくの身体を支えてくれた。

			「ちょ、ちょっと待ってくれ。不安になって……いやでも、馬鹿な、そんなこと……」

			「んー、わたしもシバって子は死んでいると思うよー」

			　啓子さんが、呑(のん)気(き)にいう。

			「でもー、それでもシバは生きている、って噂がたったのよー。おかげで、旧シバ派の子たちったら、思ったより勢いがあって……結局、中等部の方までいって、あなたたちに迷惑をかけちゃったみたい。ごめんなさいねー」

			　いや、うん、それはいまさらいいんだけど。

			　つまり彼女がいいたいのは、誰かが「シバが生きている」という噂話を広めたということか？

			　でも、それでその誰かには、どんなメリットが？

			　混乱する。相手の意図が読めない。こんなとき、志木さんがいてくれればと思う。

			「ルシア、きみからなにか、意見はあるか」

			「状況を完全に飲み込めているわけではありませんが、流言飛語の類(たぐい)にいちいち気を取られるのは、どうかと」

			　あー、まあ、そうか。こんなくだらない噂、信じるに値しないし、無意味だと断じていい。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)の前に集まったやつらも、要塞砲の一撃でばらばらになった。

			　生き残りも、ほどなくオーガに殺されるだろう。光の民のもとに避(ひ)難(なん)するのは、育(いく)芸(げい)館(かん)組と結城先輩のもとに集まったひとたちだけだ。

			　彼らには逃げ場も、生き残る道もない。流言飛語にどんな意図があったとしても、関係はない。

			　それよりも、いまのこの戦いだ。

			　シバの話は切り上げ、全員で改めて作戦を確認する。

			「雪野さんがいるおかげで、断続的にレベルアップが可能だ。それを利用した作戦がある」

			　入念に打ち合わせを行う。

			　しかるのち、ぼくたちは白い部屋から出て、戦場に戻る。

			　

			雪野：レベル９　火魔法５／水魔法１　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋からグラウンドに戻る。

			　戦いが再開される。といっても、オーガ側にとっては連続した時間だ。

			　モンスターたちは、まだドレッド・フレアにより混乱している。ルシアと雪野さんの火魔法を浴び、前列がひどく傷ついている。

			　そこに楔(くさび)を打ち込むべく、左手からアリスが、右手からは啓子さんが切り込んだ。

			　アリスの持つ槍(やり)より、巨体で腕の長いオーガの剣の方がリーチは上である。

			　もっとも、いまアリスの持つ銀の槍(やり)は、レジェンド・アラクネが使っていた魔剣……いや魔(ま)槍(そう)だ。如意棒のように、正確には柄か赤黒く脈動する穂先のどちらかを伸長させることができる。

			　白い部屋で、少し実験を行った。その結果、このリーチ変更にはＭＰを消費することが判明している。銀の柄でも赤黒い穂先でも、いちどの伸長でＭＰ５を消費するのだ。

			　いまのアリスはレベル23だから、ＭＰは２３０だ。治(ち)療(りよう)魔法を使うといっても、多少なら連打可能であった。

			　アリスが裂(れつ)帛(ぱく)の気合とともに槍(やり)を突く。槍(やり)の穂先が、赤く、禍々しく輝いた。

			　刃の部分が、グンと伸びる。

			　刺(し)突(とつ)は、オーガの盾の隙間から、この巨人の喉を一撃で貫(つらぬ)いてみせた。

			　伸長は一瞬、穂先は、すぐもとの長さに戻った。

			　だがその間に、アリスは素早く次のオーガに肉薄している。

			　前列のオーガが倒れたことに気づき、２番手のオーガが慌てて盾を構えるも……。

			　遅い。アリスはすでに、巨人のリーチの内側に踏み込んでいるのだ。

			　続く彼女の攻撃は、掲げた盾が届かない足もとへ。身の丈３メートルの巨人にとって、それは完全に見えないところからの、不意打ちに近い一撃だ。

			　オーガは素足である。けむくじゃらのその足の甲を、魔(ま)槍(そう)がひどく傷つける。

			　青い血が舞う。

			　オーガが押し殺した声をあげて、下がろうとする。そのせいで、隊列がいっそう乱れる。

			　アリスはすかさず、隣のオーガに次の一撃を見舞い、こちらもよろめかせた。

			　混乱に拍車がかかる。

			　その機に乗じて、アリスは踊るように立ち位置を変え、また下半身を狙った攻撃を繰り返す。

			　そう、それでいい、無理をする必要はない。彼女は混乱を助長すればいい。

			　いっぽう右手から突貫した啓子さんは……。

			「なんなんだ、あれ」

			「ええと、その……。いつも、あんな感じです」

			　呆れたぼくの声。雪野さんが、なぜだか申し訳なさそうにうつむく。

			　啓子さんの戦い方は、ちから任せのたまき風でも、小技と技巧に満ちたアリス風でもなかった。

			　自分に対してヘイストをかけ、素手のまま距離を詰める彼女に対し、２体のオーガが剣を構え、いっせいに斬りかかる。

			　ヘイストにより全身を赤く輝かせた啓子さんは、わずかに身体を横にずらして、オーガの斬(ざん)撃(げき)を避ける。

			　もう１体の剣撃に対しては……。

			「リフレクション」

			　ぼくも愛用する反射魔法を用いて、斬(ざん)撃(げき)を弾き返す。攻撃を避けられたオーガは前のめりになり、リフレクションで弾き返されたオーガは後ろにのけぞる。

			　ともにおおきく体勢を崩していた。列が乱れる。

			　そこに、彼女はすっと飛びこむ。全身をばねにして地面を蹴り、のけぞったオーガの盾を持つ腕を白い剣でやすやすと斬り裂く。

			　青い血しぶき。左腕ごと丸盾が宙を舞う。

			　啓子さんは、流れるような動作で、前のめりになった方のオーガの首筋に白い剣を叩きこむ。２体目のオーガの首が、胴体から切り離され、地面に転がる。

			　啓子さんは、さらに敵陣深くに斬り込んだ。敵より小柄であることを生かし、懐深く潜り込むことで、オーガの陣を破砕していく。

			　オーガたちは、もはや統制をとることもできない。個々に啓子さんに打ちかかるも……それは同士打ちを引き起こすだけだった。

			　傷ついたオーガに、啓子さんが白い剣でトドメを刺す。白い剣が振るわれるたび、青い血しぶきがあがる。断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴が連鎖する。

			「彼女、本当に剣術を持ってないの？」

			「はい。合気道だそうです」

			「合気……道？」

			「先輩は、そういってます……」

			　雪野さんが視線をそらした。あ、全然信じてないのね。

			「レベルアップです」

			　アリスとあわせて４体目のオーガが倒されたとき、ルシアがそういった。

			　直後、ぼくたちは白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「啓子さんの剣って、ちょっとかじったレベルじゃないですよね。そもそも、合気道って……」

			「合気道よー。師父がそういってたから、合気道なのよー」

			　う、ううん。ぼくは首を振る。

			　もう、なんというか……。

			　おかげでぼくたちは助かってるわけだけどさ。

			「でも、こんなに剣が軽いのは、きっと肉体スキルがランク３のおかげねー。おかげで首をサクサク刈れて、はかどるわー」

			　怖いことしかいわないな、このひと！

			　アリスと雪野さんが、ひきつった顔で笑っている。ルシアはいつも通り、あまり表情を変化させないけど……あ、普通に感心してるっぽい。

			「とはいえ、啓子、ご注意ください。オーガたちは、いま、ただ混乱しているだけです。それに敵の後方には、まだ無傷のメイジとキャプテンがいるはずです」

			　ルシアは、浮ついたぼくたちの気分を引き締める。

			　当然だ。まだここまでは、前(ぜん)哨(しよう)戦(せん)にすぎないのだから。

			　

			ルシア：レベル16　火魔法７　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻って、ぼくたちは戦いを継続する。

			　この白い部屋から出た直後のみ可能なことがあった。

			　ルシアと雪野さんが、連続して攻撃魔法を放つ。それに呼応するように、前線のアリスと啓子さんがオーガの陰に隠れる。

			　立て続けに爆発が起こった。

			　アリスたちは、オーガのおおきな身体を盾に、攻撃魔法から身を守っている。わずかな爆風も、火レジがかかっているから、たいしたことはないだろう。

			　対して、ただでさえ隊列が崩れていたオーガたちは、連続攻撃でばたばたと倒れる。

			　そう、白い部屋から出た直後こそが、敵に知られるような合図もなく連係攻撃ができる、絶好のタイミングなのだ。

			　倒れたオーガの数は、３体……いや、４体目が崩れ落ちる。

			　直後、ぼくたちはまた白い部屋へ。

			「わたしのレベルアップです」

			　雪野さんがいった。

			「オーガは、レベル６扱いみたいですね」

			　低レベルの雪野さんだと、そのへんの計算がやりやすいな。この戦いで、もうレベルがふたつも上がっているから、この計算に間違いはないだろう。

			　簡単な打ち合わせだけして、すぐ白い部屋を出る。

			　

			雪野：レベル10　火魔法５／水魔法１　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ふたたび、白い部屋から戻ったタイミングでの、火魔法の一斉攻撃。

			　啓子さんとアリスが、要領よく敵を盾にする。メイジによるレジストがあってなお、激しい砲火を前にオーガたちがばたばたと倒れる。

			　さらに２体倒したところで、啓子さんがレベルアップした。

			　啓子さんは、次は付(ふ)与(よ)魔法を上げたいとのことで、４点あるスキルポイントは、温存だ。

			　またタイミングだけ打ち合わせし、白い部屋を出る。

			　

			啓子：レベル19　偵(てい)察(さつ)５／付(ふ)与(よ)４／運動２／肉体３　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここまでは順調といえた。

			　だがそれは、敵の上位種がほとんど仕事をしてこなかったからにすぎない。ぼくは油断なく、攻撃魔法を叩き込むルシアと雪野さんに合図を送りつつ……。

			「上空！　きます！」

			　ルシアの鋭い声。蒼(あお)い肌のオーガが上空に舞い上がる。

			　キャプテンだ。

		

	
		
			第１２０話　オーガ・ファランクス３

			　

			　キャプテン・オーガは、ほかの個体よりひとまわりおおきい。夕日を浴びて黄金に輝く金属の胴鎧(よろい)をまとい、巨大な銀のハンマーを両手で持っていた。

			　あんなの、かすっただけでミンチにされそうである。

			　さらに、上空へ飛び立つ者たちがいる。いずれも手に杖(つえ)を持つオーガたち。

			　４体のメイジ・オーガだ。

			　メイジたちは、キャプテンの背後から、いっせいに杖(つえ)を振り下ろす。

			　４筋の白い輝きが、後衛のぼくたちを襲う。肌が凍りつくような冷気とともに、米粒ほどの氷弾が雨あられと降り注いだ。

			　もっとも、敵が水魔法による攻撃をしてくることはわかっている。水レジは、ぼくたち全員にかかっていた。

			　リフレクションはタイミングを合わせられる気がしなかったから、とっさに腕で目だけをかばう。

			　直後、氷の飛礫が全身を襲った。鈍い痛みと、冷気で皮(ひ)膚(ふ)が斬り裂かれる感覚。耐えられないほどの苦痛じゃない。正直、ヘルハウンドの炎の方がずっとヤバかった。

			　ぼくにとっては、そうだった。ルシアもこらえている。しかし……。

			「いやあっ。痛いっ、助けてっ」

			　雪野さんが、かん高い悲鳴をあげる。彼女は地面に倒れ、のたうちまわる。

			　全身、傷だらけだった。

			　いまさらのように、ぼくはミスに気づく。彼女のレベルは、たったの10。レベル28であるぼくの３分の１程度しかない。

			　レベルアップによりヒットポイントが増えていくというなら、ぼくが感じる衝撃は、彼女のそれの３分の１程度なのかもしれない。

			　ぼくにとっての「ちょっと痛い」は、彼女にとってひどい苦痛でも不思議はない。

			　とはいえ、これほどまでに悲鳴をあげるのは、ちょっと予想外だった。ぼくは、唇をきつく噛む。もっとほかの方法があっただろうか。

			「キャプテンがきます！」

			　ルシアが叫ぶ。そうだ、いまは後悔している場合じゃない。

			「エレ、２体がかりでキャプテンを迎撃だ！」

			　ぼくは、後衛の守りとして置いておいたグレーター・ウィンド・エレメンタル２体を、飛来するキャプテン・オーガに当てる。半透明の身体でできた女性型の使い魔たちは、弧を描いて上昇し、凶暴なオーガのリーダーを迎撃した。

			　２体のエレメンタルは、大柄なオーガと激しくぶつかりあう。

			　実質、ランク６の戦士であるウィンド・エレメンタルだが、２体がかりでもキャプテンを相手に苦戦を強いられているようだった。

			　さすがに……一筋縄じゃいかないか。この様子だと、キャプテンの近接戦闘スキルはランク７相当に違いない。肉体スキルなどの修正も入っている可能性が高い。

			　それでも、エレメンタルたちで時間は稼げる。

			　時間さえ稼げば、アリスたちが雑(ざ)魚(こ)を掃(そう)討(とう)してくれる。となれば、ぼくたちがするべきことは……。

			「ルシア、足止めだ」

			「はい。フレイム・バインド」

			　キャプテン・オーガの全身を、炎の縄で縛(しば)り上げる。

			　その直後。キャプテンの背後にいるメイジたちが、いっせいに魔法を放った。

			　キャプテンめがけ、４筋の青白い光が飛ぶ。青白い光が当たった瞬間、蒼(あお)い肌のオーガを拘(こう)束(そく)していた炎の縄は、あとかたもなくかき消された。

			「ディスペル……それも合体魔法みたいな感じか！」

			　ディスペルまでは予想していたが、重ね合わせてパワーアップなんてものまであるのか。

			　ランク５の拘(こう)束(そく)魔法だから、そこそこ苦戦してくれると思ったのに……。

			　こりゃ、やばいかも。

			　上空には、キャプテン・オーガと、４体のメイジ・オーガ。

			　対するはグレーター・ウィンド・エレメンタルが２体と、ぼく、ルシア。

			　アリスと啓子さんは、まだ15体前後いるオーガのファランクス部隊と乱戦状態だ。こちらの護(ご)衛(えい)にまわることは難しい。

			　そもそも、ふたりがオーガの群れを引きつけてくれているから、まだなんとかなっているといえる。

			　雪野さんは、苦(く)悶(もん)の声をあげ、地面に転がっていた。ひどい苦痛に、若干、心が折れ気味のようだ。これじゃ、戦力として頼りにはならないだろう。

			　あんまり修羅場、潜ってなかったっぽいしなー。

			「雪野さん。すみませんが、自己治癒で」

			「は、はい……っ」

			　彼女には、自分自身に火魔法ランク５のフレイム・ヒールをかけてもらう。悪いけど、この局面でルシアの手数は奪えない。

			　そのルシアには、こまめに上空のメイジを攻撃してもらっている。せめてキャプテンとメイジを分断しなきゃ、勝負にならない。

			　さて、とぼくは、ウィンド・エレメンタル２体と斬り結ぶキャプテン・オーガを見上げる。

			　対策はいくつか考えられた。とりあえず、いちばん無難な方法で行くか。

			「サモン・グレーター・エレメンタル：ウィンド」

			　もう１体のグレーター・ウィンド・エレメンタルを召(しよう)喚(かん)し、テンプレの付(ふ)与(よ)魔法を手早くかける。

			　その間に、メイジが何度か氷の魔法を放ってくるが、これはルシアが魔力解放つきのファイア・ストームで迎撃する。

			　氷と炎がぶつかりあい、連続して爆発が起こった。

			　それを抜けた氷の飛礫がぼくたちの肌を傷つけるが、歯を食いしばって堪えた。雪野さんがまた悲鳴を上げているが、心を鬼にして無視。

			「キャプテンを迂回して、後方のメイジに攻撃しろ」

			　ウィンド・エレメンタルに命令を下す。半透明の少女は、つむじ風を受けたようにくるくると舞い上がり、敵の後衛、メイジ・オーガたちのもとへ向かう。

			　メイジたちは接近するウィンド・エレメンタルを氷の飛礫で迎撃した。しかし、水レジが入っているウィンド・エレメンタルにとって、その程度の衝撃は、なんの障害にもならない。

			　逆に彼女から放たれた雷撃が、メイジたちを傷つける。

			　ウィンド・エレメンタル１体に、メイジたちが翻弄されていた。

			　相性の問題だ。

			　メイジたちは、ぼくらが地上戦を仕掛け、空を苦手とすると判断して、上空から強襲してきた。でもぼくの呼び出した使い魔、グレーター・ウィンド・エレメンタルは、空のエキスパートなのだ。ただフライが使えるだけのメイジに、ドッグファイトで負けるはずもない。

			　とはいえ、これだってあくまでも時間稼ぎにすぎない。ぼくの最大ＭＰは２８０で、１体あたりＭＰの最大値が64も削れるランク８の使い魔を３体も呼んでしまっている。すでに付(ふ)与(よ)魔法で結構、ＭＰを消費しているから、使い魔はこれで打ち止めである。

			　次に切り札を切るのは、ルシアだ。

			「フレイム・バインド」

			　ふたたび、炎の縄がキャプテン・オーガを襲う。炎が全身に絡みつく。

			　キャプテンは激しく暴れ、さらに耳を聾する咆(ほう)哮(こう)を放つ。

			　解呪の咆(ほう)哮(こう)によって、炎の縄の半分ほどが消滅する。だが、それでもまだ、半分の炎がキャプテンを拘(こう)束(そく)しているのだ。

			　しかもいま、メイジたちは自分たちのことに手いっぱいで、キャプテンの援護ができない。

			　そこに、２体のウィンド・エレメンタルが打ちかかる。キャプテン・オーガは、電撃をその身に受け、風の刃に斬り裂かれ、傷ついていく。

			　キャプテンが呻(うめ)き声をあげ、さらに咆(ほう)哮(こう)する。

			　ようやく、炎の拘(こう)束(そく)から完全に抜け出すも……。

			「フレイム・バインド」

			　ルシアが冷静に、次の魔法を放つ。キャプテンが、ふたたび炎の縄でがんじがらめにされる。

			　完全にハメ技状態だ。

			　こうなったら、あとは順調に削っていければ……。

			　と考えたところで、頭のなかにレベルアップの音が鳴り響く。

			　おっと、アリスたちがオーガを倒したのか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			　アリスが、ぼろぼろの雪野さんに駆け寄り、ヒールを何度か使う。雪野さんは、恥も外聞もなく泣きじゃくっていた。

			「もう嫌ぁっ。嫌だよぉ、助けてよぉ」

			　その場にへたりこみ、泣き続ける。両手でぬぐってもぬぐっても、涙が溢れてくる。

			　心がぽっきりと折れていた。

			「正直、ぼくが甘く見てた。レベル９のひとといっしょに戦うってことがどういうことか、深く考えてなかった」

			　ルシアのときは、ある程度、レベルアップするまで無傷だったからなあ。

			　いや、彼女の場合、かなりの苦痛を浴びても耐える気がするけど。

			　ちらりとルシアを見る。亡国のエルフの王女は、ぼくの視線に気づき、ゆっくりと首を振った。

			「なんの覚悟も決められぬまま、唐突にこの戦いに巻き込まれたかたに対して、わたくしは語る言葉を持ちません」

			　なるほど、彼女の場合、最初から覚悟完了してたわけだしなあ。

			　啓子さんが、うつむいて嗚咽を漏らす雪野さんを抱きしめる。背中をやさしく叩いて、慰(なぐさ)める。

			「無茶な作戦につきあわせてしまって、ごめんね」

			　子供のように泣く雪野さんと、それを抱きしめる啓子さん。

			「先輩、ごめんなさい。わたし、期待に応えられなくて、わたし……っ」

			「ううん、あなたはよくやったわ。もう充分よ」

			　ぼくとアリスは、彼女たちを挟んで向かい合い、所在なげに顔を見合わせる。

			「考えるに」

			　とルシアが呟(つぶや)く。

			「あなたがたが戸惑うということは、こういった状況に向き合うのが初めて、ということですね。志木は、それほどに優秀な指揮官なのですね」

			　ああ、とぼくはうなずいた。ルシアの言葉で、納得がいったのだ。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)の少女たちは、皆、心が強くあった。だからぼくは、こうして戦いのなかで折れてしまう子がいるなんて、想定していなかった。

			　それが志木さんによる巧妙な誘導の結果であったということなら納得もいくし、いまさらながら彼女の手腕に感嘆せざるを得ない。

			　同時に、昨夜まではバラバラだった高等部の面々を、結城先輩が完(かん)璧(ぺき)にまとめられていないのも、仕方がないことだろう。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の士気の高さと覚悟完了っぷりがオカシイだけである。

			　ぼくは、その違いを理解していなかった。

			「もっとも、さきほど少し観察した限りでは……カズさん、あなたを心のよりどころとすることで、心強くあろうとする者も多いようですが」

			「それも志木さんの策略です」

			「なるほど、彼女は優秀な将軍ですね」

			　将軍、かー。いわれてみれば、ぼくが現場指揮官で、志木さんが将軍っぽい。

			　形式上はぼくがリーダーってなってるけど、育(いく)芸(げい)館(かん)組は事実上、ふたりの二人三脚で運営されている。トップダウンで指示が下され、迷いなく行動することができていた。

			　対して高等部は、ずっと混乱の極みにあったのだ。雪野さんには、頼るべきものも、心の支えになるような柱もなかったのかもしれない。かろうじて今朝から結城先輩が上に立つことで、最低限の組織ができてきたばかりで……。

			　それも、育(いく)芸(げい)館(かん)組ほど強固な絆では結ばれていないのだろう。

			　いたしかたがないこととはいえ、今後、共闘することを考えると、ちょっとばかり頼りない組織だ。

			　やーまー、それだけ志木さんがアレってことではあるけど。

			　この場に志木さんがいたら、雪野さんも上手く丸め込めるのかなあ。ぼくなんて、こうして泣いてる女の子を相手に、どうすればいいかもわからないのに。

			　ぼくには、リーダーの資格なんてないなあ。

			　いまの立場なんて、志木さんにいいように祭り上げられているだけにすぎない。

			（事態が安定したら、育(いく)芸(げい)館(かん)組の組織運営とか、もうちょっとなんとかしたいけど……）

			　そんなことを考えて、ぼくはため息をつく。

		

	
		
			第１２１話　オーガ・ファランクス４

			　

			「白い部屋を出たら、雪野さんには本校舎に戻ってもらおうか。向こうとの連絡もあるし。アリス、雑(ざ)魚(こ)オーガの方は、なんとかなりそうかな」

			「はい、啓子さんがすごくて……。大勢に囲まれても、背中に目があるみたいに反応して、避けて、リフレクションするんです。わたしなんて、囲まれないように逃げて、チクチクするしかないのに」

			　いや、きみの対応が普通だから。オーガが混乱しているときならともかく、そこから立ち直りつつあるいま、無理をする必要なんてないから。

			　それに、啓子さんの戦法が通じるのは、せいぜいキャプテンくらいまでだろう。

			　神兵級には無力である。きみとは得意分野が違うだけなのだ。

			　そういったことを、ざっと説明してみた。啓子さんも、「そうなのよー」とうんうんうなずいている。

			「わたしは雑(ざ)魚(こ)と戯れることしかできない女なのよー」

			　このひとマイペースだなあ。

			「わかりました……」

			　アリスはまだ、首をひねっていた。いやまあ、彼女が感覚的に理解できないのも、わかるけどさ。

			　肩を並べて戦っていれば、いつかはわかってくれるだろう。

			「じゃあ、そのまま無理はせずに、オーガたちを引きつけておいて」

			　倒せ、とはいわない。キャプテンを倒せば、戦いの趨勢は決まる。

			　だからなんとしても、こちら側の戦いで勝利しなきゃいけないのだけれど……。

			　雪野さんは、啓子さんが時間をかけて慰(なぐさ)めている。なお、ほのかにアンモニア臭が漂っていることについては、誰も口にしなかった。

			　ミアがいなくてよかったと、心の底から思う。彼女は間違いなく空気を読まないだろうから。

			　雪野さんには、白い部屋から出てすぐ、パーティを離脱し、本校舎に戻ってもらうことにする。オーガたちも、いまはぼくたちの相手で手いっぱいだ。雪野さんを追う暇はないだろう。

			「ごめんなさい、あの、わたし……っ」

			「もう充分ですよ、雪野さんには、いちばんキツい戦闘の初期段階で、たっぷりと活躍してもらったし」

			　なんとか泣き止んだものの、申し訳なさそうにうつむく彼女に、ぼくは拙いながらもフォローをする。

			　向こうが上級生なんだけどなあ。

			　ここまでくると、もはや年齢より戦闘経験の方がずっと重要だ。

			　

			和(かず)久(ひさ)：レベル29　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法８　スキルポイント７

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から戻り、戦闘再開。

			　雪野さんが立ち上がり、よろめきながらも本校舎に向かって走っていく。ぼくは、オーガたちが彼女には見向きもしないことを確認し、安(あん)堵(ど)する。

			　さて、あとはキャプテンとメイジを殲(せん)滅(めつ)する手順だけど……。

			　風エレに翻弄されていたメイジ４体のうち、２体までもが、いっきに高度を下げる。

			　ちっ、気づいたか。

			　メイジたちは、２体で風エレを引きつけておき、残る２体で後衛のぼくとルシアを狙う作戦に出たのだ。

			　正直、いまのタイミングで雪野さんを下がらせることができて、よかった。

			　なぜなら、これからぼくたちは攻撃魔法をしこたま喰らうことになるからだ。

			　はたして、地上に降り立ったメイジ２体が、氷の飛礫を連続してぼくたちにぶつけてくる。

			「リフレクション」

			「ブライト・シールド」

			　ギリギリで、間に合った。ぼくとルシアは、それぞれ半透明の盾を生み出し、１体の氷魔法を反射させる。

			　もう１体の氷の飛礫は甘んじて受けることになるが……。

			　この程度なら、まだ耐えられる。むしろ、攻撃を反射され、自身が放った氷の礫を喰らったメイジの方が、おおきな悲鳴を上げていた。

			　図体だけはでかいくせに、だらしない。

			　ぼくといっしょに無数の氷塊を喰らったルシアは、どうだろう。

			　ちらりと横を見る。額から血を流しながら、ルシアは無表情で、キャプテンに束縛魔法を放っていた。

			「ルシアの覚悟は、本当に頼もしいよ」

			「光栄です、カズさん」

			　続いて、ルシアはメイジたちにフレイム・ジャベリンを放つ。紅(ぐ)蓮(れん)の炎に包まれた槍(やり)が、メイジの１体に突き刺さる。さらに……。

			「前衛を務めます」

			　ルシアは地面を蹴り、浮き足だった地上のメイジ２体に突進する。

			　おい、ちょっと！

			　ルシアは２体のメイジに向かって走りながら、腰のボーン・ウィップを抜く。マナを流すことで鞭(むち)のようにしなる、魔導具の鉄鞭だ。

			　まがりなりにもこの世界の王族である彼女の場合、ちゃんとした剣士としての訓練も受けている。ちなみに白い部屋での模擬戦では、アリスとたまきから「ランク３くらいの実力がある」とお墨つきを得ていた。

			　メイジといっても、敵はオーガ、身長３メートルの筋肉質の身体だ。ぼくには、それを相手に突進していく勇気などない。

			　でもルシアは、巨人に対して臆(おく)せず挑む。メイジ・オーガが杖(つえ)を振り下ろすところにタイミングを合わせ……。

			「ブライト・シールド」

			　火魔法ランク７、一瞬だけ生み出された炎の盾で、その攻撃を受け止める。

			　続いて、ボーン・ウィップを振るい、メイジ・オーガの足もとにしたたかな一撃を加えてみせる。鋼鉄の鞭(むち)を喰らったメイジは、苦痛の呻(うめ)き声をあげて膝をつく。

			「エクスプロージョン・ボックス、エクスプロージョン・ボックス、エクスプロージョン・ボックス」

			　ルシアは、野球のボールほどの大きさがある黒い球体を生み出し、動きを止めたそのオーガの足もとに転がす。

		

	
		
			[image: p_228.jpg]
		

	
		
			　火魔法ランク７、エクスプロージョン・ボックス。その効果は……。

			　ルシアが素早く距離をとる。もう１体のメイジ・オーガが、膝をつくオーガのそばで足を止め、彼女に氷弾を放つ。直後。

			「ファイア・バレット」

			　ルシアの放ったランク１の弱い炎弾が、黒い球体のひとつに命中する。黒い球体が、爆発を起こす。爆発は連鎖し、大柄なモンスターの身体が粉々に吹き飛んだ。

			　エクスプロージョン・ボックスとは、ぼくたちの文明の言葉でいって手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)、あるいは地雷である。

			　本来は、発動時に指定したカウントの後、爆発する。強い衝撃を受けた場合も破裂する。

			　だが地面に転がした程度では爆発は起こらない。よってルシアは、２体のメイジ・オーガが足を止めた瞬間を狙ってファイア・バレットを放ったのだ。

			　相乗効果により、爆発はメイジ・オーガがまとっていただろう火レジを突き破った。２体のモンスターを一撃で絶命させてみせた。

			　ルシアの魔法は、これでほぼ打ち止めのようだ。さすがに肩で息をしている。

			　そして、ぼくたちは白い部屋に赴(おもむ)く。

			　レベルアップしたのは、アリスとルシアだ。また打ち合わせだけで、白い部屋を出る。

			　

			アリス：レベル24　槍(そう)術(じゆつ)７／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント５

			ルシア：レベル17　火魔法７　スキルポイント６

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いの趨勢は決まりつつあった。

			　ルシアのＭＰがほぼ切れかけとはいえ、敵のメイジは残り２体。

			　これでは、グレーター・ウィンド・エレメンタルに太刀打ちできない。キャプテンは２体の風エレを相手に善戦しているものの、完全に切り崩せるわけではなさそうである。

			　啓子さんとアリスが、雑(ざ)魚(こ)オーガを着実に倒していく。

			　あとは時間さえかければ、いい。

			　１体、また１体と雑(ざ)魚(こ)オーガが宝石に変化していった。

			　オーガ１体につき、青い宝石が１個、転がる。メイジ・オーガは、１体で青い宝石が２個だ。

			　アリスたちと戦うオーガは、もはや10体ほど。

			　いや、さらに１体倒されて……。

			　そこで啓子さんがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、啓子さんはのんびりと笑う。

			「わたしは、そーねー。付(ふ)与(よ)魔法を上げようかしらー」

			　そういって、付(ふ)与(よ)魔法をランク５にした。彼女はこれで、付(ふ)与(よ)魔法に関してはぼくと互角だ。

			　前線でディフレクション・スペルが使えるのは、戦術的に見てとてもおおきいと思う。

			　

			啓子：レベル20　偵(てい)察(さつ)５／付(ふ)与(よ)４→５／運動２／肉体３　スキルポイント６→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から出たあと、もはや戦意喪失したオーガたちが、１体、また１体と背を向け、森のなかに逃げ込んでいく。

			　アリスと啓子さんが、無防備なその背に一撃を加え、それぞれ１体ずつ倒すが……。

			　ここまででいい。あえて追わないよう、指示を出す。

			「ふたりとも、戻って！」

			　ぼくは、風エレに追い立てられるようにして地上に降りてくるキャプテンを睨(にら)み、そう叫ぶ。

			　いまさらながら、空は風エレにとってアドバンテージがありすぎると考えたのだろう。メイジの援護があるならともかく、いまやそれも望めない。

			　キャプテンに呼応するように、１体の風エレに苦戦する２体のメイジも地上に降りてくる。最後の抵抗とばかりに、ぼくとルシアめがけて氷の飛礫を連続して放ってくるが……。

			　決断が遅い。

			「フレイム・バインド」

			　ぼくに向かってきたキャプテンを、ルシアが最後のちからを振り絞った魔法で足止めする。

			「リフレクション」

			　ぼくの前に虹色で扇状の薄幕が生み出される。バリアが氷の飛礫を反射した。

			　ほぼ同時に、雑(ざ)魚(こ)をすべて追い散らしたアリスと啓子さんが、同時にキャプテンへと襲いかかる。

			　弱っていたとはいえ、キャプテンはさすがだった。アリスの一撃を肩で受け、それでもなお、啓子さんに対して反撃を繰り出す。

			　だが……それも、悪手。

			「リフレクション」

			　啓子さんは、完(かん)璧(ぺき)なタイミングでその一撃を反射する。キャプテン・オーガの持つ銀のハンマーは、そのまま跳ね返り、自身の頭部を破砕する。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。

			　キャプテンは、ちからなく地面に倒れる。

			　ほぼ同じタイミングで、ぼくのリフレクションは、メイジ２体におおきく傷を与えた。メイジたちが、その身をよろけさせる。

			　そこに、ぼくの使い魔たちが追撃の雷を落とす。

			　２体のメイジが、断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげ、崩れ落ちる。

			　それは、彼らのリーダーであるキャプテンの絶命とほぼ同時だった。キャプテンの身体が消え、青い宝石４個が残る。

			　戦闘終了とともに、ぼく、アリス、ルシアの３人がレベルアップする。

		

	
		
			第１２２話　学校からの撤収

			　

			　白い部屋にて。

			「やっと……終わったか」

			　ぼくは著(いちじる)しい疲労を覚えて、その場にへたりこむ。

			　うあー、なんかいつも以上に疲れてるっぽい。

			「んー、カズくんの仲間は、いつも優秀で、細かいことに気を使わなくてよかったのねー」

			　啓子さんが、いささか苦笑いしていた。それって、いったいどういう……。

			　あー、そういうことか。

			「たまきもミアも、最初は結構、心が折れかけてましたよ。特にエリートの戦いなんかじゃ」

			　それに、おもらししてました。とは口に出さない。

			　本人たちがいたなら、ぺらぺらしゃべったかもしれないけど。

			　いまはたまきもミアもいない。これでは陰口になってしまう。それはよろしくないだろう。

			「でも、すぐ立ち直ったんでしょう？」

			「ええ、それはたしかに」

			　ふたりとも、なんとか立ち直ってくれた。たまきに関しては、ちょっとだけ苦労したけど。

			「彼女は、ひょっとしたら、もう無理かなー」

			　あー、雪野さんは……どうだろうか。

			　いちおうクリアマインドはかかってたんだけど、それでもダメだったからなあ。特に今回みたいな、敵の魔術師がバンバン攻撃魔法を使いながら襲ってくるような戦いは……いろいろ、心がすり減るか。

			「その……勝ったから、いいじゃないですか」

			　アリスが遠慮がちにいった。なんか、言葉だけならたまきみたいな台詞だ。

			　彼女が、あんまり雪野さんを悪くいって欲しくない一心でいってるのはわかるけど。

			「ちがうのよー、アリスちゃん。こういうのは、原因を確かめて、次に生かすための反省会よー」

			「実際のところ、高等部のひとたちが考える問題、ですけどね」

			「そうなのよねー。ユウくん、甘いから……」

			　困っちゃうわねー、と頬に手を当てて首を傾げる啓子さん。まーこのひと、なんか地(じ)獄(ごく)のような修業とかやってそうだから、なんともいいがたい。

			　痛くなければ覚えませぬ、とか心のなかで思ってそう。

			「ところで、気づいてたかしらー？　オーガの別部隊が、高等部の北東に降りてたみたいよー」

			「気づいてませんでした」

			　戦場の方に集中してたからなあ。詳しく聞いてみたところ、10体ほどのオーガ部隊が、たまきとミアが向かった方に降りていったそうだ。

			　浮遊要塞からは、ほかにも複数の部隊が山のあちこちに送り出されているとか。戦いながら、よく見てるなあ。

			「はい、確認しています」

			　ルシアがうなずく。戦闘中はぼくの集中を乱さないようにってことで、黙っていたという。

			「戦力的に考えて、ミアとたまきなら、だいじょうぶでしょう。火魔法に偏っていたわたくしたちより有利に戦えるかもしれません」

			　ルシアのいう通りかもしれない。

			　改めて、ミアのスキル選択の絶妙さを理解した。今回、雑(ざ)魚(こ)はレベル６程度、メイジはどうかわからないが、キャプテンはレベル20以下のはずである。

			　戦力的には、そこまで無茶に苦戦するほどではなかった。なのにミアがいないだけで、こんなに手こずるとは……。

			「敵全体にレジストがかかっている場合、別の属性で攻撃できるかどうかは、とても重要ですね」

			　今回、直接攻撃魔法があまり通用しなかったルシアが、首を振る。

			「それでも、わたしは今回、火魔法を上げるべきだと思います」

			　ルシアはレベルが上がり、スキルポイントが８になった。ようやく彼女の火魔法をランク８にできる。

			　ちなみにぼくも、スキルポイントが９になる。ついに召(しよう)喚(かん)魔法をカンストのランク９にできるということだ。

			　なおアリスはスキルポイント７になったが、治(ち)療(りよう)魔法より槍(そう)術(じゆつ)を優先したいようである。治(ち)療(りよう)魔法のランク６は、それなりに有効なものが多いのだが……。

			「このままだと、またカズさんの使い魔と互角に……」

			　どうやら、ぼくの使い魔にスペック上の戦闘力で並ばれてしまうことを気に病んでいる様子だ。

			　やー、アリスの卓(たく)越(えつ)した戦闘センスとかは、使い魔では得難い部分だけどなあ。

			　お役に立てない、としょんぼりするアリスもかわいい。

			「いじめちゃダメよー」

			　啓子さんが笑う。

			「そんなこと、しませんって」

			　話し合ったすえ、アリスは、ひとまずスキルポイントを温存するということになった。当面、槍(そう)術(じゆつ)ランク８を目指すということだ。

			　啓子さんは臨時参戦だから、もともとのパーティだと後衛が３人、前衛はふたりだけだ。たしかにアリスの近接戦闘能力が向上するのは心強い。

			　といっても、戦いのなかで治(ち)療(りよう)魔法のランクアップが必要ということになったら、躊躇せずとってもらう。

			　このあたりは臨機応変だ。

			　

			和(かず)久(ひさ)：レベル30　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法８→９　スキルポイント９→０

			アリス：レベル25　槍(そう)術(じゆつ)７／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント７

			ルシア：レベル18　火魔法７→８　スキルポイント８→０

			　

			　さて、そういうことで、ぼくたちは白い部屋を出る。

			　こちらの戦いは終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すべての敵が消えた校庭にて。

			　ぼくは使い魔たちをディポテーションで送(そう)還(かん)した。戦っている間は忘れていた痛みが、どっと押し寄せてきた。

			　ぼくとルシアはともに呻(うめ)き……顔を見合わせて、苦笑いする。

			「たしかに、全身あちこち痛いですね。雪野が音を上げたのも無理はありません」

			「ぼくたちの方がずっと頑(がん)丈(じよう)なのに、これだけ痛いんだもんなあ」

			　ルシアがいまレベル18、ぼくに至ってはレベル30だ。

			　レベル10そこそこの雪野さんが、どれほどの苦痛を味わっていたのか、想像することは難しい。彼女の心が折れてしまっても、仕方のないことかもしれない。

			　ヒットポイントなんて概(がい)念(ねん)が具体的にどうなっているのか、よくわからないけど。

			　痛みがレベルと反比例する、つまり雪野さんはぼくの３倍の痛みを味わって……いや、そこまではないのかな。いまだにレベルとヒットポイントの関係とかは、よくわからない。

			　これがコンピュータ・ゲームなら、ステータスが表示されるところだ。あいにくと、ぼくたちのいるこの世界は、ゲームではない。すべて手探りで探っていくしかない。

			　アリスがぼくたちのもとへ駆け寄り、ヒールをかけてくれた。痛みがスッと消えていく。

			　いつものことながら、これがあるから、ぼくたちは平然と敵の攻撃魔法に身をさらすことができる。治(ち)療(りよう)魔法は偉大だ。

			「ふたりとも、平気そうねー」

			　啓子さんが呑(のん)気(き)に笑う。まー、ぼくたちだって、いろいろ修羅場をくぐってるからなあ。

			「多少、痛くても、腕がちぎれたときのミアほどじゃないよなーと思うと」

			「そうねー、ちぎれると痛いよねー」

			　ちぎれたことあるんかい。

			　このひとの場合、絶対にない、とは断言できないのが、なんともだけど。

			「あ、カズさん、見てください。たまきちゃんたちが戻ってきます」

			　アリスが東の空を指さす。見れば、たまきとミアが６人の高等部男子とともに飛んでくるところだった。

			　直接、本校舎に向かっている。

			　ぼくたちも、傷を治したあとで本校舎に向かうことにした。幸いにして、浮遊要塞はまだ、こちらに対して追加戦力を投入してきていない。

			　あちこちにオーガ部隊を投下している様子ではあるけど……。

			　こっちに向けた戦力が壊滅したことには気づいていないのだろうか。気づいていたとしても、第２派が出てくるまでに、多少の猶予はあるということか。

			　敵さんだって、いろいろ計画立てて動いてるだろうしなあ。

			　怖いのは例の要塞砲だけど、ルシアがいうには、あれが短期間で連続発射されたことはないらしい。

			　絶対に連射できない、と確定させるのは危険だけど、啓子さんがちらちらと要塞砲を観察しているから、異変があれば彼女が教えてくれるだろう。

			　ぼくらとたまきたちは、本校舎の手前で合流した。たまきはさっそく、ツインテールをぱたぱたさせながら駆けよってくる。

			「あのね、あのね、カズさん！　いろいろわかったことが……」

			「立ち話はあとにしよう、たまき。いまはとりあえず、世界樹に撤退することを優先だ」

			「あ、うん……」

			　しょぼんとするたまきの頭を撫(な)でて、彼女とミアをふたたびパーティに迎え入れる。

			　本校舎に入ってすぐの教室、直径３メートルの青白い光の円が展開されるそこでは、結城先輩だけが待っていた。

			　残りのメンバーは、もう全員、向こう側に移動したという。

			　リーンさんの使い魔の鷹(たか)が、転移門の中心に直立している。

			　どやどやと教室に入ってきたたまきとミア、彼女たちが連れてきた高等部の生徒６人、それにぼくたちを見上げて、鷹(たか)がうなずく。

			「ではさっそく、転移門に入ってください」

			　リーンさんの声で、鷹(たか)が告げる。男子生徒たちが驚いていた。

			「こ、ここに入ればいいのか？」

			　ミアたちが連れてきた生徒のひとりが、困惑した様子で結城先輩に訊ねる。

			「おれたち、もうなにがなんだか、さっぱりわからないんだが……」

			「急ぐでござるよ。説明はのちほどでござる。……怖いのであれば、拙(せつ)者(しや)が先に」

			　男子生徒がためらうのを見て、結城先輩が先に転移門に足を踏み入れる。彼の足が魔法陣に触れたとたん、その姿がふっと消える。

			　たまきたちが連れてきた高等部の面々が、おお、と驚く。

			「よ、よし」

			　ためらいながらも、男子生徒のひとりが転移門に足を踏み入れ……。

			　また、その姿が消える。

			　残りの５人が、意を決したようにうなずく。ひとり、またひとりと転移門に入っては姿を消していく。

			「と、ところで、その鷹(たか)が……魔法を使っているのか」

			「ええ、向こう側の術者が中継点としている使い魔です」

			　３年生の男子、大柄な青年が「そうか」とうなずき……。

			　なぜか、その瞬間。ぼくの背筋を、冷たいものが駆け抜ける。

			　その理由について考えを巡らせる暇はなかった。

			　青年が剣を振り上げる。その切っ先は、使い魔の鷹(たか)。

			　皆が、一瞬、動きを止めてしまった。

			　そんななか、素早く動いたのは啓子さんだ。

			「ダメっ」

			　グレーター・ニンジャは、剣を握る青年に突進する。

			　啓子さんの前に、残るふたりの生徒が立ちふさがった。ふたりはともに槍(やり)を構え、啓子さんに向かって突き出す。

			　え、ちょっと待って。ぼくはひどく混乱していた。

			　なにが起こっている。

			　こいつら、なにをしている。

			「リフレクション」

			　啓子さんが、ひとりの槍(やり)を半透明の盾で跳ね返す。もうひとりの刺(し)突(とつ)を紙一重でかわし、銀の剣を一(いつ)閃(せん)する。その男子生徒の両腕が、槍(やり)とともに宙を舞う。

			　青い血が、シャワーのように吹き出る。

			　え？　青い……血？

			　待て、こいつらは、つまり……。

			「モンスター！　ドッペルゲンガー！」

			　ミアが叫ぶ。

			　その瞬間、ぼくのなかで、いままで意味不明だったパズルのピースが、すべてカチっとハマった。

			　そう、材料はすべて、目の前に転がっていたのである。

			　和平派という不可解な存在。

			　妙に浸透してきたモンスターたち。

			　そして……今日、シバが生きているという噂が広まった経緯。

			　理解した。その生徒たちが見たシバとは、まさにこいつら、ドッペルゲンガーだったのだ。

			　やつらは、虎視眈々と機会を窺(うかが)っていた。

			　そしていまこそが、そのときだった。

			　ぼくは、ようやくにしてすべてのからくりに気づく。

			　だが、ときすでに……。

			　遅かった。最初に剣を振り上げた生徒が、いや生徒に化けたドッペルゲンガーが、リーンさんの鷹(たか)に向かって斬(ざん)撃(げき)を見舞う。

			　転移門を展開したままの使い魔は、１歩も動けない。

			　ぼくたちは、転移門から数歩、離れていた。

			　いまから駆け寄っても、間に合わない。なんとか転移門に飛び込めるのは、啓子さんだけだ。

			　振り向いた啓子さんと、目が合う。

			「行ってくれ！」

			　ぼくは叫ぶ。

			　たまきとミアが連れてきた男子生徒は、すでに３人、転移門をくぐった。彼らもきっと、ドッペルゲンガーだ。誰かがそれを伝えなきゃいけない。

			　もしこれが結城先輩だったら、ためらっただろう。そのわずかなためらいが、致(ち)命(めい)傷(しよう)となっただろう。

			　だけど啓子さんは、違った。彼女は優先順位というものをわきまえていた。

			「うんっ」

			　啓子さんは、正面を向く。彼女は選んだのだ。ぼくたちとともに残るより、転移門の先で為すべきことを為すと、そう決断を下した。

			　さすが、グレーター・ニンジャだ。ぼくは笑う。

			　啓子さんが青白い円に足を踏み入れるのとほぼ同時に、鷹(たか)が真っぷたつになる。

			　啓子さんの姿が転移門に消える。直後、青白い円が消滅した。

			「たまき、アリス。１体は捕まえ……」

			　ぼくの命令で、ふたりの少女が動く。だが、そのときすでに、ドッペルゲンガーたちは……。

			　ぼくたちに対して醜(しゆう)悪(あく)に笑う。

			　１体が、アリスの槍(やり)の前に身をさらす。

			　１体が、たまきの剣に向かって突進する。

			　２体とも、自ら死を選び、息絶えた。

			　あとには、青い宝石がふたつずつ、合計で６個、転がるだけだった。

		

	
		
			第１２３話　新たな可能性

			　

			　和平派。ぼくたちも襲われた、光の民のなかにいた親モンスター勢力。

			　いったいどうして、モンスターと人間が手を結ぶことができたのか。

			　その答えが、これだ。

			　ドッペルゲンガー。

			　人間に化けて、人間勢力のなかに潜伏していたモンスターの存在である。ハガンさんを殺したあの和平派の男が、モンスターと共生……いや寄生されていた理由も、それで説明できるだろう。

			　つまり、こういうことだ。

			　ドッペルゲンガーというモンスターは、スパイとして、破壊工作員として、人間のコミュニティに入り込む。話し合いか、脅迫か、あるいは強制的にモンスターを寄生させてか、手先を増やす。

			　そしてときには、ぼくたちを襲ったように、積極的な破壊活動を行うのだろう。

			　これまで人類側勢力にドッペルゲンガーの正体が露呈しなかったのは、彼らがとても慎重に行動していたからだ。常に決定機を狙っていたに違いない。

			　対していま、彼らは正体を現してでも転移門を止めたがっていた。

			　それだけ、ぼくたちを恐れていたのか。

			　そうかもしれない。

			　ドッペルゲンガーがいつからこの地に現れたのかは、わからない。ただ、シバが生きているという噂がたったのは今朝になってからだというから……。

			　生前のシバに接触していたとしたら、昨日には一部の生徒と入れ替わっていたのだろうか。

			　当然、あの浮遊要塞がここに来るよりずっと前だ。初日からいて、オークたちとは別系統で動いていたのか。それとも今日になってから、そう、たとえばグロブスターによる転移でやってきたとか。

			　真相はわからない。これから先、判明するかどうかも不明だ。

			　ドッペルゲンガーが生徒に交じっていたのだとしたら、彼らは当然、周囲の生徒からレベルアップの仕組みについて聞いただろう。

			　さぞや驚愕したに違いない。２日前まで無力な一般人だった人々が、オークを倒していくだけで、限りなく強くなっていくのだから。

			　ドッペルゲンガーは、高等部の男子たちの口から、ぼくたち精鋭部隊の戦闘力を聞きだしているだろう。

			　たまきに聞いたところ、彼女は生徒に化けていたドッペルゲンガーに、メキシュ・グラウ退治のことなどをぺらぺらしゃべってしまったそうだ。

			　彼女を責めるわけにはいかないだろう。

			　急速に成長していく異世界人のなかでも、特に多くのモンスターを倒した者たち。モンスター軍にとっての切り札たる神兵級すら連続して退けてのけた、おそるべきイレギュラー。

			　そんなやつらを光の民と合流させるのは得策ではないと、そう判断したのか。

			　だからこそ彼らは、身バレの危険を冒してでも、ぼくたちを封じ込めようとした。己の命を賭し、本来の方針を曲げてでも、ぼくたちを排除しようとしたのである。

			　転移門が破壊される直前、啓子さんを向こう側に送ることができたのは幸いだった。もし、向こう側にいってしまったドッペルゲンガー３体が暴れまわったら……。

			　生徒たちに、どれだけの被害が広がったことだろう。

			　あるいは、リーンさんを暗殺するべく暗躍し……あまつさえ成功してしまったら。育(いく)芸(げい)館(かん)組も高等部組も、ひどく追い詰められてしまうだろう。

			　それどころではなく、この世界の人類の生存すら絶望的になろう。

			　そういう意味で、最悪だけは回避した。

			　そのかわり、ぼくたちは敵地となった学校の山のなかで孤立した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が暮れる。

			　リーンさんたちのもとに戻る方法がなくなったぼくたち５人は、いま、森のなかに隠れていた。暗闇のなか、ぼくは５人全員にナイトサイトをかけている。これで明かりに頼らずとも、夜道を歩くことができる。

			　ドッペルゲンガーを退治してから、10分後。

			　浮遊要塞から発射された光線が、高等部の本校舎を一撃で破砕した。

			「ん。危なかった。ぐずぐずしてたら、一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にされてた」

			　ミアが落ちついた様子で呟(つぶや)き、ひょいと肩をすくめる。

			　ルシアも、まったくだとばかりにうなずく。ふたりとも、いっけん冷静なように見えた。

			　アリスとたまきは、不安げにぼくを見上げる。ぼくとしてはふたりの反応の方が正常に思えた。実際のところ……ぼくたちはいま、めちゃくちゃ追いつめられているわけだし。

			　彼女たちに安心感を与えてやるのは、なかなかに困難なことであるように思う。

			　とりあえず……。

			「もう少し森の奥に移動しよう。啓子さんによれば、山の反対側までいけば、オークもほとんど出なかったって話だし……」

			　もっとも、あの浮遊要塞が山の反対側にもオーガの部隊を落としている可能性はある。油断はできない。

			「ザガーラズィナーとかいうやつは、現時点じゃどうしようもないからね」

			　最大の懸念は、そこだ。今日、相手にした２体の神兵級すら上まわる戦力、魔王軍の幹部のひとり、鬼将ザガーラズィナー。

			　そんな化け物が浮遊要塞にいる限り、ぼくたちとしては逃げまわる以外の選択肢がない。

			　ザガーラズィナーはいまのところ居城から動いていないようだが、もしそいつがぼくたちに興味を示したら……。

			　ぞっとする。できれば、ずっと慢心していて欲しい。

			　敵の襲(しゆう)撃(げき)を警戒しつつ、山の裏手に向かって歩きだす。森のなか、草木をかきわけ、黙々と進む。

			　不安でいっぱいだった。でも、皆の手前、ぼくがそれを表に出すことはできない。

			「あのね、カズさん……」

			「待て、たまき。森のなかじゃ、安全が確認できない。話し合いはあとにしてくれ」

			　ぼくは、なにかいいたげなたまきを制して、黙らせる。

			　いま雑談はまずい。こんな視界がきかない森のなかで、オーガの先制攻撃を喰らったら……考えただけでもぞっとする。

			　敵がオークなら、いまのぼくたちなら、一撃程度は耐えられるだろう。だが馬鹿力のオーガは、別格にヤバい。身長３メートルの体(たい)躯(く)から繰り出される攻撃の破壊力は、オークとは比べものにならない。

			　とはいえそれは、あくまで先制攻撃を受けた場合だ。ぼくたちが先に敵を見つけてしまえば、どうということはない。

			　だからこそ、隠(おん)密(みつ)行動が必要だった。

			　途中、オーガの部隊を発見する。進路を遮(さえぎ)るようにうろうろしていたので、殲(せん)滅(めつ)を選択。

			　雑(ざ)魚(こ)オーガを７体ばかり倒したところで、たまきとルシアが同時にレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で確認したところ、たまきはレベル25、ミアはレベル24になっていた。

			　聞けば、ドッペルゲンガーになっていた高等部のひとたちを助けるとき、オーガの集団と交戦したのだという。

			　雑(ざ)魚(こ)オーガ10体に、それを率いるメイジ１体。結構な戦力だ。

			　やーまー、ミアがメイジを押さえている間にたまきが雑(ざ)魚(こ)を斬り刻んでしまえば、どうとでもなるんだろうけど。

			　で、ようやくとばかりにたまきが口をひらく。

			「あのね、カズさん、たいへんなの！　これ、見て！」

			　たまきが指し示したＰＣの画面には、たまきのステータスが表示されている。

			　問題は、スキルの欄だった。剣術９となっている部分が赤い文字になり、そこをクリックすると……。

			　派生スキル、というサブウインドウが生まれた。

			　ぼくは生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			「これって……」

			「うん！　ね、すごいでしょ！」

			　なんでもっとはやく、といいかけて、ぼくは口をつぐんだ。

			　そりゃあ、理不尽すぎる話だからだ。たまきがずっと、なにかいいたそうにしていたのは、これか。

			「これが、ぼくたちの次の可能性……」

			　派生スキル。

			　ＰＣのウィンドウ上に新たに生まれたそれを見て、ぼくたちはＱ＆Ａで確認を行った。

			　まず、派生スキルというサブウィンドウが生まれているのは、なにかのスキルをランク９にした者だけ。

			　いまのところ、ぼくの召(しよう)喚(かん)魔法とたまきの剣術がランク９である。だから真っ先にたまきが気づいたのか。

			　で、たまきのＰＣの画面を覗き込んでみる。赤くなった剣術という文字の横に展開されているサブウィンドウには、単語がひとつ。

			　重剣術。

			　文字は、灰色だ。マウスを動かしカーソルを合わせると、必要条件【肉体】とあった。

			　ぼくの方は、召(しよう)喚(かん)魔法の横にサブウィンドウが展開される。

			　そこに表示される単語は、強化召(しよう)喚(かん)。

			　Ｑ＆Ａしてみる。

			　

			・派生スキルとは、ランク９になったスキルをさらに強化する手段である。ふたつのスキルをランク９にしたうえで、派生スキルにスキルポイントを注ぐことで取得可能となる。

			　

			「上級スキル、みたいなものか。実質的な、レベル10以上……」

			　ぼくは理解する。メキシュ・グラウのような神兵級モンスターのさらに先、ザガーラズィナーやさらにその上の魔王といった脅(きよう)威(い)に対抗する手段こそが、これなのだと。

			　しかし、そうなると、問題はこの先、レベルをどう上げるかだ。

			　メンバーでいちばんレベルが高いぼくでも、レベル30。派生スキルを取得するには、最低でもレベル45となり、ふたつのスキルをランク９にする必要がある。

			　そのうえで、この強化召(しよう)喚(かん)という派生スキルがどれだけのちからを持つのか。場合によっては、ほかのスキルを伸ばして総合力を増す方がいいという可能性も……。

			「たまきは、楽でいいよな」

			「え、なに、わたしディスられてる？　カズさん、わたしプンプン怒っていい？」

			「そういうことじゃなくて。重剣術って単語からして、明らかに剣の威力が上がるってことだろう。どう考えたって、この先の戦いで有用なスキルだ」

			　ちょっと不機嫌に頬を膨(ふく)らませるたまきの頭を撫(な)でて、ぼくは笑う。いや、たまきの肉体スキルはたったの１だから、肉体スキル以外を上げて、ほかの派生スキルを狙う手もあるのだけれど。

			「わたしたちは、もう、ランク９にするふたつのスキルがほとんど決まっちゃってますけど……」

			　アリスがいう。

			「ルシアさんのふたつ目のスキルは、よく考えなきゃいけませんね」

			「まだ火魔法しかとってないしなあ」

			　そのへんを含めて、いろいろ相談する必要があるだろう。もっとも、まずその前に、今日と明日を生き抜くことができるかどうかなのだけれど。

			「今夜の予定についてだ」

			　ぼくは皆を見渡して、話し出す。

			「とにかく安全な場所を確保して、さっさと休む。サモン・フォートレスで砦(とりで)をつくって、使い魔を見張りに立てておけば、安全に眠れると思う」

			　召(しよう)喚(かん)魔法のランク９、サモン・フォートレスは、その名の通り堅(けん)牢(ろう)な砦(とりで)をつくり出す魔法だ。

			　砦(とりで)、といってもさまざまなパターンが用意されており、今回は小型で周囲に溶け込むよう偽装されたものを召(しよう)喚(かん)するつもりだった。

			　ちなみに、大型の砦(とりで)のパーツになるようなパターンも存在する。それらを組み合わせて、本格的な拠点を組み立てることもいちおうは可能であった。ＭＰを合計で１０００くらい消費することになるので、今回の場合、あまり現実的ではないが……。

			「で、とにかくさっさと寝る。明日は早く起きて、オーガを狩る。ザガーラズィナーからは逃げまわる。浮遊要塞に目をつけられたときも、とにかく逃げる。で、とにかくレベルアップして……」

			「お待ちください、カズさん」

			　ルシアがぼくの言葉を遮(さえぎ)った。

			「いくらレベルアップしたところで、要塞全体のオーガを皆殺しにしたところで、レベル45にはなれません。ましてや、派生スキルを取得し、ザガーラズィナーを倒すに至るまでとなると……」

			「ん。カズっち、焦ってる？　そもそも、ザガーラズィナーの強さもわからないんだよ？」

			　ぼくは唇を噛んで視線をそらす。

			　冷や水を浴びせられた気分だ。ルシアもミアも、ぼくを気遣っているのはわかるから、怒りは湧いてこないが……。

			　自分が、情けない。どれほど無(む)謀(ぼう)な賭けに、皆をつきあわせるつもりだった。

			「ちなみに、カズっち。オーガの経験値はオーク６体分だから……５人パーティでカズっちがレベル45になるためには、オーガを６８４体倒さなきゃダメ」

			　電卓を叩きながら、ミアがいう。お前、リュックサックのなかにそんなものまで入れてたのかよ。

			「無理、だよね」

			「ああ。……すまん、冷静さを欠いていた」

			「ん」

			　ミアが、ふんすと胸を張り、ぼくの頭に手を伸ばしてくる。背伸びしてもいささか丈が足りないため、頭を下げてミアに撫(な)でさせてやった。

			　ミアはそのまま、両手でぼくの頭を抱え込み、胸に押しつける。
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			「なんの真似だ」

			「おっぱいでカズっちを慰(なぐさ)めようと」

			　残念だが、まな板を擦りつけられても困るのだ。

			「気持ちだけ受け取っておこう」

			「傷ついた！」

			「どうしろと」

			　見ればアリスとたまきが笑っていた。

			　これは、あれか。ミアは冗談でぼくのミスをごまかしてくれたわけか。

			　敵わないな、とミアを見れば、無表情で首を傾げ、「おかしい。カズっちはもっとわたしに萌えていい」とぶつぶつ呟(つぶや)いていた。

			　やっぱこいつ、頭がおかしい。

		

	
		
			第１２４話　３日目の終わり

			　

			　ま、ともあれ。敵地で孤立して、明日をも知れぬなか、皆が気落ちしてないのは幸いだ。

			　いや、まあ。この３日間、ずっとそんな状況だった気もするけど……。

			　今日は、格別にヒドい。ぼくたちは５人きりで、仲間のあてはなく、敵はかつてなく強大。

			　なにより、世界の命運をかけた明日の戦いに参加できなければ……。

			「なんとかなるよ、カズさん！」

			「そうです。みんなで考えれば、きっといい案を思いつきます。もっとわたしたちを頼ってください」

			　たまきとアリスが、ぼくの肩を叩き、順番にぎゅっと抱きしめてくれる。ついでとばかりにルシアも、ぼくをぎゅっとする。

			「えーと、無理しなくてもいいんだけど」

			「いえ、やってみたかったので」

			　亡国の王女様は、ぼくの頭を抱きかかえながら、後頭部をぽんぽんと叩く。

			　ルシアの胸は、たまき以上、アリス以下だった。

			　さて、それからぼくたちは、作戦会議をひらいた。いろいろな意見が出て、いろいろな反論が生まれる。

			「兄からちょろまかしてきた。これ、役に立つ？」

			　ミアがリュックサックから取り出したのは、数枚のメモ用紙だった。細かい丁寧な文字でびっしりと記入されているのは、どこにどんな物資が貯蔵されているかというリストである。

			「これ……結城先輩が？」

			「生徒を探しにいくとき、もし役に立つなら、って」

			　万一、周囲の物資を利用しなきゃいけないような事態を考えたのか？

			　過保護というか、ミアを信用しきっているというか……。

			「助かるよ。いろいろ調べてみれば、役立つこともあるかも」

			「いろいろ配置を変えたりしたっぽいから、いらなさそうな施設も目を通した方がいい」

			　配置変更って、ナニしてるんだあのひと。

			　きっと、よからぬことを考えてたんだろうなあ。

			　ミアから渡されたメモを読みこんでいくうち、結城先輩の意図が見えてきた。

			　ああ……そういう……。

			　でも、それじゃ、ここをこうして……。

			　ぼくたちは、メモをもとに、さらなる議論を行った。基本計画の策定までに、何度も休憩した。

			　いくつもの状況を想定して、さまざまなプランが立てられた。計画が少しずつ練り込まれていく。

			「とりあえず、こんなものでいいか」

			　ぼくたちがそう結論づけるまでに、どれだけの時間が経過したのか、わからない。

			　この空間ではお腹がすかないけれど、気分転換をかねて、３回、サモン・フィーストで宴会をした。

			　ちなみにルシアは、宴会のたびに、甘いものばかりをがっつりと食べた。口のなかをケーキでいっぱいにして、まるでハムスターのような顔になっていた。

			　その格好のままぼくと視線が合うと、頬にチョコレートの欠片をくっつけたまま、無言で顔全体を桃色に染めた。

			「ん。くいしんぼう属性とは、あざとい……」

			「カズさんはいいました。わたくしはもはや一介の兵士、食事のマナーに気を使う必要などないと！」

			　亡国のお姫さまは、えっへんと胸を張る。

			　おーい、あれは別にケーキを馬鹿食いして太れって意味じゃないんだけど……。

			「ダメ……でしょうか」

			「あー、この部屋でいくら食べても、現実では太らないわけだから……いいんじゃないかな」

			「カズさん、あなたはいいひとですね」

			　あまり表情を変えず、しかし目を細めてルシアはそんなことをいう。きっと喜んでくれているのだろう。

			　気を利かせたアリスが、ナプキンでルシアの口もとを拭いてやっていた。

			「それじゃ、この部屋を出るぞ」

			　皆がうなずく。そこに悲愴感はない。

			　なお、たまきのスキルポイントはひとまず保留ということになった。明日、少し動いてから、改めて考えることにする。

			　基本的には肉体スキルでいいと思うんだけど。

			　

			たまき：レベル25　剣術９／肉体１　スキルポイント４

			ルシア：レベル19　火魔法８　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからさらに、森の奥へと進む。

			　オークたちは、オーガと連携して攻撃してきた。厄(やつ)介(かい)なことだった。

			　オーガ４体、蜂２体、アーチャー・オーク２体、雑(ざ)魚(こ)オーク７体を倒した。

			　途中でミアがレベルアップし、25になった。

			　

			ミア：レベル25　地魔法４／風魔法８　スキルポイント４

			　

			　１時間ほどでモンスターが出没するあたりを抜け、山の裏側に出る。

			　啓子さんの話によれば、山の裏側にはオークも出没しなかったとのことで、このあたりなら安全だろう、と判断をつける。

			　熊が出たというし、昨日と今日じゃ事情も違っているから、必ずだいじょうぶとはいえないけれど……。

			　適当なキャンプ地を探した。背後が切り立った崖で、周囲の木々も密であればなおよい。

			　暗視のおかげで、そう苦労せず、理想的な場所が見つかった。

			　ぼくはサモン・フォートレスで、カモフラージュされた小屋を建てた。うまく偽装され、いっけん、ただの茂みにしか見えないが……。

			　１歩、扉をくぐると、内部は５ＬＤＫで２階建ての、木製のコテージだった。リビングに暖炉があるけれど、火は灯されていない。

			　確認したところ、各部屋で明かりをつけても外にはいっさい光が漏れなかった。

			　多少、騒いでも、外からは聞こえない。そのかわり、窓がなかった。

			「外に使い魔の狼を４体、呼んでおくよ」

			　見張りとしては、そのぐらいで充分だろう。

			　で、さて。ぼくは２階の一室で、ルシアとともに儀式を開始する。ルシアが床に特殊な文様の魔法陣らしきものを描き、ぼくが巻物に従って儀式を遂行する。

			「なんか、黒魔法っぽい！　カズさん、悪人っぽい！」

			　たまきが妙にはしゃいでいる。嬉しそうだなあ。

			　儀式は成功した。ぼくは、出現した幻獣と専従契約を結んだ。

			　詳しいことはまた明日、試すことになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、サモン・フィーストによる豪華なディナーを楽しんだ。

			　ルシアは、またケーキばかり、がっつりと食べた。

			「そんなに気にいった？」

			「このように甘いものが、こんなにたくさんあるなんて、夢のようです」

			「ルシアの国では、こういうものってなかったのか」

			「あったかもしれませんが、わたくしの口には入りませんでした」

			　聞けば、幼いころから粗食に耐える訓練と戦闘訓練を積んできたという。

			　スパルタな育てられかたをしているなあ。しゃべりながらも、ルシアはものすごい勢いでケーキを口に運ぶ。

			「ひょっとして、チョコレート・バーも結構気に入った？」

			「はい、とても素晴らしい。あとどれくらい、あるのでしょう」

			「育(いく)芸(げい)館(かん)といっしょに吹き飛んだ、かな」

			　ルシアはあまり表情を変えず「そうですか」といった。でも、いまのぼくには、ものすごくしょんぼりしていることがわかる。彼女の感情を読み取ることにも慣れてきた気がした。

			「ん、ずるい。無口系で大食いでエルフ耳なんて、属性過多」

			「ぼくには、もうきみがなにをいってるのかよくわからないよ」

			　いや、正確にいえば「わかるけど、わかりたくない」か。こいつは、もう……。

			「ミア、あなたを不快にさせた原因を教えていただけますか」

			「教えてあげてもいいけど、その前に耳をもふもふ……」

			　ミアの頭に拳骨を落として、おとなしくさせた。

			「耳くらいでしたら、いくらでも」

			「ルシア、冗談でいってるんだから、気にするな」

			　ミアは涙目で「うーっ」と睨(にら)んでくる。

			「そうやって同情を買おうとするから」

			「ちっ」

			　あ、こいつ舌打ちしやがった。
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			◆　◆　◆

			　

			　備えつけの風呂に順次、入った。

			　残念ながら、混浴するほどのスペースはなかった。本当に残念だ……。

			　ふた部屋に分かれて寝るかどうか、と協議したすえ、２階のいちばんおおきな部屋に寝袋を運び、全員で横になることになった。

			　安全面でも、その方がいいだろう。今朝のように、建物が奇襲される可能性は常に存在する。

			「エロいことをしてもいい、よ？」

			　湯上がり、あざとくもだぶだぶのシャツを着てすり寄ってきたミアの額を、ぺしりと叩いておく。

			　そんなことをいった当の本人は、明かりを消したとたん、あっというまに寝息を立てはじめた。

			　ま、今日は……疲れたよなあ。

			　逆にぼくは、眼が冴えて眠れなかった。トイレにいくふりをして階下に降り、外に出る。

			　アラート・テリトリーをかけたのはぼくだから、どのラインを踏み越えたら反応があるか、よく理解している。アラート・テリトリーのラインを踏み越えないよう注意して、コテージの脇を歩く。

			　外で見張りをしていた使い魔の狼たちが寄ってきた。頭を撫(な)でてやると、気持ちよさそうに鳴いた。かわいいやつらめ。

			　ちなみにインヴィジブル・スカウトも１体、いる。屋根の上で全方位を監視してもらっていた。いちおう守りは万全、のはずだ。

			　コテージの扉が開いて、ぼくに続き、誰かが出てきた。

			　月明かりのなか、黒髪が銀色に輝く。

			　アリスだった。

			「眠れなくて」

			　アリスはそういって、苦笑いする。

			　ぼくのそばに寄ってきた。ぼくたちは、コテージの壁に背を持たれ、並んで草の上に座った。

			　見上げれば、ふたつの月が昇っている。

			　どちらも、ほぼ満月に近い。

			「明日、この世界が滅ぶかもしれないだなんて……」

			　アリスが呟(つぶや)く。

			「信じられません」

			　ぼくの肩に顔を載せてきた。その身体が、小刻みに震えている。

			　彼女が眠れないのは、日中の戦いで興奮していたからではないのだと気づく。

			　不安なのだ。明日がどうなるかわからなくて、怯(おび)えている。

			　明日、この世界の人類は、乾坤一擲、最後の大(おお)博打(ばくち)に出る。なのにぼくたちは、彼らとの連絡手段さえ閉ざされ、大陸の外れの森で逃げ隠れするだけ。

			　そんな状況で、恐怖を抱かないはずがない。でも。

			「なんとかなるよ。ううん、なんとかする。ぼくたちで、なんとかしてみせるんだ」

			　なんの確信もない言葉だった。でも、いまぼくがいわなきゃいけない言葉だった。

			「だから、アリス。きみは、ぼくのそばにいてくれ。きみが支えてくれるなら、ぼくはどこまでも戦える」

			　アリスがぼくを見上げる。ぼくは、にやりとしてみせる。

			　内心、虚勢がバレないかドキドキしていた。いまさらではあるけど、彼女の前でくらい、強い男でありたかった。

			　はたしてアリスは……。

			　くすりと笑う。ぼくの後ろ首に手をまわして、唇を重ねる。

			「はい。ずっと、カズさんのそばにいます」

			　長いキスのあと、アリスはまっすぐにぼくの瞳(ひとみ)を覗きこんで、そういった。

			「わたし、信じていますから」

			　月明かりの差すなか、ぼくとアリスの影がひとつに重なる。
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			◆　◆　◆

			　

			　ぼくとアリスは寄り添って座る。召(しよう)喚(かん)魔法で呼び出した一枚の白い布を肩からかけ、ふたりの裸身を隠す。アリスのぬくもりに触れているだけで、不思議と心が穏やかになる。

			　彼女も同じなのか、ぼくを見上げてくる表情からは、さきほどまでの不安の色が嘘のように消えていた。

			「カズさんが一緒なら、どこまででも戦えます」

			「ぼくも、アリスが一緒なら、どこにでも行ける気がする」

			　ぼくたちは、何度目かわからない口づけを交わす。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　かくして、ぼくたちの３日目が終わった。激震の１日が。

			　そして４日目が始まる。

			　終末を予言された４日目だ。

			〈『ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召(しよう)喚(かん)魔法を天(てん)秤(びん)にかける』⑥へ続く〉

		

	
		
			番外編　磯垣啓子は右と左を天(てん)秤(びん)にかけて必ず迷子になる

			　

			　わたし、磯垣啓子、今年で19歳。ごく普通の大学生です。

			　ふつう、ふつう。

			　ほんとですよー、ほんとですよー、大学では比較的、おとなしくしてたんですよー。

			　なのに、ちょっと用事があって母校の高校に戻ったら、そのタイミングで学校の山ごと異世界に飛ばされちゃいました。サバイバルの始まりです。

			　まったく、困っちゃうわよねー。

			　おまけに豚みたいな怪物が襲ってくるし……。

			　わたし、知ってますよー、これってオークっていうんですよね。前にユウくんの持っていたえっちな本で見たことあるもん。

			　襲ってきたオークは、首をぽきっとして殺しちゃった。

			　そうしたら、頭のなかにファンファーレが響いて……。

			　次の瞬間、わたしは壁が真っ白のへんな部屋に立っていた。

			　師父の教え。怪異に遭(そう)遇(ぐう)したら、まず徹底的に観察することだって。それと、わたしは魔に引き寄せられる素質があるから、魔に抗することができるよう、よく鍛えろって。

			　師父が「ちょっと大陸の魔を払ってくる」って香港に帰っちゃってからも、わたしは師父の言葉に従い、わが身を鍛え続けた。だから、オークくらいなら素手で充分。

			　あ、わたし普通の大学生です。

			　パソコンが置いてあったから、いろいろ調べたよ。

			　パソコンさんに質問すると、打てば響くように答えが返ってきた。だからわたしは、ずっと質問を続けた。たぶん一昼夜はそうしていたと思う。でもこの白い部屋では時間の経過がないらしい。お腹も空かなかった。

			　ひととおり満足したあと覚えたスキルは、偵(てい)察(さつ)と付(ふ)与(よ)魔法。

			　正面からオークと１対１で戦うことができれば、勝てる自信はある。

			　でも不意打ちを受けたらわからないし、敵の数が多いのは厳しいわ。だから偵(てい)察(さつ)スキルで、常に先手を取ればいいと思ったの。

			　付(ふ)与(よ)魔法を取得したのは、より容易に敵を倒すためよ。わたしに害意を持って襲ってくる存在がオークだけならともかく、そうとは限らないもの。

			　師父から教わった空手と合気道（ということにしておけ、と師父にはいわれている）だけじゃ太刀打ちできない相手と戦わなきゃいけないことも考えたら、自分の身体を強化できる付(ふ)与(よ)魔法は最適の選択肢だと思ったわ。

			　わたしったら、完(かん)璧(ぺき)ね！　きっとユウくんもいまごろ、どこかで同じようにレベルアップしてると思う。ユウくんに限って、この程度の相手に殺されるはずがない。

			　はやくユウくんと合流しなきゃ。

			　もとの場所に戻ったわたしは、オークの死体が変化した赤い宝石と、そいつが手にしていた手斧を拾って、山のなかを高等部に向かって歩き出した。さて、ユウくんの顔を見るのが楽しみだなー。スキップしながら森のなかに入って……。

			　迷った。

			　盛大に、とてつもなく見事に、迷った。

			　途中で何体かオークを殺して、山のなかを彷徨い歩く。

			　気づくとわたしは、学校の山の裏側で熊を相手にしていた。あれえ、オークは、オークはどこ？　もー困っちゃうなー。

			　熊の頭を斧でカチ割りながら、わたしはとほほと肩を落とした。

			　その日は結局、山の裏側で野宿をした。

			　うー、お風呂に入りたいよー。助けてユウくーん。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日も、裏山をふらふらした。

			　夕方近くになって、温泉を見つけた。温泉の近くに猪がいたから、殺気を出して脅(おど)しつつ、入浴させてもらった。あー気持ちいい。さっぱりしたー。

			　お風呂からあがったところで、オークの集団が襲ってきた。偵(てい)察(さつ)スキルのおかげで気配は察してたから、あっさり返り討ちにする。

			　オークの群れを率いる青い肌のやつは、ほかより結構強かった。でも、タイミングよく付(ふ)与(よ)魔法ランク３のリフレクションを打ちながら手斧で滅多切りにしたら、そのうち息をしなくなった。

			　うん、熊よりは強かったけど、しょせんはその程度かなー。

			　正直、本気の師父なら秒殺してたと思う。わたしもまだまだね。

			　３日目。オークの足跡をたどっていくと、学校のある山の表側に出ることができた。

			　わーい、道だー、文明の匂いだー。

			　喜び勇んで山道に出ると、ものすごくおおきな蜂が上空から襲いかかってきた。

			　頭上から太い針を飛ばしてきたので、リフレクションを放って針を跳ね返す。蜂の胴体に、槍(やり)のようにおおきな針がぶすりと刺さって、一撃死。

			　うーん、結構タイミングがシビアかしらー。

			　ところで、この道ってどっちに行けば高等部だっけ？

			　道端で立ち往生していたら、陸上部の後輩ちゃんたちがやってきた。剣とか槍(やり)で武装している子も多い。

			「え？　啓子先輩？　どうしてここに？」

			「やっほー、元気だったー？」

			　驚く後輩ちゃんに、ぶんぶん手を振って明るく挨拶する。

			　そのさらに後方に、敵の気配。

			　あ、危ないよー、オークだよー。後輩たちを奇襲しようとしたオークをぱぱっと始末してあげたら、驚かれた。

			「えへへ、合気道、強いでしょ」

			「先輩のそれ、絶対、合気道じゃないです。というか、構えとか中国拳……」

			「あれー？　合気道って教わったよー？」

			　とぼけておく。やー、だって師父にそういわれてるしー。うちの合気道だと槍(やり)とか拳銃とか習うんだよー。中国四千年の合気道だよー。

			「あの、先輩。合気道って日本の武術じゃ？」

			「細かいことは気にしなーい」

			「はあ……。ま、いいですけど」

			　ともあれ、後輩ちゃんたちに出会えたのは幸運だった。わたしに出会えてほっとしたのか、泣き出す子たちを宥めつつ、これまでどうしていたのかを聞く。

			　いろいろたいへんだったらしい。

			　驚いたことに、いまはユウくんがリーダーになって、高等部をまとめているとのこと。

			　うわー、あのユウくんがねえ。普段、表舞台には立ちたくない、忍者とは忍ぶものでござるとかいってたのに、どんな心境の変化だろ。

			　ひょっとして、妹さんに激(げき)励(れい)されたりしたのかなー。うん、ありうるなー。

			　もし、もしだけどー。ほかの女の子にたぶらかされていたりしたら、ちょっとお仕置きしなきゃいけないかも？

			　でもたぶん、それはナイ。

			　ユウくん、真面目だし。わたしがこっちの世界に来てること知らなくても、生真面目に、まっすぐに女の子と接すると思う。彼のそういうところが、わたしは大好きなのだ。

			「それじゃ、ユウくんに会いにいこっか」

			　というと、後輩ちゃんたちは驚いていた。あれ？　わたしとユウくんがつきあってるってこと、いってなかったっけ？

			「そもそも！　先輩にカレシいたなんて初耳です！」

			　うわあ、おおきな声。そんなに大声出すと、ほら、オークが来ちゃうわよー。

			　襲ってきたのは、青い肌の２体を含めたそこそこの部隊だった。

			　とりあえず、また適当に始末しておく。惨殺、惨殺ー。

			　青い血にまみれた斧を手にわたしが笑うと、なぜか後輩ちゃんたちがあとずさった。えー、わたし怖くないよー、やさしい先輩だよー。

			「とりあえず、ユウくんに会いにいこー。れっつごー」

			「先輩、そっちじゃないです！　逆です、逆！」

			　あれー？

			　

			◆　◆　◆

			　

			　わたしが高等部本校舎の校長室に入ったとき、ユウくんは仲間の子たちに忙しく指示を出していた。

			　久しぶりに会ったユウくんは、前よりずっと男前になっていた。

			　面頬してるけど。

			　大学生のわたしが異世界転移に巻き込まれたことには、さすがのユウくんも驚きを隠せなかったみたい。でもすぐわれに返って、喜んでくれた。

			「啓子がひとりで裏山から戻れたのが、いちばんびっくりでござるよ」

			「あれー？　心配するの、そこー？」

			「オーク程度に負ける啓子ではござらぬしなあ」

			　うん、まあ、それはそうよねー。ユウくんとの決闘で負けたことないものねー。

			「ところで、ユウくん。ここに来る途中で聞いたんだけどー」

			「なんでござるか？」

			「女の子にモテモテで困っちゃってるってホントかしらー？」

			　わたしは笑顔で訊ねた。

			　なのにユウくんは、脂汗をダラダラ流して１歩、２歩と後ずさる。あれー、これってもしかしてギルティかしらー？

			「違うでござる、誤解でござるよ！　拙(せつ)者(しや)、啓子のことだけを想ってあらゆる誘(ゆう)惑(わく)を撥ね退けたでござる！」

			「でも、１年の子たちに抱きつかれてたわよね」

			　校長室に持ち込んだ机でもくもくと書類仕事をしていた女の子が、紙束から顔もあげず、ぼそりといった。少しだけ頭を振ると、ポニーテールがゆらゆら揺れる。

			　ユウくんが硬直する。わあ、いっけないんだー。

			「ユウくーん」

			「まっ、待つでござる！　違うのでござる！　拙(せつ)者(しや)はただ……」

			「だいじょうぶよー。後遺症が出るようなミスはしないからー」

			　ただちょっと痛いだけだからー。

			　ユウくんはとてもいい悲鳴をあげた。後輩ちゃんたちがドン引きしていた。あれー、わたしは終始笑顔だったんだけどなー。

			　

			　適当なところで、書類仕事をしていたポニーテールの女の子が止めに入った。

			「あなたが田上宮先輩より強いのはわかりました。お手伝いしてくださいますか」

			「もちろんよー。お姉さんになんでも任せてー」

			「苦手なことは、ありますか」

			「なにもないわよー。わたしひとりいれば、なんでも……」

			　ポニーテールの子は、口もとに手を当てて考え込む。

			「そうですか。じゃあ、単独行動してもらうのがいちばん……」

			「ま、待つでござる。啓子をひとりにしては絶対にダメでござる……っ」

			「どういうこと、田上宮くん」

			「啓子は……絶望的に方向音痴なのでござる……っ」

			　あ、ユウくんが血を吐いて倒れた。ちょっと加減を間違えたかなー？

			「本当ですか、啓子さん」

			「ちょっとだけよー？　今回も、ちゃんと今朝までかかって、ちゃんと裏山からこっちに戻ってこれたしー」

			　ポニーテールの子が、きょとんとする。

			「あの。迷ったのは、いつですか」

			「一昨日(おととい)、転移があってすぐ、北道から高等部に歩いたんだけど……なぜか山の裏側に行っちゃったのよねー」

			「わかりました。必ずペアか、複数人の案内をつけます」

			　彼女はなぜか、額に手を当てて呻(うめ)いた。お疲れなのねー。

			「３日目の今日になってから、森に蜂が溢れるようになりました。アーチャーと呼称する弓の得意なオークが発見されています。偵(てい)察(さつ)スキル持ちのかたが護(ご)衛(えい)してくだされば、たいへんに心強いです」

			「わかったわー。お姉さんが護(ご)衛(えい)について、オークと蜂を皆殺しにすればいいのねー？」

			「さきほど聞いたスキル構成、偵(てい)察(さつ)、付(ふ)与(よ)魔法、運動、肉体で蜂を倒すのは……」

			「最初はリフレクションしてたけど、よく考えたら手斧を投げればいいのよー。結構楽よー？」

			　ポニーテールの子は、真顔でユウくんを見た。

			「啓子ならできるでござるよ……」

			「合気道は得意なのー」

			「はあ。合気道、ですか」

			「合気道ならなんでもできるのよー」

			　わたしはえっへん、と胸を張り、腕をぐっと曲げてちからこぶをつくった。

			　女の子は、また額に手を当てて、ううう、と呻(うめ)く。あれー？

			「田上宮くん。ちょっとわたし、頭痛が」

			「諦(あきら)めるでござる。啓子は拙(せつ)者(しや)よりはるかに優れた生命体でござるよ」

			「そう、わかったわ。普通の意味での人間だと思わない方がいいのね」

			　なんでだろー、褒(ほ)められてる気がしないよー。

			　

			　ポニーテールの女の子は、「啓子さんに同行してもらう部隊に声をかけてきます」といって校長室を出ていった。

			　わたしは、ユウくんとふたりきりになる。

			　ユウくんは棚から白い大振りの剣を取り出し、わたしに手渡した。

			「ジェネラルと呼ばれる最強クラスのオークから手に入れた武器でござるよ。素晴らしい切れ味で、便利でござる。この剣が啓子を守るでござろう」

			「いいのー？　新参のわたしなんかが使って、ほかの子たちが不満を持たないかしらー」

			「どのみち、ジェネラルを狩ったのは中等部……育(いく)芸(げい)館(かん)組の者でござるからな。それに、剣術スキルを上げている者は少ないでござる。剣道部の者たちがほぼ全滅しているゆえ」

			「そういうことなら、受け取っておくわー。ふふ、ユウくんからのプレゼントだー」

			「無骨すぎて色気もない贈り物で、申し訳ないでござるよ」

			「ユウくんがわたしの身を案じてくれているだけで、とっても心が温かいのよ」

			　わたしは、ユウくんを抱き寄せ、その頭をそっと撫(な)でた。

			　ユウくんは面頬を外し、わたしを見上げる。

			「辛かったわねー。ごめんね、ユウくんひとりに全部任せちゃって。でも、これからはわたしがいるから。ユウくんは、ひとりじゃないから」

			「……そんなことをいわれては、泣いてしまう」

			　あ、ユウくんの口調が、変わった。

			「泣いていいのよ」

			　ユウくんは、寂(さび)しく笑った。小声になる。

			「それはできないな。何人か、外で聞き耳を立てているからね」

			「そうねー。リーダーはマッチョじゃなきゃいけないわねー」

			　わたしはくすりとして、ユウくんの涙を手でぬぐってあげた。

			　うんうん、強い子だ。ユウくんならきっと、みんなを導ける。

			　わたしはユウくんの手伝いをしよう。ユウくんの横で、彼を支えよう。

			　そんなことを考えて、彼をもういちど、ぎゅっと抱きしめた。ふふっ。おっぱいを押しつけちゃうよー。いっそ、このままいい雰囲気にして……。

			「と、ところで、啓子」

			「なーにー？」

			「背中が、背中が、ミシミシと……っ」

			　わあっ、ユウくんが泡吹いてるー。

			　あれー？

			　あ、そっか、わたし肉体スキル上げてたよー。

			　

			〈了〉

		

	
		
			あとがき

			　

			　横塚司です。

			『ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召(しよう)喚(かん)魔法を天(てん)秤(びん)にかける』第五巻をお送りいたします。

			　今回でようやく、三日目が終わります。

			　初期に設定した主要キャラクターは、ほぼ出揃いました。あとは物語を前に進めるだけです。そのはず、です。

			　あくまで予定は未定、なんですけどね。そもそも、当初の予定では二日目がこんなに長くなるはずなかったですし……。

			　

			　三日目のコンセプトは「世界の広がり」です。

			　それまで学校の山という狭い空間（その割に多彩なシチュエーションが起こりうる環境ではありましたが）で進んでいた物語の舞台を、一気に世界全体に広げる。

			　そのための導線をどうつくるか、この世界にはどんな人々がいて、どんな戦いが繰り広げられているのか、そういったことを順番に紹介していくことに腐心しました。

			　さらに、神兵級やその上に位置する強大な四天王。スキルシステムのさらなる可能性。

			　特にスキルシステムの拡張は、初期から考えてあったことですが、当時は「こんなところまで書けるかなあ」と半信半疑でした。無事に存在の公開までこぎつけられて、ひとまずほっとしています。

			　まー、このあと実際にカズくんたちがレベル45を超えていくまで、さらなる試練が多数、待ち構えているわけですが……。

			　

			　モンスターとはなんなのか、この世界に迫る危機とは、カズくんたちが為すべきこととは。

			　数々の伏線を残しつつ、物語は激戦に次ぐ激戦の四日目へと続いていきます。

			　第六巻をお楽しみに。
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